

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「「あなたが好きでしたぁぁぁぁぁ──！　付き合ってくださぁぁぁぁいっっっ！」」




　放課後の廊下、冬の冷たいグラウンドに向けて大声がこだまする。開け放たれた窓から愛の告白をするというのはドラマか何かでよくある光景だ。

　それを実際に目撃したら『あぁバカやってるやつがいるなぁ』と気恥ずかしさを覚えながら苦笑することだろう。現実と創作物をゴチャ混ぜにしてはいけないぞと心のなかでたしなめることだろう。俺にとって『青春』に名を借りたそんな暴走はありえない行為だ。

　何年か後に思い出して頭痛の種になるような、こっ恥ずかしくて愚かしい行いをやるわけがないと、はっきりそう思っていた……




　……今日の今日までは。




　やってみて気づいたが、これ体力的にもめちゃくちゃしんどい。声が嗄かれて喉が痛いし、眼下から見上げてくる視線が怖いし、精神的な消耗も酷ひどい。俺は終わってすぐさま窓まど際ぎわから引き下がり隠れる。

　バ、バレてないよな、と確認するためにきょろきょろ辺りをうかがう。なおのこと不審者っぽい行動を積み重ねてしまっているが、それはもう今さらだ。

　一応近くに俺たち以外の人物はいない。

　俺の告白をグラウンドから見上げていた人も聞いていた人も『どこかのバカがやった』というのはわかっても、俺、遠とお葉ば香こう一いちという個人がやったことまではバレていないはず。というわけでとりあえずは一安心か。実際のところ、気付かれているかどうかなんてわからないけど、とにかく自分を安心させるためにそんな虚むなしい自己暗示をかけていた。

「うーん。なんか面白い練習法を思いついたと思ったんだけど、イマイチね」

　そんな言葉とともに俺の目の前にずいっと進み出たのは金髪の女の子だ。彼女は外国人留学生とかいうのでもない。格好も民族衣装みたいな奇想天外な衣服を身にまとっている。胸元もはだけて、太ももも惜しげもなく晒さらしており、まあこれが生徒なら一発で指導が入ることだろう。

　しかしその服装より目を引くのがこの金髪娘──ダリアの美麗な容姿だ。

　ぱっちりとした二重の大きな瞳に、瞬まばたきする度よく動く長い睫まつ毛げ、そして透明な質感のある色白の肌と小さな顔。髪の毛も本物の金を溶かしたような輝きと艶がある。

　そんな浮き世離れした外見と格好の理由は『エルフ』だから、ということになるんだろうか。いや自分で言っていてエルフとかなんとか、あまりにもバカバカしすぎる。こいつとそれなりの時間を過ごした今でもそう思う。

「俺をコミュ力増進法面白実験台にするなよっ」

　自分から命じておいてあまりに無責任な言いように俺も激しく言い返したが、ダリアは聞いているのかいないのかわからないくらいに平然としていた。

「なんにせよ準備運動は出来たわね」

「ふざけるな。っていうか、このくだりに何の意味があったんだよ！」

　俺が叫ぶとダリアは蔑むような視線で俺を見つめる。

「あんたがグチグチ文句言うから、私がわざわざ手間ひまかけて緊張をほぐす方法を考案してあげたのよ」

「いやいや俺の無様な姿を楽しんでただろお前！　口元の笑いを抑えてただろ！」

「へぇ。よくわかってるじゃない。自分が無様を晒さらしてるって。そういう客観視ができるようになったのなら、この無様の功績もあったかもね。私になお感謝しなさい」

「やかましいわ。誰が感謝するか」

「じゃ、ちょうどいい感じにアップもすんだところで、本題の方に移るわよ」

　そう言われてはっと思い出した。何な故ぜ自分がここにいるのか。これから何をしようとしていたのか。

「……いや、でも……やっぱ嫌だ……」

　一度あんな恥を晒さらしてしまえば、もうどうにでもなれとばかりに自暴自棄になりそうなものだが、それでも未いまだに腰が引けている情けなさが実に俺らしい。

「へぇ、行きたくないんだ？　理由を聞かせて欲しいんだけど？　詳細に」

　綺き麗れいな顔をニコニコさせているが、こういう態度のダリアがむしろ一番怖い。

「だって、前も言ったけど……断られたらどうするんだよ。もし本当は吉よし野のさんが俺みたいなのが生理的に無理とかできっちり断られて、その後から応援部で居心地が悪くなるの嫌だし。今の生活も結構楽しいし。あぁ、うん。そうだ。やっぱ現状維持でも……」

「はぁ？　まだ覚悟出来てないの？　ちょっと女の子をデートに誘うくらいでこんなにグズれるのは世界でもあんたくらいのもんよ。見事なもんね。感心する。記念碑を削って後世に残し語り継ぎたくなるくらいに」

「そこまで言うか……」

「でもいいわ。あんたがそんな態度なら──」

　なら、なんだっていうんだ。

　そう思った次の瞬間、ダリアが近づいてきた。それで何が起こるか察知して俺は身をよじろうとしたが、それを阻はばむように柔らかい手のひらが俺の頰に伸びる。

　そしてもう片方の手が俺の後頭部に伸びると顔がぐいっと引き寄せられ──
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　口づけされていた。程なく顔が離された後、ダリアが口パクすると俺の口から意図しない言葉があふれだす。

「「私、遠葉香一は今から応援部に行って吉野さんに会うことを誓います」」

　まだ頭の芯がしびれる感じが残っていてぼんやりとしていた。

　さっき触れた柔らかい唇の淡い感触が、ダリアの小さな顔が近づいてきた瞬間の温かさが俺の脳裏にくっきり焼き付いている。

　そしてそれが去ってすぐに訪れるのは、またやっちまったという微かすかな後悔と、普通なら絶対手の届かないような美人とキスしたことへの喜び。それらが心の中でどろどろと混じり合って、言葉にできないようなモヤモヤがある。

　しかしこっちはこんなに動揺しているのに、ダリアの側はと言えばなんのことはなさそうに不敵に笑っている。

「さっきので使い切ってたけど。これでまたしばらく私の力も使えるわね」

　言いながらペロリと舌で口元を拭う仕草が妙に色っぽいのが、さらに腹立たしい。

　いやいやそうじゃないだろ、俺には決めた相手がいるだろ！　と自分の思考が変な方向に流れかけたところで必死に自制した。

「さて。自分で宣言したんだから、もう迷いもないでしょ？」

「エルフの力をこんなしょーもないことに使うなっ！　っていうかこれは俺の意思じゃなくてダリアのだろ！」

「だから私の〝代役〟の力はあんたの言いたい本音を言わせてあげてるの。もう何回も説明していい加減飽きてきてるんだけど」

「何にしても嫌だね！　今ので俄が然ぜんやる気を失ったよ俺は。今から勉強しようと思ってたところで勉強しろって命令された子供の気分だっ」

　自身の主張をするために力強く声を上げたんだけど、まあこれが失敗だった。必死の抵抗からの一連で周囲の目というものをすっかり忘れていた。

「ねぇ何なのあの人……。グラウンドに向けて告白したと思ったら、次は一人で喋しやべり始めてるんだけど」

　そう言われて、一瞬で顔が真っ赤に火ほ照てるのを感じた。俺の醜態の一部始終は、近くを歩いていた通りすがりの女生徒二人に、全部余さず見られていたらしい。っていうか告白の件もバレてるし……。

「たぶん漫才の練習とかでしょ。芸人でも目指してるんじゃない？　全然面白くないけど」

「うわ、こっち見てきたよキモっ……」

　そんないかにも汚らしい虫けらを蔑むような会話を残して、二人はさっさと去って行った。色々げっそりとして疲れ切った気分にさせられ、思わず二度目の深いため息が漏れ出てしまう。

　そこでダリアは俺を励ますようにポンと軽く肩に手をのせてきた。

「じゃあさっさと行くわよ、芸人」

「おい」




　結局ダリアに丸めこまれた俺はやむを得ず『応援部』の部室に向かうことになった。そしてここまで来たら退路もないし、もう腹をくくるしかない。仕方なく扉を開く。蝶ちよう番つがいが軋きしむ音がやけにゆっくりと聞こえて、部屋の中には中央の長机で部の活動報告をまとめている彼女がいた。

　──吉野楓かえでさん。

　扉の開く音に反応して艶つややかな長い黒髪が揺れて、大きな瞳が俺をとらえる。

　切りそろえられた前髪に、ほのかにピンク色の頰と丸い瞳。そして濃紺のブレザーに包まれたシャツとその盛り上がり。

　近くに来るだけでほのかに甘い匂いが漂って、心の芯が微睡まどろむような感じがする。

「……や、やあ吉野さん」

『まったく。「やあ」って何？　普通しないでしょ、そんな挨拶。準備する時間もあったんだからもっとマシな言葉をかけなさいよ』

　後ろから、俺にしか見えない恋愛批評家が、好きにあれこれ言ってくれる。俺の気も知らないで。……いやこいつも立場上一応ちゃんと分かってるはず、なんだけども。

「遠葉くん、どうしたの？　何か忘れ物？」

「いや、そうではなく……その……」

　俺がぶつぶつと話している合間に、吉野さんは持っていたシャーペンを置いた。

「あ、ちょっと待ってね」

　そう言って立ち上がると、吉野さんは俺の近くまで寄ってくる。何事かと思って緊張で身を固くしていると、さらに彼女の手が俺の首元に伸びてくる。

「これでよし、と。ネクタイ乱れてたよ？　勝手に直しちゃってごめんね？」

　微ほほ笑えむ吉野さんがあまりにもまぶしかった。

　そしてそれを見ている今の俺の顔はみっともないにやけ面づらになっていることだろう。ついでにダリアがその俺のまぬけ面づらに冷めた視線を送っているのも想像がつく。

「あ……ありがとう」

　俺の言葉に吉野さんはこくりと頷うなずいていた。

「それでどんな用件で戻ってきてくれたの？」

　訊たずねられて、俺は自分がここに来た理由を早々に失念していたことに気づく。

「それは、その……前からお願いしたいことがあって……今日は部活も一段落したし……」

「お願い？　遠葉くんがそんなこと言うのすごく珍しいね。いつも助けてもらってるし、私に出来ることなら是非ともやらせてください」

「そ、それが……」

　と口を開くが、どうしても肝心な部分までは言葉に出来ず、最終的に沈黙。小さな部室内には静けさが満ちる。

　けれどもどうしても続く言葉が出てこない。その様子を見るに見かねたんだろうダリアが呟つぶやく。

『はー、本当あんた相変わらずどうしようもないわね』

　そんな愚痴のようなセリフをこぼした後、ダリアは一つ咳せきばらいを入れる。

「「……実は今週末、気になってたあの映画、観みに行きたくて。でも一人じゃ寂しいから、一緒にどうかなと思って」」

『また勝手なことしやがって』

　吉野さんがいる手前、俺は身体からだは努めて静止して微動だにせず、しかし心の中でダリアに文句をぶつけた。

『やかましいわね。おとなしく静かにしてなさいよ。でないとこの子にも言われるわよ。キモっ、って』

『吉野さんがそんな酷ひどいこと言うわけないだろっ』

　至極当然の反論をしつつ、俺は心を落ち着ける。それより気になるのは俺のお願いに対する吉野さんの反応だ。目を閉じたいような、あるいは凝視したいような二律背反の気持ちの中で、俺は吉野さんを見つめ返す。

「私と、映画を観みに行きたい……？」

　二つ返事でない以上、あまり乗り気じゃないんだろうか。不安のせいでそんな風にすぐ疑ってしまう。

「やっぱり、嫌だった？」

　俺は改めて自分の意思で発言し直すと吉野さんは首を横に振った。

「ううん。全然そんなことないよ。でも、どうしてわざわざ私を誘ってくれたのかなと思って」

　と、純真な表情で訊たずねられて俺は答えに窮してしまう。

「そ、それは……」

　だってそんなもん素直に言うなら『君が好きだから』ってことなんですよ。

　でもそのセリフを繰り出すにはまだ早すぎる。まだまだ早すぎる。物事には順序というものがある。それにもし仮に気持ちを告げた後、断られたらどうなるよ？　あと二年の高校生活で夢すら見られなくなる。今だってそれなりに幸せな環境なのに、それは嫌すぎる。

　だから……。

『またどんくさいわね。でもいいわ。私に任せときなさい』

『はぁ？』

　俺は一言も一口も一匙さじも頼んでいないのに、ダリアは一人で勝手に任されたと言いだした。するとすぐさま俺の身体からだは自分の意思に関係なく独りでに動き出す。

　自分でも制御不能になった俺は静かに吉野さんの方へ歩み寄ると、彼女が座っていた長机をバンと叩たたき、そのまま自分の顔を吉野さんの鼻先が当たるくらいまで近づける。

「「観みに行きたいから、観みに行きたいんだよ。なんか文句ある？」」

　間近まで近づかれて喋しやべられて、まるでびっくりしたネコみたいに背筋をぴんと伸ばした吉野さん。その顔は一瞬で真っ赤に染まり、瞳はぐらぐらと揺れていた。

　でも狼ろう狽ばいしてたのは吉野さんだけじゃない。俺も俺自身の行動に息が止まって、挙句心臓さえも止まりそうなくらいに痺しびれきっていた。

「「何でか理由を聞きたい？」」

「……………………えっ？」

　長く引き伸ばされた吐息とともに、緊張しきった吉野さんの蚊の鳴くような声が微かすかに耳に届く。

「「いや、そんなこと俺の口からわざわざ聞かなくても分かってるよね？　それは──」」

　決定的になりそうなその一言が俺の口から発せられる寸前に、心の中、あらん限りの声音で叫んでいた。

『ちょっと待てっつーの！』

　その絶叫とともにダリアがいかにも迷惑そうな声で応じた。

『いきなり大声で何なの？　そんなに声を張り上げなくても聞こえてるから』

『なんで急きゆう遽きよ告白させようとしてるんだよ！　いきなり！　勝手に！』

　俺の激げつ昂こうに対して、ダリアはふぅ、と一つため息をついた。

『私、いっつも思ってたんだけど、この国の人のウジウジして相手の気持ちを探り合うように右往左往する感覚がワケ分からないのよね。もうさっさと好きって言っちゃえば全部分かるでしょ？　ダメなら次の子。素っ気ない言い方かもしれないけど、恋愛ってのは相手の気持ちもあるんだから、無理な時はどうあっても無理。そうでしょ？』

『うるさい。正論で俺を全否定するな。とにかく告白は禁止だ』

『はー……分かったわよ』

　さしものダリアも俺が本気で拒否の意思を示すと、不承不承という具合だが応えてくれた。

　そしてダリアとの会話のさなかで遠ざかっていた現実が眼前に戻る。

　そこには、当然だがさきほどまであった吉野さんの顔が、本当にもう間近にあって俺は暴風に吹き飛ばされたみたいに即座に距離を取った。しかしそのせいで今度は俺が壁かべ際ぎわにくっつくくらいの位置になって、むしろ微妙な距離が出来た。しかも息も荒くなってて尚なお更さらおかしな雰囲気を醸かもし出してしまう。

「ご、ごめん。さっきまで何ていうか俺が俺じゃない感じで。またなんか変なこと言ってたよね」

「う、ううん。別に変ってことはなかったよ。ただちょっとびっくりしただけで」

　そう話す吉野さんの顔に浮かんだ笑顔がいつもよりたどたどしく感じるんだが、どうか勘違いであってくれ。

「ご、ごめん！　本当ごめん！　俺って最近その、度々正気を失ったりするんだよ……」

　我ながら毎回言い訳が苦しすぎる……と思いつつも、こう言うしかない。だってそれが疑いなく事実なのだから。

「そ、それはちょっと、大変だね」

　言い方もぎこちないし、やっぱり笑顔が作り笑顔っぽい。俺はそれを見て凄すさまじい絶望感に襲われるとともに、即座にクレーマー化した。出来ることなら先ほどの『行動』もクーリングオフしたいが、それはエルフの神秘でもどうにもならないらしい。

『やっぱりやりすぎだったろ！　吉野さん、どん引きしてるだろ！　ふざけんな！』

『そう？　あんたの勝手な勘違いなんじゃない？　あぁ、なんか大声でうるさい人間が近くにいるから疲れてきた。肩こりになったらどうしてくれるのよ』

　と、ダリアは素知らぬ顔だ。相変わらずこの女は。……いやそんなことよりどうしよう。どうやってさっきの失点をリカバリーしよう。とにかくこの微妙な沈黙をなんとかしないと……。

　なんて、そんなことを考えてパニックになっている最中だった。

「だけど、映画の話は気分が変になったから、じゃないよね？」

「う、うん！　それは全然全くの本当！」

　今この時、俺に尻尾があったならたぶん全力で振りまくってることだろう。嬉うれしすぎて。

「じゃあ、楽しみだね。一緒に映画行くの」

　いつもそうだ。吉野さんのたった一言や、一つの仕草や、僅かな態度が、俺を天国にも導くし、地獄にも運んでしまう。

　全部分かっているのに。

　こんなセリフも吉野さん持ち前の優しさで言ってくれているだけでしかなく、俺みたいな人間にチャンスがあるはずはない。

　目が合えば思考が固まり、近くに寄れば金縛り、遠ざかれば声もかけられない。

　そんな俺が、難攻不落と呼ばれた吉野さんとの恋が成じよう就じゆするわけがないのに。

　なのにガラにもなく頑張ってしまっているのは、きっとあの日、この変なエルフに出会ってしまったからなんだと思う。











一章






　別に俺だって、ダリアがいない時も何もしなかったわけじゃない。

　みっともなく、一人で足あ搔がいていたこともあった。それは今より少し前、バスケ部を辞めて、吉よし野のさんに惚ほれ込んでしまった、そんな秋の初めの頃だ。




　その日、俺は普段使うよりも数本早い電車に乗って学校へ乗り込んだ。

　今のところ取り立てて接点のない吉野さんと話すなら朝しかない！　という安直な考えだった。

　そしてあまりにも早すぎる時間を選んだのは吉野さんがどのタイミングで学校に来るのかさえも知らなかったから。ほとんど一ひと目め惚ぼれのような形で勝手に恋心を抱いた俺は、しかし彼女のことを何も知らなかった。

　ということでまだ誰も来ていない教室に乗り込み、自分の席で参考書を開きながら黙々と待つ。扉の開閉と、誰かが入ってきたかをちらちら横目に見ながら。いかにも不審者すぎる挙動だ。

　ともかく、やがて機は訪れる。始業二十分前のこと。ぽつぽつと教室が埋まってきたところで、吉野さんが一人で教室に入ってきた。うわぁ、今日も本当に可愛いな天使だな、などとごちゃごちゃ考えている暇はない。

　彼女が自分の席へと向かうその道中、俺は極めて自然な風を装よそおいつつ、昨日から温めてきていた自然な挨拶の言葉を発する。

「よ……、吉野さん、お、おは──」

「かえちゃん、おっはよ～！」

　駆け寄るように現れたのはこのクラスでも飛びっきりの陽キャで明るい、志し倉くら桜さくらさん。

「おはよ～。朝に志倉さんの元気な声聞くと、今日も一日頑張れる気がしてきちゃうなあ」

「え～、本当？　ありがとうかえちゃん」

　……こんな理不尽があって許されるだろうか？

　結局、俺は何事も無かったかのように姿勢を正し、再び化学式をノートに写す作業を再開する。早起きのために使った労力と待っていた間の心の疲労分を誰かに返して欲しかった。




　引き続き昼休み。大丈夫。まだまだ策はある。

　クラスメイトたちは各おの々おの仲のいい友人たちと集まって食事をする。もちろん俺は孤立無援の一人小島。そして吉野さんは四人で一緒に食事という見事すぎる差異。でも今はその格差に落胆している暇はない。

　早々にコンビニパンを平らげた俺はゴミを片付けた後、わざとらしく大げさな動きで鞄かばんから文庫本を取り出す。

　それは先日、早速購入した『花降る夜』という一冊。今どきのわかりやすい青春ストーリーで、人気の一冊らしい。この本が吉野さんになんの関係があるかといえば、俺の薄うつすらした記憶を辿たどると、いつぞやの休み時間に彼女が熱心に読みふけっていた記憶があるのだ。

　だからわざわざ同じのを買って用意、きっと同じ本を読んでいる相手とは話題を共有したくなるに違いないと、これ見よがしにページを捲めくったのだが。

　あくまで本を読んでいる体で横目に見ると、吉野さんは昼食を楽しみながら友達とのお話に夢中。

　やってみたらすぐ分かることなんだけど、こんなの普通に気づかれるわけがない。




　他にも色々手を講じて、それで失敗に次ぐ失敗の後。

　……これは考えていた最後の策になる。ストーカーっぽくてキモイから嫌だったが、背に腹は代えられない。やるしかない。

　そう思い立った俺は放課後、真まっ直すぐ家には帰らず寄り道をしていた。その行く先は全国チェーン、この日本で知らない人はいないだろう、『エンタッキー』というハンバーガーショップ。

　俺はカウンターの上のメニューを一いち瞥べつした後、列に並ぶ。

「お次のお客様、どうぞ」

　呼ばれて俺はカウンターに近づく。そこにいたのは普段の学校の制服とはまた違う、エンタッキー特有の赤黒のチェックの制服に身を包んだ吉野さん。

　ここで働いている姿を初めて見たけど、この制服姿も新鮮でいいなぁ。と、嬉うれしい光景を目まの当たりに、しみじみ喜んでいた。

　ちなみにどうして吉野さんがここで働いていることを知っているのかと言えば、まさしく小耳に挟んだだけ。こういう情報を仕入れる際に、影の薄さというのは役に立つ。

「遠とお葉ばくん来てくれたんだね。ありがとう。じゃあ、何にしますか？」

　名前！　また名前呼ばれた！　という興奮はキモイので努めて抑えつつ注文。

「う、うん。それじゃあ……ヒレカツバーガーのセットで……飲み物は、ウーロン茶で……」

「かしこまりました」

　そしてお会計。

「ありがとうございました。脇にズレてお待ちください」

　このままだとただ食事に来ただけになりそうだと慌てた俺は何も考えずに言葉を口に出した。

「あ、あの、また来てもいいかな？」

　その言葉に対して吉野さんは目を丸くして不思議そうな表情を浮かべた。

「？　はい。またのお越しをお待ちしております」

　めちゃくちゃ事務的な対応を受けた。

　そして待機。

「19番のお客様。お待たせしました～。ヒレカツバーガーのセットでよろしいでしょうか？」

「はい」

　お兄さんがカウンター越しに呼びかけてきて、俺はトレーを受け取る。

「ありがとうございました。続いて20番のお客様～」

「……」

　そして終わり。

　俺はトレーを持ちながら（一応邪魔にならない場所で）立ち尽くしていた。

　当たり前だ。吉野さんは仕事中で忙しい。ましてや俺が来たこの時間は普通に他の高校などの学生たちも流れ込む。というか俺は単なるクラスメイトの一人でしか無いのだから、色々話せる時間もチャンスもない。

　要するに全部、当然の帰結だった。




　ここに至るまでの結論として──

　無理。マジで無理。

　俺はもう高校生活三年分全ての勇気を奮ったつもりで色々行動しているのに、毎回失敗。毎回敗北。吉野さんとまともな会話に繫つながったことすらない。流石さすがに挨拶くらいは一応出来たけど、それも数回だけ。

　でも世の中の陽キャ高校生たちはこんな苦難を乗り越えて恋愛とやらをしているんだろうなと思うと、伝え聞く陽キャたちのあらゆる青春事情が全て虚構のように感じてしまう。

　結局そんなもの俺みたいな陰キャには始めから用意されていない噓うそっぱち。

　むしろ意地悪な神様が俺みたいなのの奮闘とか努力の空回りをあざ笑うために用意した、糸で吊つるされた人にん参じんのようなものなんじゃないかと勘ぐってしまう。




　その翌日、俺が放課後にやって来ていたのは堤防沿いに作られた公園だった。所々にある花壇に秋コス桜モスの咲くこの場所は、言うなれば思い出の地みたいなものだった。

　初めて吉野さんと出会って、一目ぼれしたところという意味で……。

　だから数日の奮闘を経て、それでも何の成果も得られず感傷的になっていた俺は、誘われるようにここにたどり着いていたらしい。

　気づけばぼんやりとベンチに居座り、長いこと時間が過ぎていた。

　だから俺はその近づく人影にもまるで気づけなかった。

「遠葉くんもここがお気に入りの場所なんだ？」

　そんな風に声をかけられて俺はとても驚いた。

　顔を上げた先に吉野さんがいた。あれだけ探し求めていた彼女との時間が、何の脈絡もなく目の前に現れた。この世界の不条理は逆のほうに振れることだってあるらしい。

「今日もここ、座ってもいいかな？」

　頭の中で想像していたのよりさらに愛らしい顔で吉野さんが言う。俺はテンパりにテンパった挙句、頷うなずくことしかできない。彼女は同じベンチの端に腰かけた。少し距離がある。

「でもあれからも何回かここに来てるんだけど、遠葉くんがいるのはあの日以来だね」

　吉野さんが言っているのは俺が初めて彼女と出会った日のことで間違いない。

「……うん……そうかも」

　もう二度とないかもしれない千載一遇のチャンス。だというのにまともにしゃべれない自分の無能さが憎い。もどかしい。

「ここ綺き麗れいだからねー。つい、なんとなく寄っちゃうのも分かるかも。しかもその割にあんまり人も来ないし、隠れた名スポットだよね」

　ろくにしゃべれない俺の代わりに吉野さんが沈黙を埋めてくれている。その優しさがまた身にしみた。

「……うん」

　でもわかっていても何も言えない、話せない。こんなことってあるだろうか。俺は救えない、どうしようもないポンコツだ。

「私もね、秋は秋コス桜モスを見ながらこの場所で結構物思いに耽ふけったりするなぁ。物思いって言うとちょっと大げさすぎるかもしれないけど」

　その言葉で話の流れが変わったのを感じた。

「物思いって、何か悩みがある、の？」

「前にも話したかな？　私、応援部っていう変な部活の部長をしてるって。困りごとを聞いたりしてそれを解決したり、しなかったり……上う手まくいかないことも結構多いんだけどね。だからそれ関係かな～」

　と、吉野さんは苦笑いを浮かべる。

「そうなんだ……」

「遠葉くん、最近はまた何かあったの？　今日のお昼とかエンタッキーで会ったときとか、ちょっと辛つらそうだったから」

　当然と言えば当然なんだけど、俺の挙動不審をしっかり見抜かれていた。

「でも悩み事があるとここに来ちゃうって、なんか私たちってちょっと似てるのかも」

　言って吉野さんはクスクス笑った。でもここへ来たのは場所への愛着からではないんだけど、ね。

　気づけば吉野さんの丸い瞳が俺をのぞき込んでいた。

「私から何かしてあげられることないかな？　話を聞く以外のことでもいいんだけど。そうだ、部室に来てくれるのが一番いいかも、そこならゆっくり話せるし。だから──」

　こんな言い方はあまりにも大げさだけど、吉野さんの笑みには何というか慈愛のようなものがあるように感じた。その表情はきっと普通の高校生には作り出せない笑顔。

　俺が吸い込まれるように吉野さんのことに見み惚とれ、吉野さんもまた俺を覗のぞき込む形で見つめ合い、互いの動きが止まる。その少しの間、時間が止まっているように感じた。むしろ永遠にこのままでいい、そんな気持ちにすらなっていた。

　でもそれは所詮独りよがりな感想で。すぐに吉野さんははっとして居住まいを正した。

「と、とにかく今度部室に来て欲しいな。そうしたらどんなお悩みでもきっと小さじ一杯分くらいは助けになれると思うから」

　それじゃあ、と残して、恥ずかしくなったのか吉野さんは足早に公園を去っていった。あとに残された俺はぼーっとしながら自分の網膜に焼き付いた吉野さんの表情を思い返していた。

　そして改めて、吉野さんは本当に優しい、慈愛に満ちた人なんだと気付かされた。こんなほとんど見ず知らずの陰キャのお悩み相談をしたいと真摯に言ってくれる、よくしてくれる子はこの世界に他にいないと思う。

　だからもし吉野さんが、俺にとって一生手の届かない糸につるされた人にん参じんなんだとしても、簡単には諦められないんだ。




　その後日のお昼休み。俺の目の前には金属製の箱があった。そしてその中央にはデカデカと『依頼箱』と達筆の貼り紙がされている。

　ここは教室から少し離れた特別教室棟。その長い廊下に、吉野さんの運営する『応援部』とやらの部室がこぢんまりとした感じでひっそりと存在していた。

　そして応援部の依頼を手紙などの書面でも広く募るために用意されているのが、この『依頼箱』だ。

　俺は周囲をきょろきょろ見つつ、辺りに誰もいないことを確認した。昼休み特有のガヤガヤした感じはここ特別教室棟でも伝わってくる。

　一応安全なのを確かめると俺は『苦手な現国を教えてください。遠葉香こう一いち』という文言の記された紙を箱に入れようと手を伸ばした。




　吉野さんを諦められない、でももちろん吉野さんへの恋心を相談するわけにはいかない俺が絞りだした一手がこれ。要は偽にせのお悩みを作り出し（一応現国は本当にかなり苦手だけども）その解決を依頼することで多少はナチュラルにお近づきになれるのではという考えだ。吉野さんもドシドシお悩み相談してくれと自分で言っていたし。




　ただやっぱりこれで本当にいいのか？　みたいな僅かな躊躇ためらいがあった。そうやって直前で怯ひるんでいると、ぱたぱたといくつかの上履きが床を叩たたき近づく足音に気づく。俺は反射的に近くの掃除用具入れのロッカーの陰に隠れた。

　……いや別に犯罪をしてるわけでもなし隠れる必要はないんだけど、臆病さが故の条件反射みたいなものだった。

「ねぇ楓かえで、今日の放課後の約束忘れてないよね？」

　その明るめの声の主はたぶんクラスメイトの一人である小こ泉いずみ樹き子こさんだ。見えてないから確証はないけども。

「ちゃんと覚えてるよ。だからこうして付いてきてるんだもん」

　そしてもうひとりの声は名前が出ている通り、吉野楓さんその人だ。正直タイミングにバツの悪さを感じた。

「それならいいけど。でもさ、明日の追試、杉すぎ山やまが脅してくるんだよね。このままいくと留年もあるぞって。偉そうなのあのおっさん。目も微妙にエロいし」

「あはは……。でも追試って問題範囲もしっかり区切られてるからちゃんと予習できたら大丈夫だよ」

「さっすが楓～♪　頼りになる～♪」

　なるほど。そういう追試があるとかなんとかそんな話は授業中、確かに聞いた覚えがある。一応俺はギリギリそのラインからは抜けているので、自分に直接は関係ない話題だったが。

「でも前も言ったけど、応援部に依頼がなかったら、だよ？　あったらそっち優先させてもらうからね？」

「わかってるって～」

　との話を先に聞けてほっとした。危ないところだった。

　このまま依頼を出していれば小泉さんに迷惑、しかも吉野さんと二人の関係にあるいは罅ひびを入れるような展開すら起きていたかもしれない。やはりこんな不純な理由で吉野さんとお近づきになるべきじゃない、そういうことなんだろうと心のなかでうんうん頷うなずき、同時に少しほっとしていた。

　しかし安心したのもつかの間だ。コツコツと歩いていき、その途中、吉野さんが顔を僅かに横に向けた瞬間、偶然隠れている俺と目があった。

「あれ？　遠葉くん、どうしたの？　こんなところで」

「うわ、なんでこんなとこにいんの」

　吉野さんと小泉さんのそれぞれが驚いていた。

　その瞬間に俺は即座に紙を背中に隠しつつ、めまいがするくらいに一気に慌ててしまっていた。何せこの不意打ち展開だ。俺の弱っちい神経でこの状況に耐えられるはずもない。

「い……いや……別に……なんでも……」

　そんな途切れ途切れのセリフが精一杯だった。相変わらずヤバいな俺。どうするんだ俺。自問自答がぐるぐる巡って頭の中がチカチカしていた。

「どうしたの？　あ、もしかして何か応援部に御用があったんじゃ？」

　吉野さんは嬉うれしさ半分心配半分という塩あん梅ばいで声をかけてくれるが、今はその配慮と喜びが重い。一気に汗が噴き出てきている。

「もういいじゃん。楓早く行こうよ。杉山が午後の授業で職員室出てくよ。問題集貰もらえなくなる」

　小泉さんは俺の態度にしびれを切らしたようだが、吉野さんは比較的辛抱強かったらしい。

「うん。すぐ追いつくから。先に行っててくれる？」

「わかったけど。すぐ来てよ」

　小泉さんは不満そうにそんな言葉を残して歩き去っていく。そしてその場に残されたのは俺と吉野さん。俺の方が少し背が高いので自然と上目遣いになった彼女は言う。

「この前の公園での話、覚えててくれたんだね」

「ど……どうですかね……」

　返す俺の口から出たのは同級生に向けたものと思えない敬語。完全に脳みその機能がストップしてる。

「なんだか嬉うれしいな。同好の士とここでも話せて」

「……同好の士？」

　なんのことだかわからない。

「うん。同じ時間や空間を楽しめる相手って貴重だから。なかなかいないもん。ああいう普通の景色をわざわざ見に来る人」

『変な人』と言いながら吉野さんは茶目っ気のある表情を浮かべていた。でもどちらかというと俺は風景というよりも、最初に吉野さんと会った印象深い場所だから向かっただけなんだけども。

　それでも自分の言動で「嬉うれしい」と言われれば、何となく脈ありっぽく見えてしまうのは男の性さが。そんなことあり得るわけはないと、ちゃんと頭ではわかっているつもりなんだけど。

「だからここで遠葉君と会えたことが今日一番幸せな出来事かな」

　そのセリフがリップサービスなんだろうことを理解しつつも、顔はにやけてキモイ感じになっていた。

「それでここへは何をしに？」

　また訊たずねられて俺は言葉に詰まった。

「……それは」

　吉野さんと会話が出来て盛り上がっていた気持ちが、すっと冷えていった。冷静にならなきゃいけないと思ったのだ。

　ここで俺が背後に隠した依頼用紙を手渡すのはすごく簡単なことだろう。でもそうすればどうなるか。吉野さんは持ち前の責任感で俺の依頼を絶対に優先する。実際に先程もそう言っていたし。

　そうなれば小泉さんの不興を買うこと間違いなし……。

　それで俺が嫌われるのは仕方ない。そのことは単純に辛つらいんだけども、何よりの問題は吉野さんが小泉さんと揉もめてしまうことだ。

　小泉さんは俺が知る限り結構激情家タイプで、平たく言うと怒りっぽい人物だ。そんな子がギリギリで約束を反ほ故ごにされたら、確実にその苛いら立だちと怒りの矛先が吉野さんに向くはず。

　対する俺の依頼は吉野さんへの下心からくる不純なもの。どっちを優先するべきかなんて、言うまでもない。

「別になんでもない、よ」

　俺があからさまな噓うそを言うと、吉野さんはそのつぶらな瞳で俺を見つめる。

「本当になんでもないの？　私に手伝えること、ないのかな？」

　好きな相手と二人きりでこれだけ近くにいる──そのシチュエーションは俺にとって魔性だった。

　吞のみ込まれるように吸い込まれるように、全てを話してしまいそうになる。

　だから俺は全部を振り払うように、自分を鼓舞して、むしろ過剰なまでにぶっきらぼうに言った。

「お……俺のことは放っておいてよ。吉野さんには関係ないでしょ……」

「もしかしてさっきの話を聞いてて気遣ってくれてる？　でもいいんだよ、私は応援部が──」

　吉野さんは全てを悟っていた。何もかもをわかっていた。逆に俺じゃなく、吉野さんに気遣わせてしまっている。もっと強い言葉で彼女を突き放さなきゃいけない。

　そう感じると俺は尚なおのこと横おう柄へいな態度で言った。

「勝手に勘違いしないでほしい。俺、偶然、ここにいただけだから。放っておいてよ。勝手に困ってるって思って手を差し伸べて……そういうのただの自己満足で、ありがた迷惑だよ」

　優しい吉野さんを遠ざけるにはもっとキツイ言葉で攻めなくては。そんな意識が強すぎたせいで、思いもかけずセリフがつらつらと出てきてしまい、自分でゾッとした。だが全ては後の祭り。

　俺の言葉を聞き終えた吉野さんは一瞬目を大きく見開いた後、自分の感情をごまかしたようなあいまいな笑みを浮かべた。

「……ごめんなさい。勝手に勘違いして舞い上がっちゃった」

　その言葉を聞いた瞬間自分はなんてことを言ったんだと、全身を後悔の感情が貫いていた。だがそんな感情も思いも伝わるわけがなく。

　吉野さんはもう一度、とびっきりの笑顔を浮かべた。あからさまな作り笑顔を。

「いきなりこんな絡からみ方されて迷惑でしたよね？　変なこと言って、本当にごめんなさい。もう二度としないですから。それじゃあ」

　最後にそう言い残した吉野さんは小走りに行ってしまった。

　俺の見間違いでなければ、去り際の吉野さんの瞳には微かすかに涙が滲にじんでいたような気がする。これはもう、完全に紛まがう方無く終了した俺の恋。そう理解すると同時に、自分を自分で許せなくなった。

　あまりにも最低すぎる。こんなにも優しくしてくれていたのに。こんなにも俺のことを気にかけてくれていたのに。

　でももう何を思おうとチャンスは完全に消え去った。自分を泣かした相手に恋をする子はいない。しかも差し伸べられた手を振り払ったせいで泣かしたというのであれば、もうどうしようもなく詰み。

　消滅した可能性と未来の重さに打ちひしがれてそのまましばらく突っ立っていたところ、ふとあることに気づいた。吉野さんが駆けていった廊下に、何かが落ちているのだ。

　わらにも縋すがるような思いで取りに行く。手に取ってみても一瞬何か分からなかったが。

「……栞しおり？」

　どうやらこれは本とかに挟むアレのようだ。鮮やかな紫色の下地に、押された秋コス桜モスの花がはめられている。とかく上等な出で来き栄ばえで、何となく神秘的な趣すらあるくらいだ。たぶん吉野さんの落とし物だと思う。

　この落とし物のおかげで、俺の恋の糸も一応ギリギリ繫つながったのかな。

　これを吉野さんに届けるという名目が出来たから。まあそれでも俺は彼女の前に出て行ったら今回以上にテンパるだろうし、おかげに現状吉野さんからの好感度はたぶん最低状態のはず。

　やっぱり、この恋は詰んでるんだ。どうしようもなく。











二章






　その日の帰り道、正直俺はどこをどう辿たどって帰ったのかも覚えてない。ここのところそんなことばかりだ。恋愛というものがいかにハードなのか、俺もその一端を理解してきた。向き合う相手の言動一つで心境が乱高下するっていうのは結構しんどい。まあ今回のも含め、全部俺が悪いだけなんだけども。

　死にたい気分を抱えながら俺は右手に握っていた例の栞しおりの感触を確かめる。これだけがたった一つ、吉よし野のさんとの縁であり可能性。まぁ返してすぐにお終しまい、ということになるのが自然なのだろうけども。

　そんな時に、ふと目の端の違和感に気づく。

　俯うつむきがちだった顔を上げて見ると、電柱の下に人が横たわっていた。

「うっ……」

　驚きのあまりに言葉が詰まった。

　そのぱっと見の雰囲気は外国人然とした装よそおいだ。民族衣装？　のような服装の金髪の女性だ。どういう経緯でこうなっているんだろうか。

　にしてもよくよく見ると、この人すごい美人だ。きめ細かい白い肌に輝くような金髪と小顔にのった小さな唇。眠っている姿でも美々しく見えるのだから、これは相当端麗な容姿だと分かる。分かるけども。不用心にもほどがあるというか。状況的に色々難ありな人物なのではなかろうか。

　いくら美人であろうと正直放っておきたい気持ちが強かった。でもこのまま彼女を放置しておいて、後日何らかの事件とかに発展したのをニュースとかで聞いたら完全に寝込む。

　色々と考えてしばらく逡しゆん巡じゆんした後に、俺は覚悟を決めた。声をかけるくらいは一応しておこう。それで面倒な展開になったら潔いさぎよく逃げるというバランスで行こう。

　そう決断して声をかけた。

「あの、ですね……こんなところで寝てたら風邪引きますけど大丈夫ですか？」

　反応なし。寝息を立てたままだ。

「そろそろ寒い季節ですし、こんな道端で寝るのは物騒ですよー」

　反応なし。で、フラストレーションが高まるにつれて俺もどんどん声が大きくなっていき、次第に叫ぶような呼びかけになっていた。

「あのう！　場所変えた方が──」

「……ッ。頭、痛い……」

　ふらつく身体からだを起こした金髪美人はそんな台詞セリフとともに、頭を押さえていた。とりあえずこの人物が発したのは流ちょうな日本語であり、外国人なのだとしても日本で育ったのだろうと察しがつく。

「本当ダメ。相変わらずこっちの世界、花か陽ひが薄すぎる。それでポーション飲み過ぎたらこれだもん」

　見た状況＋そのセリフから推察するに、頭痛とは二日酔いから来てるものだろう。たぶんどこぞのコスプレ会場からそのままの格好で居酒屋に突入。その後、おぼつかない足取りで気づいたらここにいたという流れだろうか。しかし一応心配していたこっちとしてはその吞のん気きさがなんとも腹立たしい。

「そうですか。まだ飲んだことないので、二十歳になったら飲めるのが楽しみです。黄色のポーション」

　ついつい皮肉が口からこぼれた。

「はぁ？　何言ってるの。シオン……いや声が違う。あなた、誰──」

　彼女は青く大きな目を見開いて、俺を凝視した。

「まさか、ニンゲン」

　そんなセリフを言って蒼そう然ぜんとしていたが、一方俺は啞あ然ぜんとしていた。

「……まあそりゃあニンゲンですけど」

　ニンゲンという呼ばれ方は中々斬新だ。この人には人間以外の知り合いがよほど多いらしい。

「どうして？　なんで見えてるの？　わかんない。いや、でも……最悪ね」

　露骨に落胆されているが、まずもって何に落胆されているのか分からない。

「すみません。何を言ってるんです？」

　平へい坦たんな声で俺が言い返すと、その女性は酷ひどく不満げな表情になった。

「っていうか……あのね。なんであんたわざわざ私に声をかけるわけ!?」

「お、怒られるの？　面倒くささを克服して頑張った、この声かけが？」
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　ますます意味が分からない。善意百％のこの気持ちをもってして、あまつさえ批判されるとは。信じられない。

「はぁ、もういい。ごちゃごちゃした建前みたいな言い訳はいいから。早く願いを言って。あぁ、でも出来るだけ簡単なのにしてよ。こっちも後がつかえてるんだから」

　金髪娘は目頭を押さえながら言う。

　しかしそのセリフにはさすがに『何言ってるんだこいつ』と思わされた。ワケがわからないが、何かのロールプレイの途中なんだろうか。まあいい、それならそれで適当に適当なことを言って誤魔化そうと考えたら。

「契約関係のことだから噓うそはダメだし、私にもすぐ分かるから」

　追加で、機先を制すように口を出してくる。くっ、こいつ。と思わずにはいられない。飲んだくれの二日酔いの意味不明な寝言に付き合わされているこっちの身にもなってみろ。

「大体この年頃の男が抱えてるお願いなんて決まって数パターンでしょ」

　会って間もない相手に自分の心の繊細な部分に触れてほしくないと思うのも当然。俺は誤魔化すようにそう言ったが、その金髪の美人はイライラした様子で首を横に振る。

「知らない。知らないから早く言って」

　こ、この女。と怒りを抱かずにはいられない。でももう俺も傷心して破れかぶれだったし、しかも俺だってずっとひた隠しにしてきた思いを誰かにぶちまけたいという気持ちも少しあった。だからもうご希望通り思い切り叫んでやった。

「吉野楓かえでってクラスメイトが好きで！　相思相愛的なアレになって上う手まくいきたい感じですが!?　何か!?」

　すると聞いたその金髪娘は呆あきれたように苦笑した。

「恋愛絡がらみね。よくあるやつ。月並みでつまんないわね。本当に一滴も一欠片かけらも微み塵じんも面白くない。よく堂々と言えたもんね、この私に」

　わざわざ聞き出しておいて言ってくれる。俺が紳士でこの金髪女子は助かっている。

「……で、そんなことを聞いてどうするんですか」

　内心に沸々と煮立っていた猛たけりを努めて抑えつつ訊たずねた。

「さっき言ったでしょ。私はエルフなの。だから私を見つけたあんたの願いを叶かなえなきゃいけない……不本意ながらね」

　なるほど言われてみれば耳が長い。装飾には見えないくらいの迫真っぷりだが、ともかくそういうロールプレイだったのかと納得した。でもエルフが願いを叶かなえるという設定はあまり聞いたことがないなとも思うも、他人の世界観に無意味な口出しをする必要もない。

「ああ、弓とか得意そうですもんね。頑張って雉きじとか鹿を狩猟しててください」

「ま、どんくさそうなあんたよりは得意でしょうね。自分でやったことはないけど」

「……」

　言葉を失った。皮肉も通じないとあらば会話は出来ない。

「じゃ、仕方なくだけどしばらくあんたに付き合うことになるわ。宿もないからそっちの家に泊めてもらうけど、よろしくね」

　まくし立てられているが全く理解不能だ。このエルフもどきはその役柄になりきる途中に言語能力を喪失したんだと思う。

「……っと、その前に名前聞いてなかったわ。さっさと名乗りなさいよ」

「三み木き谷たに俊しゆん介すけですけど」

　この素性の怪しい金髪エルフ（偽にせ）に本名を名乗るのも嫌で、ここは学年で随一のイケメンの名前を使ってやった。謎の酔っ払い相手の自己紹介に自分の名前を使われる気分はどうだ、と何な故ぜか勝ち誇った気分になれた。

「へえ、三木谷俊介……じゃないわよね？　あんたなんでこんなくだらない噓うそを吐つくわけ？　まともにコミュニケーションできないの？」

　じろりと睨にらまれた。美人の睨にらみには一層棘とげがある。

「……間違えました。うっかりです。実は遠とお葉ば香こう一いちです」

　仕方なしに本当のことを答えたが、何な故ぜこのエルフ風は三木谷くんの名前を噓うそだと分かったんだろうか。

「実はって何なの？　うっかり自分の名前を間違える人間がいるわけないでしょ」

「じゃあ初めての人に会えてラッキーですね、エルフ気味さん」

　こういうのは俺の中でも珍しかったが、初対面の相手にもぽろぽろ皮肉がこぼれ落ちた。でもこのあまりに胡う散さん臭くさい且かつ恩知らずな相手ならどんな応対をしてもいいでしょ、というある種の気楽さがあったのかもしれない。

「ああ、こっちも名乗ってなかったわね。私の名前はダリア」

　この自称エルフはもしかすると外国人で、それは本名なのかもしれないけど、ここまでの経緯を鑑かんがみるとなんとなく全部が信じがたい。

「ふーん。そうなんですね。それじゃあ元気みたいだし。お疲れ様でした」

「は？　あんたこんなことしておいて逃げられると思ってるの？」

　何がこんなことだ、知るか。

　俺はエルフっぽいのを置いてさっさと歩き出した。目が覚めたのなら放っておいても何とかなるはずだ。もう置き去りにするつもりでいたのに、しっかり後ろからエルフ的なのは付いてきている。

　どころか俺の進行方向の先に立ってこちらの行く先を妨害してくる。

「あんたまだ私のことを信じてないの？」

　その口調は明らかに不機嫌そうだ。

「そりゃあそうでしょ。信じるヤツを見てみたいですけどね」

「ふん。いいわ、なら付いてきなさい。証拠を見せてあげるから」

　そう言ってから、さくさくと肩を切って先を進むがそれに付いていく道理はない。

「わかりました」

　返事をしつつそのまま彼女の背中を見送っていると、後ろに誰もいないことに気づいたのだろう。振り返り、また肩を怒らせながら戻ってくる。

「返事だけして立ち止まるなっ。さっさと来なさいっ」




　連れられて移動した先は駅前広場。しかもその近くの路地裏という塩あん梅ばいだ。商店が立ち並ぶその狭はざ間ま、ゲームならきっと入り込めないような隙間空間。

「……で、こんな場所でどうやってエルフとしての証明をしてくれるんです」

「ふん。いちいち偉そうね。自分が教えを請こう立場であると理解してないの？　上下関係を理解しなさい」

「いや、あの。そっちが付いてこいって言うから無理やり連れてこられたんですが」

　俺のごもっともすぎる意見を聞いて返す言葉も失ったんだろう、ダリアと名乗っていた彼女は深くため息をついた。

「はぁー……。じゃあ面倒だけど始めるわ」

　マイペースに吐き出されたその言葉とともに、見下したような眼まな差ざしでダリアが俺を手招きした。従わないとまた色々文句を垂れられそうなので黙ってそのようにする。少し恥ずかしくなるくらいのギリギリまで近づいた。

「止まりなさい」

「はい」

　この距離だと、うわーまつげ長いなぁ、顔小さいなぁ、女優でも余裕で通じるなぁ、耳の装飾はどうやってんだろうなぁ、などとこのエルフの容姿につい感心してしまう。胡う散さん臭くさくても美人は美人に映るのが悔しい。残念ながらこれが男という生き物なんだろう。

「じゃあ、そうね。次は目をつむりなさい。うっとうしいから」

　うっとうしいから、とはなんのことだろうか。というか全部が強引すぎる。せめて理由くらい教えてくれと思う。

「え、なんで」

「いいからさっさと！」

「……はい」

　なんだこの女王様は……？

　そう簡単に他人が見ず知らずの人間の命令に従うとでも思っているんだろうか？

　いや、まぁ、でも一応仕方ないので、ひとまずは目をつむっておいた。

　無抵抗状態になれば、この小娘に何をされるかわかったものではないが、また激しい剣幕を浴びせられるのはより怖い……。

　そして次の瞬間、衣きぬ擦ずれの音と温かい物が近づく感覚、肩にダリアの手が置かれ。

　え？　っと、そんな違和感を抱けたのも刹那だ。

　次の瞬間には唇に柔らかく、温かく、触れたことのない感触があった。びっくりしすぎて、命令も忘れ目を開いていた。そこにあったのはあの均整なダリアの顔──それも間近も間近、互いの唇が触れあう距離だった。

　ビビりすぎて俺はドタドタと後ずさってしまう。ダリアはその様子を妖よう艶えんな眼まな差ざしで見つめていた。

「なんで、こんな」

　動揺しつつ、いきなりすぎて腹を立てつつ、でも唇にまだ残る甘い感触に陶然とした気持ちを覚えつつ、とにかく俺は混乱していた。ただ仕掛けた側のダリアは平然としていて、その目線は俺の後ろに向けられていた。

「ちょうどいい獲物が来たわね」

　ダリアがそんなことを呟つぶやいた瞬間から、俺の身体からだはまるで何か天空から降りてきたてぐすに操られているみたいに自動で動く。初めての体験でわかったが、自分の体が自分の意図したとおりに動かないのはかなりの恐怖を覚える出来事だ。

　後ろを振り向き、自販機目当てに来たんだろう他校の女子生徒に声をかけた。

「「こんばんは。今日はいい夜ですね」」

「こ、こんばんは……」

　普段の俺には見合わない爽やかボイスだったので、多少は自然な声掛けに感じるが、相手は明らかに不審がっている様子だった。でもそれはそうだろう。だってジュースを買いに来たところで見ず知らずの相手にニコニコ笑顔でいきなり声をかけられたら、何事かと疑うだろう。

　ただその不審の目は俺にだけ向けられている。ここへ来るまでにも気づいていたが、やはりダリアは俺以外の人には見えないのか。

「「よかったら一緒にゆっくりコーヒーでも飲みませんか？　おごりますよ」」

　その一言で更に俺のことを疑った様子で、おびえたように一歩退く。

「あ、あの……」

「「ああ、コーヒーダメでしたか？　それなら、ジュースとかお茶でも良いいですけど。どうですか？」」

「だ、だっ、……大丈夫ですっ！」

　そう残して他校女子は脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまった。そこでようやく俺の身体からだの支配は解かれた。

「あらら、逃げられちゃったわね」

　後ろで、残念そうにダリアが呟つぶやく。

「つまりこういうこと。私の能力、理解した？」

　続けてそんな言葉をかけられた瞬間、俺の不満が爆発した。

「これ一体どういうことなんですか!?　ってかなんでキスしたの？　今の何だったんですかね！」

「はぁ、うるさいわね……。ぴいぴい鳴いて食事を待つだけのひな鳥みたい。このままだと憂鬱すぎて説明する気も失うせそうなんだけど」

「いいからっ、早く！」

　これを言う俺の顔はきっと真っ赤になっていたことだろう。

「全く。エルフのこの能力を言葉で表すなら〝代役〟。これは言うなればあんたの身体からだを支配する力なの。あんたを私の思うように動かせるようになる。さっきみたいにね」

　自分の身体からだが動いているのにまるで傍観者みたいになるあの感じ、あれを代役の力というらしい。

「私たちは普段この力でいろんな人間を応援してるの──出来ないことが出来るように、決断すべき決断をさせてあげるように、ね」

　ダリアの話している内容が少しずつだが分かり始めてきた。

「ただし私が力を使うに当たっていくつか制約がある。まず当人の気持ちに逆らった行動はさせられない。あくまで私はあんたの代わりにしかなれないの。だから代役の力って呼んでるわけ」

「そうなんだ、それはよかった。いや……でもさっきのは俺が望んだ行動じゃなかったはず」

「口では何とでも言えるわ。実際のところ、あんたの心の底には女の子に自由に声をかけてみたい気持ちや願望があったのよ」

「それはな……くはないけど。おかしいでしょっ」

　俺の反論をダリアはしれっと無視した。

「そしてもう一つがあんたが気になってるキス。これはあんたの身体からだを一部でも間借りする際に必要なことなわけ。代役の力はあんたの魂に私の魂を一部憑ひよう依いさせるような力だから、何かしらのスキンシップがいるの」

「えっ、じゃあ見えないところでダリアさんはいろんな人間にキスしてるってことなんですか？」

　エルフとしての役目を果たすためにのべつ幕なしそんなことをやっているのだろうか。透明なのを良いいことに。

「はぁ？　常識的に考えてそんなわけないでしょ。バカじゃないの？」

　常識の範はん疇ちゆうを軽く飛び超えている存在が何か言っている。

「スキンシップが必要なのは私があんたと直接契約してしまったから。私たちが普段代役の力を行使する場合は近くにいるだけでいいの。ただし今みたいな強制力はないから、その当人が正しい選択をしようとしているときにその意思を底上げしてあげるくらいだけど」

「契約してるとスキンシップが必要……？　まぁそれはいいんですけど、スキンシップの内容がキスである必要はどこに？」

「ねぇさっきからキスキスってしつこいんだけど。それとも私と出来たのがよっぽど嬉うれしかった？」

　にやにやと笑われつつも、ちょっと図星で俺は言い返す術を失った。

「う、うるさい」

「スキンシップって言っても何でもいいわけじゃないの。一瞬でも魂を憑ひよう依いさせるっていうのは簡単じゃない。だから心理的なハードルのある行為をして、魂がざわめいた瞬間を見み出いだすの。ご要望通りご説明させていただきましたけど、これで満足した？」

「……とりあえず、は」

「あっそ。あぁ、あと──」

　そこまで言いかけたところで、耳から聞こえる音声の代わりに頭の中に声が響いた。

『こんな風に話しかけられるから。私とあんたの魂と交錯してるせいで』

「ぐわっ」

　思わず尻餅をつきそうになった。さっきからずっと現実離れした出来事が起きすぎだ。

『驚きすぎキモイ』

「いやいやこんなもん誰でも驚くでしょ」

　逆に今までの一連を淡々と粛々と受け止められるような人間を見てみたい。きっと毎日が波は瀾らん万丈奇想天外愉快で素敵な人生を送っている人物なことだろう。

「……で、これから俺はどうなるんですか？」

　憤ふん懣まんやるかたない感じで訊きくと、尚なお更さら軽蔑の色の濃い眼まな差ざしで俺を見下ろす。

「これだけやってまだわからないの？」

「そりゃあそうでしょ……」

　なんで三十年連れ添った夫婦みたいな阿あ吽うんの呼吸が要求されるんだと苛いら立だつ俺に、ダリアは薄く嘲あざ笑わらった後、高らかに宣言した。

「つまりあんたの恋は問答無用で応援されるのよ、この私に」

　何だよそれ。

　そんな強引で押し付けがましい恋愛相談の謳うたい文もん句くがあっていいんだろうかと、そう思わずにはいられなかった。




　その後、マンションの自室に帰ってきていた。そこで俺は自分のベッドに腰掛けて、対するダリアも悠然と椅子に腰掛け、状況を整理していた。

「話をまとめるとですね──」

「続けなさい」

「つまりあなたダリアさんは異世界から来たエルフで」

「そう」

「そして願いを叶かなえる妖精で」

「妖精って表現がいまいち要領を得てなくて理解力が足りてないわね」

　いちいちカチンとくることを言ってくるが、俺も大人なので黙って言葉を続ける。

「……それでエルフは見つけた人間の願いを叶かなえる助けをしなくちゃいけなくて」

「助けっていうのが重要なの」

「その役目が終わるまで俺から離れられない、と」

「ルールみたいなものよ。私たちにとって。破れば存在意義を失って消える。だからやむを得ずあんたみたいなのを手助けしなきゃいけない」

「なるほど。……って、そんなの信じられるわけ無いんですけど」

「あんた、その後半部分。ぼそって言っても聞こえてるから」

　言ってまたエルフ娘に睨にらまれた。結構怖い。

「とにかくあんたはさっさと自分の願いを──つまりそのナントカって女の子と良いい感じになりなさい。私にも他に役目があるし暇じゃないから。あんたのお守もりなんて面倒は一瞬でも早く終わらせたいの」

「ああ、つまり押しかけ女によう房ぼうならぬ押しかけエルフですね」

　混乱しすぎて自分でも無茶苦茶を言っている感じがある。

「はぁ？　あんた頭大丈夫？」

「エルフという存在を信じられるくらいには正常です」

「ああ、そう」

　今更だがすごい絡からまれ方をしているなと思った。何も頼んでいないのに勝手に願いを叶かなえるとか言って家まで上がり込んできてこの上から目線。というかエルフって本当に何なんだよ。確か最初の出典はあのやたら長いファンタジー作品だったように記憶してるけど。それと全くの同等ってことなのか？　それとも似た概念の存在とか？

「一応、エルフって存在を信じられるような情報をもう少しくれませんかね」

「本当疑うたぐり深いわね。あんたモテないでしょ」

「うるさい」

「ま、そうね。例えば……この世界にもあるんじゃない？　エルフを見つけたら幸運が訪れる、みたいな逸話。あれって私たちの存在から来てるのよね。たぶん。つまり古いにしえから私たちのような存在は確認されてるってわけ」

　確かにそういう伝説や伝承は聞きかじった覚えがある。それがエルフという存在に繫つながっているのかは定さだかじゃないが。

「いまいち納得できないんですけど。それなら座ざ敷しき童子わらしでもコロポックルでもブラウニーでもノームでも似たようなこと言えるじゃないですか」

「ぐちぐちやかましいわね。現実を優先しなさいよ。起きてる出来事がすべてでしょ」

　だが彼女ダリアの言うとおり、確かにその姿は俺以外の人に見えていなかった。あの後、俺はどうしても信じられなくて他の数人にも試させてもらったが、結果はお察しの通りだった。そしてこの事実はダリアが超自然的な存在であることを証明しているわけで。

「じゃあもういいですよ杜ず撰さんな詳細説明は。とにかくあなたは願いを叶かなえてくれるんでしょ。やるならそれをもうさっさとやってもらってサヨナラしたいんですが」

　俺には生涯ご縁のなさそうなハイレベル美人だが、美人でもここまで正体不明のヤバげな存在を家に置いておくのは恐怖と不安が勝る。何かタタリ的なものを呼び寄せてもおかしくないし。

　俺がそう言うと、しかしダリアは首を横に振った。

「あのね。願いってのは自分で叶かなえるものなの。人から与えてもらってそれで叶かなえたってことにはならないの」

「小難しい話してますけど、結局つまり大したことは出来ないと？」

　その質問に答えたくなかったのか、ダリアは悠然と部屋の中を見渡した。

「あぁ、この家結構広いわね。あんた一人暮らしなんでしょ。いいご身分ね、高校生のくせに」

「俺の家の広さはどうでもいいでしょっ。話をはぐらかさないでもらえます」

「本当にああ言えばこう言う小うるさい男ね。私だって仕事だしルールだからやれることはやってあげるわ。応援されるお立場でお偉そうなガキにも平等に、ね」

「……あの代役の力とやらで？」

「そういうことよ。ま、とりあえずあんたの好きな相手を私に見せなさい。話は全部それからだから」

「はぁ」

　俺がため息交じりに返答すると、彼女は立ち上がった。

「今日はこれで終わりね。……それじゃあさっさと私の部屋に案内してくれる？」




　翌日。俺とダリアは朝、教室の中が覗のぞける位置の廊下にいた。ダリアが他の人には見えないということで、会話するにもいちいち骨が折れる。

「あれが吉野さん、教室のあそこ。ロングの髪の美人」

　控えめな声で言って指を指すと、隣に立ったダリアは目を見開いて言葉もなかった。

「どうしたんです」

　思わず俺が問いかけると、ぽつりとダリアが言う。

「そっか、そういうことだったの、だからあんたが……」

「はい？」

　ワケが分からなかったが、ダリアは続けてこう言う。

「……あの子だけはやめときなさい」

　今までにない真剣な口調で語られて、俺は面食らった。

「は？　何なんですか。やめときなさいって。勝手にそんなこと言われる筋合いないですよ」

　願いを叶かなえてくれる……その手助けをしてくれるのがエルフということらしいけども、こんな理解不能なアドバイスを求めた覚えはない。

「そういう意味じゃない、あの子に本気になったらあんた後悔するわよ」

「いきなり変な忠告されたって分からないですよ。なんでそんなこと言うんですか」

　正直俺は吉野さんのことをまだ大して知らないけど、それでも一見して悪し様に言われるような人物でないことは確かだ。ダリアの言い様には違和感があった。

　しかしその初めて見るようなダリアの鋭い表情は、次の瞬間にさらりと溶けてなくなった。

「……別に。あんたに相応ふさわしくない相手でしょってこと。彼女みたいな子、引く手あまただろうし」

「そんなのわかってますよ」

「だったらさっさと諦めたら？」

「出来るならそうしてますよ、俺だってわかってる。身の丈に合わないことなんだって……でも無理なんですよ」

　もう簡単には引けない。自分の心なのに、制御できない暴走。ダリアに言われてみて気づいた。俺は情けない臆病者のくせに、でもなにか明確な答えが出るまではどこへも行かない、離れないという強情な思いが自分の中にあった。

　そしてその意思を見て取ったのか、ダリアは深々とため息をついた。

「私はエルフだから。あんたがやるというのならやるしかない」

「だったら素直に俺の願いを叶かなえて欲しいんですけど」

「わかってるわよ。……でもね昨日も言ったでしょ。自分の願いを叶かなえるのは自分なのよ。いつだってね」




　俺のクラスでは……いや学年全体で、だろうか。吉野さんはまさしく難攻不落の存在と呼ばれていた。難攻不落ってのは、つまり彼女のガードの堅さのことを称している。

　入学当初からその美貌で吉野さんの周りではいろんな男子が色めき立っていて、当然様々なアプローチをかけられていた。でもその全てがあっさり玉砕していったとされる。理由はわからない。恋人を作りたくないのか、それとも全く別のことが原因なのか。俺も事情通って訳じゃあないし、むしろ事情通とは対極にいるような人間だ。……情報源がないから。

　ただ取り付く島もなかったというようなことは聞いたことがある。そんな相手をどう攻略すればいいのか。しかも俺は大きな失点というハンデを既に抱えている身なのだから尚なお更さら絶望的だ。

　コンビニ弁当での晩ばん餐さん後に、ダリアは漫画に目を通していた。もちろん俺の家に置いてある俺の漫画だ。もう馴な染じんでるなぁ、俺みたいなのと違って適応力高いなぁ、なんてよそ事を思いつつ声をかける。

「で、一応訊きいておきたいんですけど、ちゃんと明日の作戦はあるんですか？」

「──作戦？」

　顔も上げず、ダリアはあからさまな片手間で俺の話を聞いていた。

「あ、ねぇ、この漫画っていうの？　面白いわね。あまりこういう物に触れる機会はなかったんだけど、悪くない文化ね。漫画」

「いや誰も漫画の講釈を訊きいてないんですけど」

「は？　じゃあ何なの」

　面倒そうにダリアは顔を上げる。

「今日の朝に言ってたでしょ。なんとかなるって。考えとか作戦があるのかと思って」

「作戦なんて必要ないわ。適当に正面突破よ」

　しれっとそう言う。いやいやこっちにとって死活問題なんだけど。無策な軍師に殺されるのは常に前線で戦う現場の兵だ。

　しかし何を俺が思おうが考えようが、今となってはもう彼女に任せるほかに道はないのだから、ある意味訊きいても訊きかなくても同じかもしれない。




　その日はそれで終わりにして、翌日の放課後だ。

　今後どうなるのか何も聞いていないせいで授業中も昼休みの一服の時間も、一日中焼きもきしながら過ごしていたが、授業が終わって自由になると同時、ダリアに命じられるまま応援部近くの廊下にやって来ていた。

「じゃあさっそくあの子のいる部屋に突撃するわよ」

「はい？」

「聞こえなかった？　今から行くの、あんたの大好きなあの子のいる部屋に」

「いや、行って具体的にどうするんですか？」

「出たとこ勝負で当たって砕けるだけ」

「いや砕けたら困るんですけど。大丈夫なんです？　これ、うまくいくんですか？　勝算は？　保証は？　保険は？　サブプランは？」

　不安が重なって俺が弱気な発言をすると、ダリアは顔をしかめた。

「知るわけないでしょ、そんなこと」

「そんな無責任な……」

「未来の事なんてわかるわけないし、やれることをやるだけ。それは別に誰でも同じでしょ、人であろうがエルフであろうが。こんな当たり前の説教をさせないでくれる？」

　それは事実だろうが、巻き込まれる当事者の俺としては恐怖しか感じないセリフだ。

「さて……」

「あっ」

　俺が心の準備をする間もなく、ダリアはぴょんと俺の間合いに入ってきた後、後頭部をつかんで顔を寄せ唇を重ねてきた。柔らかく甘い感触が押し寄せて、頭の中がまた真っ白になった。

「……うっぐ」

　だがダリアは全く意に介すことなく、ずいずい先へ進む。俺もダリアの動きに釣られて、体が勝手に動き出す。

「じゃ、行くわよ」




　そうしてやってきた応援部の部室前。もう少し心の準備をする時間が欲しかったが、このエルフがそんな配慮をくれるわけがない。

　ダリアの支配下に置かれた俺の体が躊躇ためらいなくドアをノックして、中から声が聞こえてきた。

「どうぞー」

　部屋の中に入ると、吉野さんは参考書を広げながら数学の問題を解いているみたいだった。だが俺の登場であっけにとられて手を止めていた。

「と、遠葉くん……どうして？」

　かなり驚いている様子だったが、前にあんな別れ方をしておいて平気で応援部に訪れたのだからそれも当然だ。

　ダリアに操られた俺はそんな吉野さんを見ても一切態度を変えず悠々としている。

「「座ってもいい？」」

「どうぞ」

　俺は厚かましく堂々と椅子に腰掛け脚を組み、吉野さんと向かい合う。

「「ごめんね。前は俺変なこと言ってさ。あれって、なんていうか単に言葉のあやだったんだよ」」

「ううん、全然気にしてないよ。あの時は私こそごめんね。ちょっと変な空気にしちゃって」

　そう言いつつも吉野さんは未いまだ俺を警戒している様子だ。そりゃそうだよね、一度泣かされてるんだから……一度俺が泣かしてるんだから……。

　しかし細かいことはダリアからは何も聞いていないので、ここからどうなるのか俺自身も不安になりながら見守っていた。

「それで今日はどういうご用、なんでしょうか？」

　俺を訝いぶかりながら吉野さんは訊たずねてくる。

「「一つお願いがあるんだよ」」

　その不意打ちのごとき切り出しに、ますます吉野さんは警戒感をあらわにする。

「えっ、何かな？」

「「俺をこの部活に入れて欲しいんだよ」」

「お、応援部に？」

　吉野さんも驚きよう愕がくしたのだろう。声がちょっと裏返っていた。そしてそんな重大な決定するなら流石さすがに俺にも少しは話しとけよ、とダリアに文句を言いたかった。ただこの瞬間は目まぐるしく変化していく現状に対応するので俺は目いっぱいだった。

「「うん。何でも手伝うから。いいでしょ？」」

「すごく急だね」

　かすかに顔を沈めながら吉野さんは言う。その仕草から、そのセリフから、遠回しな拒否のニュアンスを感じ取った。そもそもこういうお願いは二つ返事じゃなかった時点で怪しいものだ。

「「急に思いついたんだよ」」

　吞のん気きに適当なことを言う俺でない俺。おいおいおいと、自分の体ながらツッコミたかった。それを吉野さんは物もの憂うげな面持ちで聞いている。

「そうなんだ」

　明らかに吉野さんは否定的な反応を見せているけども。しかしこれはむしろ逆なのか？　と思った。というのも、こうまでダリアは率先して俺をここへやって来させて、入部を依頼させたわけだ。しかも自信満々にだ。

　いい加減に見えてもダリアはおそらく使命に関しては真実を語っているような気がするし、義務感も有しているだろう。存在意義を失えば消えるとまで言っている。

　その上、彼女は人々を応援してきたというのなら、こういう人間関係のいろはにも詳しいはず。そんなダリアが狙って今の状況を作り上げているわけだ。

　つまりこの吉野さんの反応と本心は真逆であり、俺をこの後すぐに入部させてくれるんじゃなかろうか。なんだ、そういうことなのかと一人膝を打っていた。

　流石さすがダリア。お見事エルフ。心のなかで彼女に惜しみない賞賛を与えていた。

　だが──

「ごめんなさい。今は入部してもらっても大した仕事もないし。暇な部活だから。遠葉くんに迷惑かけたくないし。また別の機会があったときはよろしくおねがいします」

　間を置かずして、見事なまでに完璧なお断り定型文が吉野さんの口から聞こえた。




　すたすたと先を歩いていくダリアに対して俺は不満が爆発していた。

「どういうことなんですか！　なんか自分のやり方に自信満々風で出ていった割に、特にチャンスもなく普通に断られて、たぶん吉野さんの関係は悪化してるし！」

　周囲の生徒に聞こえないように小声で俺は怒っていたが、ダリアは我関せずという空気でどんどん先を行く。

「っていうかもう詰みというか。如何いかんともし難がたいというか。やりようがないというか！」

　当然ながら俺の恨み節は続いていくが、ダリアはまるで聞く耳を持たない。息も絶え絶えになりながら俺は問いかけた。

「……それでどうするんですか」

「は？　何が？」

　ようやく返事が来たと思ったらこれだ。無駄なときはお喋しやべりなくせに、肝心の場面では口数が少ないエルフめ。

「何がって……」

「別に問題ないでしょ。確かにあんたの入部は断られた。でももう来ないでとは言われてないんだから」

「……はい？」

　その言葉の意味は翌日にわかった。




「また来てくれたんだね」

　その吉野さんの言葉通り、俺は翌日の放課後も平気な顔で応援部の部室を訪れていた。もちろんダリアの代役による操作でだ。

　一度断られた迷惑な客をこうして笑顔で迎え入れてくれる度量の広さが、吉野さんが吉野さんたる所以ゆえんだろうか。

「「うん。もう来ないでとは言われてなかったから」」

　俺は死ぬほど厚かましいセリフを平然と吐いていた。こういう大人にはなりたくない。そう思いつつ心のなかで泣いていた。

「でもここにいてもつまんないよ？　私も別に大したことはしないし」

「「つまんないかどうかは俺が決めることだから」」

「確かにそうだね。じゃあどうぞゆっくりしていってください」

　終始笑顔を絶やさない吉野さんが逆に怖い。言葉の空気や雰囲気から微み塵じんも毒素を感じないが、俺が迷惑な存在なのは間違いない。

　応援部というのは当然だが、依頼あっての部活なようで、それがないときはひたすら時間つぶし。本日の吉野さんは英語の問題集の一節を見事に解き終えていた。その間といえば俺はいたたまれない感じになりつつ、同じように問題集に目を通していた。この状況では普段ですら難解に感じる数式は尚なおの事複雑怪奇に見えて、ろくに手は進まなかった。

　そして六時過ぎだ。

「じゃあそろそろ今日の部活も終わろうと思うんです」

「「そうなんだ」」

　いや「そうなんだ」じゃないだろ。蛍の光が流れるまで居座る客かお前は。またしても自分で自分にツッコミたかった。

「ごめんね。ちょっと一方的で」

「「いいよ。気にしないで」」

　心のなかで俺は滂ぼう沱だの涙を流していた。こんな厚顔な男と会話させられている吉野さんに。




　そして翌日も俺は平然と部室を訪れていた。

「毎日来てくれてありがとう。今日もここで遠葉くんと会えて楽しいよ」

　この言葉が吉野さんの皮肉でないことを願うばかりだ。




　そしてその翌日はこう言われた。

「あっ。明日は私バイトがあるんだ。だから部室も開いてないから、来ちゃダメだよ？」

　一瞬俺を煙けむに巻くための噓うそかとも思ったが、そういうタイプじゃないのは俺もわかっている。吉野さんの単なる優しさであり、こうして押しかけている人間にこんな気遣いが出来るなんてと改めて感動する。




　それから十日ほど連続で（吉野さんがいない日を除く）俺は放課後応援部に向かい続けた。俺も俺でいい加減げっそりしてきていたが、吉野さんの感じているだろう不快感とは比較するのも失礼だろう。本日も閉店までたっぷり部室で過ごした後、真っ暗な夜空を背景に帰路を行く俺とダリア。

　今から帰るのは俺の家で、ダリアは間違いなく居い候そうろうの身なのだが、だいたい帰り道は彼女がずいずい先を進んでいく。途中、俺はその背中に問いかけた。

「あの。これっていつまで続けるんですかね？」

　これってのはもちろん応援部へ押しかける行為のこと。そろそろストーカー規制法に引っかかって接近禁止命令が出てもおかしくない。

「さぁね」

　ダリアはしれっと言う。

「そんな適当な……」

　俺が答えると、ダリアは小さくため息をついた。

「じゃあ、あんたあの子を諦められるの？　そうしてくれるとこっちは色々ありがたいんだけど」

　その質問に俺は一瞬言葉を失った。そして自分の心の中をひとしきり振り返った後に言った。

「それは、……出来ない、です」

「つまりそれが最初の質問の答えよ」

　結局ダリアの言う通りに、やる通りに従う。基本方針はそれでいいというか、そうするしかない。

　しかし全部を唯い唯い諾諾と受け入れるわけにはいかない。

「……でも、これは俺だけの話じゃないですよね」

「何が言いたいの？」

　怪け訝げんそうにダリアが答える。

「つまりですね、吉野さんの気持ちも大事だってことで。俺のことを本当に迷惑に思ってるかもしれない。それなら俺は身を引くしかないです」

「具体的にどうするつもりなわけ？」

「次回行ってダメなら綺き麗れいサッパリ諦める……つもりです。気持ちの上では……可能な限り……」

　つい色々と後ろに保険のような言葉をくっつけてしまう。

「カッコつけてるくせに、歯切れ悪いわね本当」

「いいじゃないですか。これが俺なんですよ」

「ま、わかったわ。ならそういうことで」

　話し込んでいたせいで気付かなかったが最寄り駅に到着しており、駅舎の中へ入ろうとしたところで不意に声をかけられた。

「あ、遠葉くん」

　いきなりのことでキョドりながら声の方を向くと、そこにいたのはクラスメイトの志し倉くらさんだった。

「今、誰かと話してた？」

　疑うたぐり深そうに俺の近くを見つめる志倉さん。ヤバいところを見られてしまった。吉野さんと親しい志倉さんに変に怪しまれるのは絶対に避けたいところ。

「い、いや全然話してないよ？」

　白を切ったら、まあ彼女もなんとなく納得したようだ。

「そうなんだ……？」

「う、うん。ってことで、じゃあお先に」

　この先、会話が弾むともあまり思えないので俺は早々にこの場を切り上げようとしたのだが。

「ちょっと待って欲しいんだ」

「えっ？」

「遠葉くんに伝えておきたいことがあって」

　普段の明るい雰囲気は鳴りを潜めて、真剣そうな眼まな差ざしで志倉さんは俺を見据えていた。




　翌日の放課後。決戦の時間が近づいていた。あとは応援部の部室にいつものごとく乗り込むだけ。

　しかしこの機会が吉野さんと一緒に過ごせる最後の時間かもしれないと思うとなかなか覚悟が決まらない。俺は放課後の教室で一人残り、机にへばりついて顔を伏せていた。

「あんた、何してんの？」

　その様子を見かねたのだろうダリアが声をかけてきた。

「か、覚悟が決まらなくて……うぅ……行きたいけど行きたくないジレンマで体が動かないんです……合格発表見に行った時より緊張するかも……」

「あーもう！　ウジウジしててウザいわねっ。さっさと行かなきゃあの子、帰っちゃうんじゃないの？　ってかあんた今日ここに何しに来たわけ？　そうやってつる植物みたいに机に絡からみついててなにか物事が進むと思ってるの？　せめてそのどんよりした曇り空みたいなテンションは、終わって情けなく散ってからにしなさいよ」

「不吉なこと言わないでくださいよっ。……いやぁ……でも……白黒ついちゃうのが怖いしなぁ……」

「あー、わかったわ。じゃあ私がラブレターでも書いてあの子の部屋に投げ込んできてあげるから紙とペン貸しなさい」

「はい、今すぐ行きます」

　本当にダリアならやりかねない。やむを得ず俺は立ち上がることになった。




「遠葉くん、来てくれたんだね。ありがとう。遅かったから今日は帰っちゃったのかと思った」

　毎度温かく迎え入れてくれるのが逆に苦しい。明らかに迷惑な客なのに……。

　俺は吉野さんの向かいの席に腰を落ち着け、ダリアもいつもの壁かべ際ぎわの椅子に腰掛ける。

　真まっ直すぐ吉野さんの顔を見つめると、身震いしてしまい言葉が出ない。そうするとすぐにダリアの代役の力が作用した。

「「実は相談があるんだよ」」

「相談？」

　きょとんとした吉野さんに俺は続けて言う。

「「改めて、俺をこの部活に入れてほしいんだ」」

　ここで強気に出ているのは今日を最後のチャンスだと決めていたから、という理由だけではない。

　意志を込めて言葉を口にしながら、思い出すのは昨日の志倉さんとの話だった。




　──すっかり日が暮れて夜になった駅のホームで、志倉さんはこう切り出した。

「実はかえちゃんのことで遠葉くんに言っておきたいことがあったんだ」

「吉野さんのこと？」

　一体何の話をされるのか、興味半分不安半分で彼女の次の言葉を待った。

「うん。遠葉くんが応援部に顔を出してるって聞いてたから。もう部員なんだよね？」

「いや、その違うんだよ。実はそれ断られちゃって」

「なのに部室に行ってたんだ？」

　たぶん志倉さんのことだからそんなことは思ってないんだろうけど、そのセリフが俺の厚かましい態度を批判しているように聞こえて胸が痛い……。

「ま、まぁ、そういう感じです」

「でもだったら諦めないであげて」

「諦めない？　どういうこと？」

「……思わなかった？」

　と、志倉さんが呟つぶやく。

「え？」

「あの部室、二人や三人いれば狭く感じるかもしれないけど、一人でいるならすごく広く感じそうだって」

「確かに」

　依頼者がいる場合は別だが、基本的に応援部は待つのが役目。つまり吉野さんはあの場所にずっと縛られるように一人で佇たたずむことになる。だが話し相手もなく、中ちゆう途と半はん端ぱな面積のあの部屋にじっと引きこもっているのは、少し辛つらいところがあるかもしれない。

「本当は私が行ってあげたいけど、私も断られちゃったし。それに自分も一応今の部活があるし」

　確か志倉さんはテニス部に所属していた覚えがある。

「でも本当に一人でやりたいだけって可能性もあるんじゃ？」

　吉野さんが寂しがっているというのも、志倉さんの思い違いかもしれないと俺はつい考えてしまう。

「違うよ。私、かえちゃんと中学も一緒だったんだけどね。中学もああいう感じだから人はたくさん周りにいるんだけど、でも誰とも深く関係を持たなくて、なんとなく孤独な感じで。たまに寂しそうな顔をしてるの。みんなそんなところ見てないから、かえちゃんのことをただただすごい完全無欠な人間だとしか思ってないかもしれないけど」

「だからって吉野さんの近くにいる人間が俺である必要はない気がする」

　次々否定的な言葉が並んでしまう。でもだって俺が彼女にとって必要な人材であるという思い違いは難しすぎる。あまりにも突拍子のない連想で、勝手に自惚うぬぼれることすら出来なかった。

「うん。正直遠葉くんである必要性はなかったかも。でも今実際に遠葉くんが一番近くにいて、それが何より大事なんだよ」

　そこまでで言葉を区切った後、息を吸い込み志倉さんは言った。

「だからかえちゃんを支えてあげて」




　──俺が入部の意志を告げると、吉野さんは僅かに驚いた様子を見せた。

「まだ思っててくれたんだね」

「「まぁね」」

　ふてぶてしく代役の俺は応答する。その返しに吉野さんは迷ったような雰囲気で、慎重に言う。

「理由を聞かせてくれないかな？　どうして応援部に入りたいの？」

　応援部といえば普通の部活動じゃない。色物だ。運動部ならスポーツがやりたいからとか、吹奏楽部なら演奏が好きだからとか、そんな妥当で自然な理由が誰にでもあるだろう。

　でもこの応援部は違う。吉野さんがその入部にあたって真意を訊たずねようとするのもうなずける。

　しかもその吉野さんの勘ぐりはあたっている。俺はこの部活に真に心を込めて参加しようと思っているのではなく、そこにいる吉野さんを目当てにしてしまっている。

　何を言うべきか迷って、結局俺は半分本心を半分はダリアに任せる形で言った。

「「大変そうだなと思ったからさ。吉野さんだけじゃ」」

「そんなことないよ。学校にも私のワガママを聞いてもらって始めたわけだし。不満はないから」

「「じゃあ訊きくけど、この部活、たった一人で寂しくないの？」」

　この問いかけには吉野さんも少しだけ悩んだようで、僅かな逡しゆん巡じゆんが見えた。

「……これは一人でやるべきことなんだよ。自分の責任で始めたことで他の人に迷惑をかけたくないから」

　どこまでも誠実であろうという責任感の塊みたいな子なんだな、吉野さんは。

　それはそれで本当にカッコいいことだし、尊敬できるところでもある。だけど俺はその言葉を真まっ直すぐには受け入れられなかった。納得できなかった。

　だから俺は自分の意志で口を開いた。

「迷惑かけてくれないことが、頼ってくれないことが悲しいってこともあると思う」

　吉野さんは目を丸くしていた。

「特に俺が何かできるわけじゃないんだけど……でもさ俺はたぶん吉野さんからかけられる迷惑を喜べるから」

　自分で何を言っているのか自分でも深く考えずに喋しやべっていたことがアダになった。突然吉野さんのほほが赤く染まった。

「え……えっ？」

「い、いや違う違う、違うんです。その別に深い意味はなくて、つまり──」

　キョドりまくったところにダリアからのアシストが入る。

「「頼られたら嬉うれしいってことだから」」

「そ、そっか。そうなんだ」

　とりあえずそれで事なきを得たらしく、ひとまず吉野さんはうなずいてくれた。

「でも、そこまで……なら……ね」

　続けて小さな声が聞こえて、吉野さんの唇が微かすかに動いていた。でもその内容は全然聞こえない。

「何か言った？」

「ううん。なんでも」

　そのまま吉野さんは立ち上がる。

「ちょっと待ってて」

　言って向かったのは棚の中に置かれていたレターケースのところだ。

　どういう状況になったんだと不思議がっていると、吉野さんが言った。

「部室が偶然空いてたりとか、中学までの私の活動履歴とか。応援部ってそういう色々な理由が重なって、特例で私一人でやらせてもらってた部活ですけど」

　言いながらレターケースから掘り当てた一枚の用紙を手に持ち、吉野さんはこちらに振り返る。

「でも一応正式な部活動なので。入部するにはちゃんと入部届は書いてもらわないと、ね？」

　何が彼女の琴線に触れたのかはわからない。でもとにかく俺は吉野さんに認められたらしい。安あん堵どすると同時に、心のなかでガッツポーズを決めるくらいにこっそりと喜んでいた。




　入部届を書いたあと、手渡すと吉野さんは喜んでくれているのかニコニコしていた。

「うん。ありがとう。これでオッケーだね。では遠葉くんはこれで正式に応援部部員だ」

「……あ、ありがとう」

　言いつつ俺はもじもじしている。今更も今更だが、代役を受けているときといないときで態度がコロコロ変わりすぎだ。もう少し代役のときの状態に寄せたくはあるのだけども。

「いえいえ。こちらこそ」

　受け取った入部届を吉野さんは鞄かばんにしまう。

「せっかく入部届書いてもらったけど、今日はこの辺で終わりにしよっか。きっともう誰も来ないし」

　ということで残念ながら本日は即解散となってしまった。応援部の部屋から二人とも出て廊下に。吉野さんはカギを閉めると、俺の方に振り返った。

「じゃあまた明日、放課後ここで集合ってことで。活動日は基本私のバイトとか放課後の予定込みで管理してたんだけど、今後は遠葉くんも入るから一緒に決めていこうね」

　頷うなずき、歩いていこうとする吉野さんを俺は引き留めた。

「ま、待って」

「どうかした？　何か忘れ物？」

　問いかける吉野さんを前に俺は自分の学校鞄かばんから、例の物を取り出した。

「これをずっと返そうと思ってたんだ」

　取り出したのはあの栞しおりだ。俺と彼女をギリギリ繫つないでくれた縁結びの品。切きつ欠かけとタイミングを失って、渡せなかった品。

　……いやこれは言い訳かな。俺は吉野さんとの縁が完全に失われるのを怖がって、ずっと今まで取り出せなかったんだと思う。

　俺が栞しおりを見せると、吉野さんは目を見張っていた。

「それ……何ど処こで落としちゃったのかなと思ったけど、遠葉くんが拾ってくれてたんだね」

「うん。ごめん勝手に拾ってて。吉野さんに返そうと思って持ってたんだけど。……これ、大事なものなんじゃないの？」

　その質問の答えに少し悩んだようで、吉野さんはしばし言葉を詰まらせた。

「……全然。そもそも捨てようと思ってたものだから。遠葉くんの好きにして欲しいな。邪魔なら悪いけど遠葉くんに処理しておいてくれると嬉うれしいよ」

「わかった」

　そして吉野さんは去っていったが、何となく後ろ髪を引かれているような雰囲気を感じた。それはもちろん俺にということじゃなく、栞しおりの存在にだ。

　そもそも本当に不要なものをあのタイミングで持っていたことがおかしい。確かに捨てたい気持ちもあったんだろうけど、それと同じくらい捨てたくない気持ちもあった。

　だから常に持ち運んで自分の気持ちを量り続けていたんだろう。

　そして結局は自分で捨てられず、俺に託した。ほとんど勝手な推測でしかないが、きっと当たらずとも遠からずだろう。

　とりあえず取っておくことは難しくないし、いったんこれは俺が預かっておこう、そう思った。




「わかったでしょ。こういうことなの。無理にでも続けたら上う手まくいくわけ」

　部室から帰る途中、いきなり言われてびっくりした。ダリアの声だ。紆う余よ曲きよく折せつありつつも当初の目的を見事成し遂げたからか、いささか得意げな様子だった。

「まぁ、そうですね。たぶん俺一人じゃ一生こんな展開にならなかったと思うし、なんでもやってみるべきだなって」

「ん～、なんかそういう慣用表現あったわよね……、あぁ、そう。案ずるより産むが易し、だっけ」

「ダリアさんって本当にエルフなんですかね」

　十年とか居住してる外国人の人でも今のような表現はさらっとは出てこない気がするけども。生まれてこの方、ずっと日本にいるのなら海外生まれの日本人みたいなものなのかもしれないが。

　それを聞いてダリアはむすっとした表情を見せた。

「あんた、こんだけ一緒にいて、そろそろ砕けた喋しやべり方出来ないの？」

　話の内容というか、話し方が気に入らなかったらしい。注文が多いエルフだ。

「砕けたって言われても。なかなか距離感が摑つかめないから……」

　ダリア曰いわく、エルフであるという種族差を抜きにして同年代と言うことらしいが、自称エルフのそんなセリフをいまいち信用できず、自分的には年上相当で接していた。

　それに俺は自慢じゃないが、この学校に友達もろくにいない。同年代の人と親密な雰囲気で話すことにも慣れてない。

「さっきあの子に自分で言ったこと、あんた自身が理解してないんじゃないの？　無用な丁寧さって、ただ相手との距離を置いて自分の身を守りたい気持ちの表れでしかないのよ」

　偉そうな説教を聞かされて、俺もさすがにちょっとイラっとした。腹が立ったのはたぶん図星を突かれたからだろう。

　そして、だったらやってやろうじゃないかという気になった。

「……うざいなぁ。ずけずけとこっちの心の中に踏み込んでくるなよ、ダリアっ」

「やればできるじゃない。それでいいのよ、私たちは同盟者なんだから」

　あまり見られないダリアの笑顔は、その素の美しさと相まって、相当可か愛わいかった。色々憎たらしいところはあるけど、でも今日のところはそれも全部吞のみ込んで感謝でいっぱいだ。

　だって彼女のおかげで、吉野さんと放課後ずっと一緒にいられる、その口実を手にしたのだから。











三章






　翌放課後。

　初めて部員として部室に来ることになったのはいいものの、前と何か空気が違うような感じがしてしまう。別に何か具体的な変化があったわけではないのだけれども、気の持ち方ということなんだろうか、これは。

　問題集を解く手が古いパソコンの動きみたいにカクカク止まる。そして斜はす向むかいにいる吉よし野のさんの顔をチラチラ覗のぞいてしまう。今日も長い黒髪は艶つややかで、肌は白くて、アイドルみたいな小顔で……とりあえず可か愛わいい。

『ちょっと』

　そんな声が心のなかに響いて思わず顔を動かす。すると室内の壁かべ際ぎわ、そこに置かれた予備のパイプ椅子に座ったダリアがじとっとこちらを睨にらんでいた。

『なに間抜け面づらを晒さらしてんのあんたは』

『う、うるさいな。関係ないだろ、俺がどんな顔してようが俺の自由だろ。俺の基本的人権を踏みにじるな』

『ふん。私に対する言い訳だけは一人前ね。監視してるこっちの身にもなりなさいよ』

『いや別にダリアのためにここにいるわけじゃないし』

『とにかく何か動きなさいよ。このままじっとしてても変化なしだから』

『じゃあ具体的にどうしたらいいんだよ』

『そんなの私が知るわけ無いでしょ。自分で考えなさい』

　言い出しっぺはダリアのくせに、肝心な部分は放任主義だった。

『無茶苦茶な注文すぎる』

　でもダリアも俺の願いを叶かなえるために拘束を受けている、という話らしいし。俺だってここまで来たらもっと先……みたいな欲望がないわけではない。

　だから次の一手をしばし考えていたのだが、俺が自分で何かをするでもなく幸運な進展があった。

「これじゃ前と同じだよね」

　突然手を止めて、参考書とノートを閉じたのは吉野さんだ。俺は顔を上げた。

「せっかく遠とお葉ばくんが入部してくれて、お互いに部員同士になったんだから交流を図らないと」

　生真面目な彼女らしい言い分だと思った。

「交流って、何するの？」

「ゲームだよ。仲良くなるには遊ぶのが一番だから」

　笑顔になった吉野さんはいつの間にかその手にトランプを携えていた。




　話し合いで、ゲームの種目は大富豪に決まった。

　今回のルールはお互いに配られた八枚を先に消化できた方がアガリというもの。ルールと種目の設定が終わったところで、吉野さんが付け加えるように言い出す。

「でも普通に勝負するだけじゃつまんないよね？」

　吉野さんの目は僅かに挑戦的な光を帯びていた。

「だから、勝負一回に付き、勝った人が負けた人に一つ質問できるっていうのはどう？」

「わかった。じゃあそれで」

　ということで吉野さんのシャッフルで互いにカードが配られた。

　俺は決して大富豪というゲームに詳しいわけじゃないが、一対一なのだから普通なら、勝つにしても負けるにしてもぎりぎりになるべきもの。しかし吉野さんは俺がまだ残り五枚もあるところで、あっさり全てを場に出し切った。

「やった、勝っちゃった」

　勝負には負けてしまったが、喜ぶ吉野さんが可か愛わいかったので、実際負けた気はしなかった。

「じゃあ質問その一いくよ。遠葉くんは裏表があるって、他の人に言われますか？」

「……ぐっっ」

　うめき声が漏れた。

「ぐ？」

「ううん、なんでもない」

　いやいきなり核心をついてくるなこの子。俺は驚きよう愕がくしていた。しかしそういう質問が出てくるのも、今までのことを思えば、むしろ遅いくらいなのかもしれない。

「別にあんまり言われない、けどね……」

　言い訳が苦しい。苦しすぎる。その様をダリアは鼻で笑っていた。いや、でも笑ってるけどこれはお前の強引な言動のせいでもあるだろ。

「そうなんだね。私は遠葉くんがすごく強気だったり、弱気だったりいろんな瞬間を見てたから。これって、ただの勘違いなのかな？」

「か…………勘違いだと思うよ…………」

　額に汗をかきながら若干棒読みで反論する。

「ふむふむ。もう少し掘り下げたい話のような気もするけど、質問は一つずつだもんね。さ、次いこっか」

　吉野さんはカードを集めて再び切り直し、そして配る。手札を見てみるとなんだかぱっとしなくて、案の定、こっちが残り三枚の段階で吉野さんがアガリ。

「今日ラッキーかも。また勝っちゃった」

　喜ぶ吉野さんの一方で、部屋の端っこの椅子にかけたダリアは不機嫌そうで、ぎろりと睨にらまれた。

『ねぇ。あんたそろそろ勝ちなさいよ。質問できたら今後有利でしょ』

『有利って？』

　そういう有利不利の話なのかこれって。そもそも何の有利なのかもわかんないけど。

『この子の好きな物とか聞けたら贈り物に役立つし、好きな場所とか聞けたら遊びに行く場所を考えるときに使えるし、いくらでも役立つことがあるでしょ』

『そ、そっか』

　言われてみればそうかもしれない。などと俺たちが心の中でこそこそ会話している間に、吉野さんが口を開いた。

「じゃあいきます。質問その二です。遠葉くんは、どうしてこの高校に入学したんですか？　確か遠葉くんってこの辺の出身じゃなかったよね？　最初のクラス挨拶のときに聞いた覚えがあるから」

「それは……」

　また難解な質問だ。毎度切り込み方が鋭すぎる。

　その質問に正確に答えるなら複雑な家庭事情から、ということになる。でもこんな余興の時間にそんな重い話をしたくはない。変に吉野さんを気遣わせたくもない。

「全く別の場所で、別の風景が見たかったから、かな」

　俺はそう答えた。一応これも大きな理由のうちの一つだったので、噓うそは言っていない。ただ質問に対して誠実ではないとも思うけど。

「何も知らない場所に踏み込むのって、怖くなかった？」

「それはもちろんあったけど、それよりとにかく新しい場所に行きたかったから」

「そうなんだ。って、ごめん訊ききすぎちゃったね。じゃあ三戦目に行こう」

　どういう理由でこの高校に入学したのか、か。

　俺は自分の回答を反はん芻すうしながらも、己の本心を測りあぐねていた。俺はほとんど選択した気もなく別天地に立った。そうすることが必然のように感じていた。だから今更その選択の意図を聞かれて不思議な心地になっていた。意味、理由……。

　でもそんなことより今は目の前の吉野さんだ。ダリアの言う通り、この勝負そろそろ勝ちたい。

　そして吉野さんが配り終えた山札を置いて、伏せられた自分の手札を見ると声を上げた。

「あ」

「どうかした？」

「ごめん、ずるい手札が来ちゃった」

　先手番だった吉野さんは七を四枚出して革命、続いて八を二枚で場が流れた後、スペードの三、返し札が当然なくて最後のカードを出されて吉野さんのアガリ。

　奥のダリアの眼光がますます鋭くなっていく。実は俺はこういうゲームに不向きなのかもしれない。

「三連勝～♪　おかげで遠葉くんを質問攻めできちゃうなぁ」

　俺は思わず身構えた。だって仕掛けられたのは二連続結構難しい質問だ。当然今回もちょっと考えないと答えられないような難問が来るに決まってる。

「それじゃあ三問目、遠葉くんの誕生日を教えて？」

「へ？」

「誕生日です」

「誕生日かぁ……」

　質問に答えること自体は簡単だが、今回は感情的な理由で少し答えたくなかった。

「あれ、教えたくなかった？　質問変えようか？」

　と言われて、俺は慌てて返した。

「ううん。十一月三十日、だよ」

　今からだと割と近い日付だ。誕生日だから何かしなきゃと吉野さんに思わせるのも気が引けたし、それに加えて誕生日にはちょっとした因縁があるのだ。

「おお、なるほどー。ってことは私より先輩だね。私は十二月だから」

「へぇ、そうなんだ」

　感覚的には吉野さんの方が年上って感じだったけど事実は逆らしい。って言っても同い年で、しかも一ヶ月違いなんだから年上も年下もありはしないんだけども。

「でも、なんで誕生日なんか訊きいたの？」

　質問の質が大きく変わった理由は何かあるのだろうか。

「それは……ですね」

「……」

「私に勝てたら答えてあげるよ」

　吉野さんはいたずらっぽく笑った。




　段々と勝利から遠ざかるように、回を追う毎ごとに負け方が酷ひどくなっていったこの三回の戦い。

　続く四回戦はお互いに残り二枚になるところまで白熱したが、最後まで二を温存できた俺にようやく軍配が上がった。

「遂ついに負けちゃったぁ……」

　少しだけ吉野さんは落ち込んでいた。何か悪いことをした気分になる。でも吉野さんはすぐに立ち直って言った。

「じゃあ今回は遠葉くんの質問ターンだよ。どうぞ」

　横目で微かすかにダリアの様子を見た。俺がどういう言葉を選ぶのか、挑発的な眼まな差ざしをさせて待っている。この与えられた状況、やろうと思えばどんな質問でも出来る。

　しかしこんなのはあくまで遊びでしかない。

　少し踏み込んだとしても、好きな俳優とかその程度ぐらいがきっと相場のはず。それ以上のレベルは、状況にかこつけた卑ひ怯きような質問になってしまう。

　だから出来るだけ当たり障さわりのないことを訊きこう。そう思いながら声を出した。

「「吉野さんは──俺のこと、どう思う？」」

　それを訊きいて吉野さんも驚いていたが、一番驚きよう愕がくしていたのは俺自身だ。もちろんこんな素っ頓狂なことを言い出すつもりはなかった。犯人はダリアだ。瞳だけで睨にらむと、ダリアは薄笑いを浮かべていた。こ、こいつは相変わらず……。

　ただもう言ってしまった以上、質問は引っ込められない。今更ダリアの責任を追及とかそんなのはどうでもよくて、現状の注目すべき点は吉野さんが一体なんと答えるかだ。

「そ、それが質問、なの？」
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　吉野さんは目を丸くしていた。こんな遊びでぶっ飛んだ質問をしてくる俺の異常さに引いているかもしれない。ただここまで来て撤回するのも逆に奇妙だ。

　正直言って吉野さんの気持ちを白黒付けるというのは恐ろしさが先行するが、でも乗りかかった船なら、もう訊きくしかない。ダリアの代役からは解放されていたが、俺は続けて言った。

「し、質問だよ」

「遠葉くんのこと……か」

　少し顔を俯うつむけ、吉野さんはまるで自分で自分に問いかけるように呟つぶやく。そして。

「私は──」

　その先を言おうとした瞬間だった。ばたばたという凄すごい駆け足で床を打つ音と、絶叫が響く。

「うおおおおおおおおお」

　そしてその絶叫が段々近づいてきて、やがて扉が激しい勢いで開かれた。

「ど、どうしたんですか？」

　思わず俺がそう訊たずねた相手は二年の藤ふじ田た先輩だ。学校行事なんかで何回か見たことがある。確か生徒会役員だったはずだが、そんな人物がどうしてこの応援部に来たのだろう。

「たっ、たたた、頼みがあるんだっ！」

　そう叫ぶ姿はこっちがビビるくらいの必死の形相だった。ダリアも啞あ然ぜんとしていた。そこへ吉野さんが前に出て、やんわりと言った。

「落ち着いてください、先輩。私たちはどこにも行きませんから。ゆっくり順序だてて話してくださいね」

「あ、あぁ。ありがとう、吉野くん」




　吉野さんの言葉もあり、俺と吉野さんの向かいに座る藤田先輩はさっきまでの狂乱は収まって、静かに椅子に腰掛けていた。

「それで今日は何があったんですか？」

　吉野さんが訊たずねると、藤田先輩は厳かに語り始めた。

「……今、日本社会は不況だろう」

「は、はい？」

　いきなり唐突すぎる話題転換に、俺の返答も思わず上ずってしまう。

「バブル崩壊を経て以後、日本の経済成長は急速に鈍化している。あの飛ぶ鳥を落とす勢いでアメリカの資産を買いあさって、白眼視された時代が懐なつかしいな」

「あの、体験されたように語ってますが、藤田先輩はその時代に生まれてもないですよね」

　冷静に俺がツッコむと、藤田先輩は笑みを口元に刻む。

「さてどうかな？」

「いやはぐらかしても意味ないですけど」

「でもそのもの凄すごい勢いだった時の日本を自分の目で見てみたかったですねー」

　のほほんとした雰囲気で吉野さんが返していた。

「全くだ。もう一度日本が天下を取る姿が見たいものだ、ハハハ」

　なんか一人で藤田先輩は盛り上がっているが、たぶん話が本筋から大きくズレている。

「えーっと、とりあえずそろそろ本題に入ってもらってもいいです？」

　俺が諭すと、露骨に咳せき込んでから藤田先輩は再び口を開く。

「そう、だから単刀直入に言ってだな。日本の経済が失速した結果、……バスケ部に支給できる活動費も削減の流れとなったんだ」

「あぁ」

　長い前振りはそう繫つながるのかと一人納得しつつ、バスケ部という名前が出てきて少し背筋が寒くなっていた。

「当然だが、その告知に行かなくてはならない。最初は書面などの方法を考えたのだが……」

「考えたのだが？」

「渡すだけ渡して放置というのもなかなか覚悟がいってな……」

　その気持ちも結構わかる。俺も逃げに逃げる逃亡人生を送ってきた分、この藤田先輩と気持ちが通じ合うところがあった。

「それで先輩はどうするおつもりなんですか？」

　と吉野さんから訊たずねられた藤田先輩は難しそうな表情で言う。

「直接対面して、伝えたい。そこで反論なども全部聞いて、納得させるのが筋だと考えている」

「それが出来るならベストでしょうね」

　と、吉野さんも相づちを打っていた。

「だろう？」

「じゃあそうすればいいじゃないですか」

　俺が至極当然のツッコミを入れると、藤田先輩は逆ギレしてきた。

「だって怖いじゃないか！　バスケ部の噂うわさは我々もかねがね聞いているんだよ！」

「まぁ、……そうですね」

　どうせろくでもない話だろう。内部にいた俺は多少なりとも実情を知っているが、あることないこと様々尾ひれが付いて、噂うわさが流る布ふされているのは知っている。

　しかしそんな納得の雰囲気を見せたことがアダになった。

「ああ、君はそういえばついこの間までバスケ部だったんじゃなかったか？　体育館で何度か見かけた覚えがあるけども」

　しまったと思った。元であろうが何だろうがあのバスケ部との繫つながりがあると知れれば、当然適役と考えられるだろう。しかし実際は適役にはほど遠い、むしろバスケ部と関係ない真まっ新さらな人物が向かった方がよほどマシというような関係性なのだけど。

「ま、まぁ……」

　躊躇ためらいがちに俺が同意すると、吉野さんが言った。

「藤田先輩、実は遠葉くんとバスケ部とはちょっとあるんです」

　俺が話さずとも、事情を知っている吉野さんがそう切り出してくれた。本当に優しいなこの子は。今でもベタぼれなのにさらに惚ほれ直してしまう。

「ん？　あぁ、何か浅からぬ因縁が存在するのか？」

「そうです」

　その毅き然ぜんとした態度からの吉野さんの応答を聞いて、藤田先輩は露骨に表情を曇らせていた。

「……そうか。まあ、そうだな。無理そうならいいんだ。本来ならこんなことは自分一人で何とかすべきなんだからな。後輩に丸投げするなんて虫が良すぎる話だ」

　先輩には申し訳ないが、俺が発言する前に話がお流れになりそうで、内心ホッとしていた。まあ、あるいはあえてあっさり引き下がるふりをする交渉術なのかもしれないが俺には通じない。だって俺はガチで嫌なのだ。本気でお断りなのだ。要するにそんなヤワで卑劣な手にはかからない。だから本来はここで話がお流れになって終わり、のはずだった。

　だが今日はそうあっさりいかない。何な故ぜなら俺は今は背後に恋愛監視員とでも言うべき存在を抱えているから。

『ちょっと待ちなさいバカ』

　そんな声が心の中に響いた。

『な、なんだよ』

『この話、受けなさい』

『は？　なんでだよ。せっかく吉野さんが気を利きかしてくれたのに。それにバスケ部とは色々あるんだよ。嫌だよ』

　するとダリアは嘆息した。

『あのね。こんなの当たり前だけど、誰だって頼りがいのある人物を好きになるわけ。特に女性はそういう傾向が強めなの』

『はぁ』

　俺が気のない返事をしたのを見るにつけ、ダリアは物わかりの悪い子供に説教するような口調で俺に告げる。

『わかっていないようだから説明するけどね、これはチャンスなのよ。この問題をあんたが主導権を握って簡単に解決したらこの子にも感じよく映る。そうしたら恋の進展もあるかもでしょ』

『いやそんな断言するけどさ、確証はないだろ。しかも吉野さんは部長なんだから勝手に話を進めたら、むしろ迷惑がって逆効果の可能性もある上に醜態をさらせば俺に幻滅され──』

『やりなさい』

　有無を言わせぬ、そんな感じだった。しかしそうは言われても簡単に覚悟は決まらない。

『いやそんな理屈とかじゃなく本当に無理で──』

『いいからやれ』

　更にスゴイ気迫で言われて根負けした。

『わかりました……』

　会話が一段落して現実に意識が戻る。気は本当に進まないが、もうどうにでもなれだ。

「藤田先輩」

「ん、なんだ？」

「俺に協力させてください。せっかくここまで来てくれたんですから」

「本当か？」

　露骨に喜色を浮かべる藤田先輩を見て、未いまだに不安ながら、それでもまあこれでよかったのかなと思った。

「遠葉くん、いいの？　だってバスケ部とは……」

　未いまだに吉野さんは俺を案じてくれているみたいで、それはちょっと申し訳なかった。

「いいんだよ。逆に相手のことを知ってるからこそのやりようもあるし」

「おおっ！　頼りがいのありそうなセリフだな！」

「ええ。だからやらせてください、この応援部に。で、いいよね、吉野さん？」

「もちろん私は構わないけど……」

　今度は俺よりも吉野さんが不安そうな顔をしていた。




　というわけで早速体育館に向かう運びになったのだが──

「だ、大丈夫か？　もう秋の暮だというのに汗びっしょりだぞ。なんだか頼んだのが申し訳なくなってくるんだが……」

　実際俺は恐怖と緊張で脂汗が身体からだ中から噴き出ていた。

「いえ、全然気にしないでください」

　吉野さんは心配そうに俺のことを見つめていた。そして体育館の近くまで来ると、藤田先輩は「よし！」と力強く言ったあと、携えていた資料を俺に押し付ける。

「じゃあ後は頼んだぞ──！」

　そんな言葉を残して駆け足で去って行った。この人、本当に生徒会とかそういう責任ある仕事に就いているのか疑わしくなるくらい適当すぎる。

　体育館近くの廊下で取り残された俺と吉野さん、あとダリア。

「私が一人で行ってこようか？」

　いくら俺が臆病者とはいえ、それだけは絶対にない。この子を一人にはできない。でも何と答えるべきかちょっとした逡しゆん巡じゆんがあって、その思考の隙を突かれた。

「「いや、バスケ部のことは俺の方が詳しいし、今日は全部俺に任せて欲しい」」

　俺の口はまた自動的に、俺の意思と関係なく動いていた。

『何勝手なことを』

　ダリアに毒づいたが、悪びれもせずに言う。

『いいでしょ？　それに流れ次第ではこの子にも危害が及ぶかもしれない。あんたなら私が守ってあげれるけど、この子はそうはいかないから』

『まぁ、そりゃあそうだけどさぁ……』

　確かに吉野さんが毅き然ぜんとした対応を取って、それで部員たちのヘイトを買ってしまえば、勢いで暴力的な出来事が起きてしまうかもしれない。もしそうなるくらいなら俺が身代わりになりたい。

　でも信用ならないのは『あんたなら私が守ってあげられる』という言葉。このダリアの眉唾な話を何ど処こまで信じていいものか。

「わかった。でも私も付いていくし、隣で見てるから。それでいいなら」

　吉野さんもそれ以上は譲るつもりもなさそうだった。

「うん、じゃあそれで」

　ということでこの案件の責任を一身に背負って、俺たちは体育館に入った。




　バスケ部はちょうど練習中だった。パスワークのトレーニングで部員たちが動き回りながら、ボールを回している。

　キュッキュッとバスケットシューズが床をこする音と、ボールが床で弾む音、そして強めの照明、独特の臭い。すると過去が鮮明に思い浮かび、汗がにじみ出る。足にも震えが来かけていて、今すぐにでも逃げ出したくなったが、視界の端に吉野さんが映っていたから耐えられた。一人なら間違いなく逃げ出していた。

「……あの～、すみません」

　かすれ声で言ったせいで、全然聞こえていなかった。息を軽く吸い込んで、もう一度言った。

「あの、すみません」

　今度は聞こえたのか、数人の部員がやって来た。どちらも当然知っている。俺をしばきまわしてくれた面々なのだから。

「遠葉じゃん。なんだよ、お前逃げたんだろ。帰ってきたの」

　嘲笑が滲にじんだ表情でそう言われた。

「今日はそうじゃなくて、せ、生徒会の代理で来ました」

「は？」

「どういうことだよ、それ」

「せっ、生徒会の藤田先輩に任されたんですよ。伝えたいことがあるって」

「んじゃあなんで藤田が来てねぇんだよ」

　それはもっともな意見だ。俺ですらそう思うのに何と説明したらいいのか。おまけに頭の回転が凄すさまじく鈍くなっているこの状況でバスケ部の人たちが納得できるようなことを話せるのか。

「まぁ待てよ」

　そう言って割り込んできたのは、百八十センチくらいの長身で、長めの黒髪の人物──バスケ部のキャプテンにしてそのヒエラルキーの頂点に立つ男。小お野の木ぎ蓮れん先輩だ。

「話なら俺が聞くぞ、遠葉」

　その目にたたえた鈍色の眼光は、さしずめ獲物を捕らえた肉食獣。反射的にそんな喩たとえが思い浮かんだ。




　この学校のバスケ部というのは言ってしまえば不良のたまり場、そんな感じだろうか。

　例えば世間でもこの河原には危ない人達が集まるとか、このゲームセンターは厄介そうな人たちがよくたむろしてるとか、そういうのがあると思う。つまり、この学校におけるその危険地帯がバスケ部に値する。

　斜に構えた生徒、あまり学校に馴な染じみきれていない生徒、教師やクラスと対立してしまっている生徒。でも何かしらのスポーツで元気を発散したいとか、競争心が旺盛だったりとか、そういう人物たちはこぞってこのバスケ部に参加している。

　そういう一癖も二癖もある生徒が集まる部活で、その群れを率いる一ひと際きわ獰どう猛もうな人物──それが小野木蓮という人なのだ。




　俺たちは促されるまま体育館裏の空き地に来ていた。しかし空き地と言っても細く狭い場所で、校内の敷しき地ちを区切る塀と体育館の間の僅かな空間だ。

　そんな場所で高身長且かつ俺を虐いじめ抜いてきた歴史のある、この小野木先輩と向かい合うというのは凄すさまじい圧迫感があった。

「で、何だって？」

「実は……今期から部費が削減で、生徒会の藤田先輩から言づてを預かってきました」

　俺が資料を見せるが、先輩は一いち瞥べつするだけで受け取りもしないので、すぐに引き下げた。

「なんで藤田が直接来ないんだ？」

「応援部に伝言を頼まれたからです」

「だからそれじゃ説明になってないだろ？」

　口調はまだ穏やかだったが、小野木先輩の発する鋭い空気が刺すように俺を貫いていた。

　ダリアが何をしているのかは後ろにいるせいで見えないが、隣の吉野さんは少し怯ひるんでいた。この威圧感に耐え抜けという方が無理だ。

「まぁ、そこはいい。それより部費の話だけどな、その削るってのは俺たちの意見はお構いなしかよ」

「……そう、言われても、決まったことみたいですから」

　原因が日本経済の衰退のせいなのかは知らないが、しかしここまで話が下りてきている以上、校内での決定事項なのだろう。それを覆くつがえす力なんて俺にあるわけはない。

「おいおい簡単に言うなよ。それで迷惑するのは俺たちなんだよ。代理で来たならそのままお前が教師に掛け合ったり、何とか出来るだろ？」

「そ、それは……」

　恐怖で脳内が埋まっていた。例えば頭の中をコップだとするなら、そこに恐怖という水がぎりぎりまで張り詰められ、他のことを何も考えられなくなる。そんな感じだ。

「お前も昔は俺たちの仲間だったろ。何とかがんばれるよな？」

　言いながら一歩ずつ距離を詰められる度に、フラッシュバックする景色があった。

　辞めた日からずっと遠ざけていた最悪の日々の記憶。練習中飽きるくらい走らされ、体育館には吐いてそれを掃除させられたこと。練習中に倒れた挙句、バケツで水を浴びせられたこと。たった一人で練習後の体育館をモップがけさせられたこと。試合でパスミスして背中を蹴られたこと。

　その記憶が頭を巡った瞬間、もはや戦意はなくなって、完全に心が折れるのを感じた。

『──ダリア、やっぱ怖いよ。俺じゃ無理だ』

　そう伝えた。するとダリアは力強く答えてくれた。

『バカね。こういう時のために私がいるんでしょ。遠慮なく私を頼ればいいのよ』

『ありがとう。……それと情けなくてごめん』

『ばーか。ま、あとは私に任せなさいよ』

　ふっと意識が現実に戻ってくる。俺の身体からだの支配は俺の精神を離れ、ダリアが全てを指揮していた。

「「──先輩、こっちにも事情ってものがあるんです。納得できないなら今すぐにでも職員室に殴り込めばいいでしょ。俺たちみたいなのに八つ当たりせずにさ」」

　小野木先輩は俺の反抗に一瞬啞あ然ぜんとしていた。だがすぐに気を取り直す。

「……おい。遠葉ごときが俺に口答えすんのか？」

　一触即発の空気を感じ取ったのか、吉野さんが仲裁しようとしたのか、前に出ようとした。

「ま、待ってください」

　それを俺が手で制止する。

「「いいよ、吉野さん。最初に言っといたでしょ、ここは俺に全部任せてって」」

　そのキザな姿が苛いら立だちを煮詰めてしまったんだろう。凶相を浮かべて、小野木先輩は拳を振りかぶった。

「格好つけてんじゃねぇよ！」

　俺の意識だけを言うなら、もう魂が抜け出すくらいに怯おびえていたが、ダリアの操作する俺の身体からだはそんな臆病さとは全くの無縁だ。

　繰り出された拳を俺は平然と自分の手のひらで受け止めていた。そして、小野木先輩を睨にらみながら口を開く。

「「……なぁ、これってケンカを売られたってことでいいよな？」」

『ちょっ──やめろやめろストップ！』

　想像の遥はるか先を行くセリフを発言していたことに俺は愕がく然ぜんとしていた。

『ん？　なに？　いいところで』

『そんなセリフは人生で一度たりとも言う予定なかったんだけど！　不良漫画みたいな！』

『はぁ。じゃーいいじゃない。稀け有うな経験が出来て。素晴らしい。よかったわね。ラッキーね。おめでとう』

　俺たちが心中で暢のん気きな会話をしている最中、圧倒されていたのは小野木先輩だった。

「お前、本当にあの遠葉かよ」

　驚くのも当然だ。以前はと言えば、お察しの通り先輩たちの命令に唯い々い諾々従うだけの男だった。なのにここへ来ていきなり抵抗してきたどころか、殴り合いのケンカ上等という構えを見せたのだから、そりゃあ驚くと思う。その変化があんまりに突拍子がなさ過ぎて不気味に映ったのか、小野木先輩にも厭えん戦せん気分が見受けられた。だからダリアの脅迫的な言動はありつつも、ひとまず平和的に解決できそうで、俺は少しほっとしていたのだが。

「「どうするんだよ。やるのか、やらないのか」」

　気づいたら俺は恐ろしい挑発を仕掛けていた。いやこれは俺であり、俺じゃないんだけど。ともかく下手に見ていた相手に舐なめられて、黙っていられる小野木先輩ではなかった。

「黙れよ、クソがッ！」

　また襲いかかってくる。二回りくらい背丈の違う人間の攻勢は怖すぎる。俺の精神は痺しびれて、すくみ上がっていた。

「「覚えとけよ、先に手を出したのはそっちだ」」

[image: ]

『ちょっと凶暴すぎるんだけど!?　代役って銘打ってるなら俺の人間性に合わせたセリフでお願いしたいんだけど！』

　俺が心の中で叫ぶと、それと対照的にダリアの口調は静かだった。

『実を言うと私ね、先日初めて漫画ってモノを読んだのよね──だからこういうシチュエーション、結構燃えるのよ』

『俺の家にあった〝喧けん嘩か上等物語〟のことだよなそれッ！』

　しかも発言してるのも動いてるのも俺の身体からだだし。こんな適当な〝応援〟があっていいのだろうか。

　そうこうしている間に再び小野木先輩から拳が飛んでいた。俺はほとんどその軌道を目で追えていなかったが、身体からだは勝手に動いていてパンチを躱かわしていた。

　そして続けざまに俺は軽いローキックを放って、小野木先輩が姿勢を崩す。そこで相手の手首を取って捻ひねり、ひっくり返した。

　あっという間のことだったが、気づけば小野木先輩を俺はのしていた。そしてその見下ろす格好から言った。

「「今回の件、先輩から部員全員に伝えといてくださいね、お願いしますよ」」

「っ……お前……」

「「あと忘れ物です」」

　もう戦いの最中でぐちゃぐちゃになってしまったプリントをハーフパンツの間に押し込んだ。全体的にかなり屈辱的だったはずだが、勝敗としては結構歴然なところであり。さしもの小野木先輩も抵抗の意志を失ったのか、俺が手首を離すとよろよろとしながら去って行った。

　それを後ろから眺めながらダリアが笑っていた。

『見た？　ふふふ。正義は勝つのよ』

　これはこの先どうなるんだろうか。もう想像もしたくない。というかこんな思いもかけない激闘が起きたせいですっかり忘れていたが、この場には俺とダリアと小野木先輩以外にももう一人いたんだった。その反応を見るのが怖くて、恐る恐る振り向くと、吉野さんは顔を引きつらせながら俺を見ていた。

「じ、実は強かったんだね遠葉くん……」

　いきなりの暴力沙汰に間違いなく引いていた。

「う、うん！　いや、これはね、ただ無我夢中だったというか、俺の身体からだが勝手に動いただけというか……」

「……？　そうなの？」

「そういう感じで納得してもらえると、助かります……」

「わ、わかった」

　もうこの話題を引っ張るのも重いと感じたのだろう、吉野さんはそう言って話を区切ってくれた。

「でもね、約束して。次からは危ないことはしないで。もしどうしてもしなきゃいけないときは、ちゃんと私も交ぜてね」

「ま、交ぜる？」

　突然何を言い出すのかと思った。

「遠葉くん一人に危ないことさせたくないから。ちゃんと私にもリスクを背負わせて。一応、これでも部長ですから」

「わかったよ、もうしないけど」

「それが一番だね」

　しかし私も交ぜてなんて。すごい肝の据わった子だなぁと思った。




『あのさ、もう少し俺の人間性を考えて行動してくれないか？』

　体育館から校舎へと戻る最中、俺はダリアに文句を言っていた。これも含め、あの質問の一件もそうだが、本来の俺とは思えない言動が表に出すぎている。それらに関して吉野さんはどう思っているのか知らないが、不自然さくらいは感じているはず。隣を歩く吉野さんをちらっと見たが、とりあえずいつもと同じような優しげな柔らかな雰囲気で変わりはないのだが、それでも不安は募る。

『何言ってんの？　あんた』

『俺はあんな喧けん嘩かっ早ぱやい男じゃないから。穏健派だから。どっちかと言わずとも』

　肩をすくめながらダリアが言う。

『前々から言ってるけど、私の代役の能力はあんたが本心ではやりたいことをやらせる、促す力しかないの。つまりあれはあんたがやりたくてやったことに等しいわけ』

『あんな暴力沙汰をやりたいと思うか！』

『本当あんたいちいち細かいのよ。あんたの無能且かつ曖昧な指示通りにやってたら日が暮れるわ。むしろ見事に問題解決させてあげたんだから、目に涙を溢あふれさせて感謝を述べるくらいが妥当と思うけど』

『……どうも俺の本来の人間性を全然再現しないままにも問題を解決していただき恐悦至極です。やたら怪しく思える代役をご丁寧に演じていただき、ありがとうございました』

『いいことをして感謝されるっていうのは心ここ地ち好よいわね。いささか敬意がまだ不足している感はあるけど』

　さすがはダリアと言うべき、輪をかけて厚かましいセリフだ。

『でもなんであんな風に俺を動かせるんだよ』

『人々を応援するエルフとして、代役の力は精密に使えるよう訓練してるから。あれくらい出来て当然なの』

『そういうもんなのか……？』

　暴力を扱えるようにすることが出来て当然なの？

　というかそもそもの話、このダリアを含めたエルフという存在がメチャクチャなのだから、格闘術を使えるとか操れるとか、そんなことは些さ末まつなのかもしれない。




　ダリアと心の中で会話しながら体育館と校舎を繫つなぐ連絡通路を歩いている途中、向こう側、つまり校舎側から歩いてくる人物がいた。

「なんだ遠葉か。お前、練習、戻ってきたのか」

　そう言ってきた相手はバスケ部顧問の塩しお山やま先生だ。もうかなりお年を召している男性教師で、たぶん当高校最年長人物だ。顔にはかなり皺しわが濃く刻まれている。

「いえ……俺はもう、辞めましたから」

　俺は先生の顔を真まっ直すぐには見れずそう答えると、塩山先生は少し乱暴な口調で言った。

「じゃあ勝手にここへ来るんじゃねえよ」

「すみません」

　俺が謝ると鼻を鳴らして、塩山先生はさっさと歩き去った。

「行こう」

　吉野さんは俺と先生の会話に少々戸惑っていたようだが、俺が促すと再び歩き始める。

『なんか腹立つわね、あの上から目線の態度。不愉快だからあんたの身体からだ使って文句言ってやるわ』

　不意にそんな声が俺の心の中に響いた。何な故ぜか俺の代わりにダリアが怒っているらしい。

『人の体をスピーカー扱いするな』

『でもあの先生、あんたへのイジメのこと知ってたんじゃないの？　それについて一言言ってやったら？　私が直々に手伝ってあげてもいいから』

『どれくらい知ってたのかな。わからない。当たり前だけど、ある程度は隠してやってたから』

『でも空気くらいは伝わるものじゃないの？』

『いいんだよ。全部済んだことだし。それに俺も塩山先生のこと結構好きだったからさ』

『あっそ』

　そんな会話をして校舎に戻った後、応援部の部室で待ち構えていた藤田先輩に顚てん末まつを伝えた。その詳細にはちょっと驚いていたが、とりあえず任務が達成されたことを知り、喜んで去って行った。

「また何かあったら頼むかも、だって」

　先輩の去り際のセリフを吉野さんが復唱する。

「便利に使われてるのかもね」

　俺がそう返すと、吉野さんは笑った。

「ふふっ、そうだね」

　こんな感じで、俺の初めての応援部での一日は幕を閉じた。











四章






　段ボール箱に入った重たい書類を運びながら階段を上り、やっとこさ応援部のところまでやってきた。結構な重量があるため、今は吉よし野のさんがカギを開けてくれるのが待ち遠しい。

「ごめんね。遠とお葉ばくんにだけ運ばせちゃって」

　カギを鍵穴に差し込みながら、そう謝ってくれる。

「いいよ。こういうのが俺の仕事だから」

「ありがとう。ん？　……あれ。おかしい。開いてる」

　鍵穴を回すことなく吉野さんは扉を開く。すると中にはすでに一人、先客がいた。後ろに陽の光を浴び、深く影を作る人物。

「やあやあ。二人とも」

　扉が開くと同時に、ゆっくりとこちらを向いた。先日俺たちに依頼を丸投げした生徒会の藤ふじ田た先輩だった。とりあえず俺はまず長机の上に段ボールを置く。

「先だってはご協力どうも。大いに助かったよ」

「い、いえいえ」

　と吉野さんが答えて、そして続き、俺も気になっていることに関して質問をしてくれた。

「その一つ訊きいていいですか？　なんで部屋の中に？　私、カギ閉め忘れてましたか？」

「ふっ、生徒会特権だ」

　と言って藤田先輩はたぶんスペアのカギを晒さらした。これは横暴すぎる。呆あきれながら俺は訊たずねた。

「それで今日は何を？」

「いや、後輩に借りを作りっぱなしというのも何か変だろう。そこで何か助けられることがあればと思ってな」

　俺と吉野さんは互いに顔を見合わせた。

「じゃあ一つお願いしてもいいですか？」




「──なるほど。教師から預かったプリントの中から宝さがしか」

　応援部は普通生徒からお願いや依頼が来るものだが、時たま小間使いのように先生に使われることもあるらしく、今回もその一例だ。

　大きな段ボールの中に大量に詰まったプリントがあり、これは言うなれば職員室におけるプリントの一時保管場所、ハッキリ言ってゴミ箱のようなものだった。

　そこに誤って大事な資料を紛れ込ませたとは数学の清し水みず先生。何やら教師間でやり取りする書類で判を押したりしているので、コピーするのもあまりよくないし、可能ならサルベージしたいとのこと。難儀というか面倒というか、そんなミッションだが、与えられた仕事をこなすのが応援部。

　俺たちはそれぞれ長机の周りに座り、段ボール箱から書類を取り出し、次々にめくっていく。

「まあこの程度手分けすればあっさりいきそうだな」

「ちなみにあとこれと六つあります」

　俺が補足すると、藤田先輩は上を向いて衝撃を受けていた。とはいえ一度始めてしまった手前、そうそうやめるわけにもいかないという、乗りかかった船的な心境だったのだろうか。

　先輩も含め俺たちはお互いに素早くページをめくりつつ、しかし作業自体は単純明快で、軽く雑談しながらになっていた。

「ふ、ふふふ……。応援部というのはこういう作業をいつもこなしているのか？」

「もっぱらこんな感じです」

　吉野さんもさくさくプリントをめくっていき確認する。

「なかなかやるじゃないか。先生や生徒から任された雑用をこなして、実に立派だよ」

「ありがとうございます」

「我々も一部見習う必要があるかもしれんな」

「とか言って俺たちに昨日何か丸投げしましたよね、先輩は」

「うっ……」

　その会話の途中に、ダリアが大きなあくびをしていた。それはもちろん俺にしか聞こえない。ダリアはいつものように部屋の端っこに置かれた予備のパイプ椅子に腰かけており、俺はそっちを見ないように必死だった。ダリアの方を向いていれば、ほかの人からすると中空を見てるおかしな人物になるので。

『退屈ね』

　俺の邪魔をするようにそんなことを言うダリア。

『おかげさまでこっちはそこそこ忙しいけど』

『この状況だとろくに進展もなさそうだし。さっさと仕事終えて二人きりになるようにしなさいよ』

　何もしていない人間は気楽なことを言ってくれる。

『今全力でやってるだろ。あーそれとも、ダリア様にも手伝わせて差し上げましょうか？』

『この私がそんないかにもつまらなそうな平々凡々とした事務作業に付き合うわけないでしょ。私のエルフとしての才気をこんな行為で摩耗させたら世界の損失よ』

『どれだけ自分に自信あるんだよ』

『あんたが一人で、紙をむしゃくしゃ貪り喰くうヤギのように念入りに用紙を確認して、作業を今すぐ終わらせなさい。じゃないとこっちは暇なの。退屈なの。つまらないの』

『こいつめ……』

　相変わらず女王様的なことを言うなぁと思う。




　俺たち全員が作業に集中し始め、やっと二箱目に入ったところだった。

　コン、と一回だけ控えめなノックがあってから応援部と廊下とを隔てる扉が、申し訳なさそうな感じでゆっくりと開いた。手を懸命に動かしていた吉野さんも手を止め、俺も藤田先輩も顔を上げて、出入り口の方を向いた。

　そこには扉の上枠に当たってしまいそうな高身長の人物、小お野の木ぎ先輩が立っていた。すると藤田先輩はびくんと座りながら背筋を伸ばし、次の瞬間には扉の近くに移動していた。

　そして手と表情で俺と吉野さんに「さらば」と告げた後、後ろの隙間からあっという間に逃げ去った。逃げの達人を自称する俺も舌を巻くような鮮やかな俊足だった。

　その様子を見て小野木先輩も「なんだこいつ」とかなり怪け訝げんそうにしていたが、すぐにそのことも忘れたようだ。

　一方で困ったのは残される俺たちだ。ここで小野木先輩が現れる理由と言えば、当然先日の復ふく讐しゆう──みたいな風に勘ぐってしまう。あれだけしこたまやられたら気持ちも穏やかじゃないだろう。この状況は危険すぎる。いざとなったら吉野さんだけでもなんとか逃がさないと。

　だが、そんなバトル漫画みたいな決意はあっさり無駄になった。

　先輩はその図ずう体たいに見合わないくらいに縮こまりながら言う。

「……頼みが……あんだよ」

「た、頼み、ですか？」

　俺と吉野さんは思わず顔を見合わせていた。




「──つまり、今月退職される塩しお山やま先生に向けての最後の挨拶、その文章を一緒に考えればいいんですか？」

　吉野さんは内容をまとめて復唱し、それに小野木先輩は頷うなずく。

「簡単に言うと、な」

　小野木先輩の頼みということでおっかなびっくり訊きいたが、実際ものすごく平和な案件だった。塩山先生と言えば、先日すれ違ったあのバスケ部の顧問だ。

　その塩山先生が今度家庭の事情で退職するらしく、その最後の指導の後、よくある最後の挨拶についての内容を考えて欲しいとのことだった。

「俺はろくに授業も出てねぇし、まともに通ってもないからな。こんなワケのわかんねぇ部活があるなんて知らなかったんだけどな。この前のことがあってツレに聞いたんだ」

「あぁ」

　正直初耳なら〝ワケのわかんねぇ部活〟かもしれない。

「そしたらお前ら面倒事でも解決してくれるって言うんで来たんだよ」

「それが挨拶文作り、その手伝いなんですね」

　と吉野さんが再度確かめると、先輩はうなずいた。

「……そうだ」

　荒くれ者というか、世間一般で言う不良寄りの部員たちが集まっていたバスケ部だが、正直活動自体は結構真面目にやっていたと思う。俺が虐いじめられていた原因も俺があまりに運動音痴過ぎたことに端を発している。そして小野木先輩はそこの部長を務めている人物。当然だが、その挨拶を担当するのは彼になる。しかししっかり挨拶を考えたいという辺り、その強こわ面もてっぽい雰囲気に反して中身は誠実というか真面目というか。

『あいつ狼おおかみみたいに突っ張ってたくせに。案外ちゃんとしてるのね』

『俺も正直ちょっと意外だ』

　しかも俺たち後輩に頭を下げてその内容を相談しに来るなんて、なかなか出来ることじゃないだろう。

「先生、退職なさるんですね」

「ああ、辞めるらしい。ちょっと前にいきなり言い出しやがった」

　俺も一応バスケ部だったのに、そんなことは全く知らなかった。俺の友達の少なさや情報網のなさを鑑かんがみれば、耳に入らないのも自然ではあるが。

「俺は文章考えるのなんて全然無理だし、教師に相談するのも今更出来ねぇしな」

　先生に一目置かれている（というかビビられてる）小野木先輩が、教職員に頼れないのも当然っちゃあ当然の話だ。それでここへ来たというわけか。合が点てんがいった。

「ジジイが辞めるのはもう明日だ。時間がねぇんだよ」

「わかりました。一緒に考えましょう」

　吉野さんはそう応じた。




「あまり形式を重んじることなく、素直に感謝の気持ちや思い出なんかを伝えたら、きっと塩山先生も喜ばれると思います」

「そうかもな」

「ということで、こういうエピソードについての話を入れたいとか、こういうスピーチにしたいとか、要望はありますか？」

「……あぁ、どうするかな」

　小野木先輩は低い声で唸うなる。せっかく不要プリントの山があったので、それに草案を記していくことになった。俺も長くはなかったが、先生に教えを請こうた生徒の一人だ。一緒に俺も先生の思い出を手繰っていた。

　塩山先生は練習が非常に厳しかった上に、練習中に水を飲ませないとか、今時あまり効率が良くないと言われているトレーニングなんかもよくさせていた覚えがある。つまり割と古風な指導だった。

　そういう内部事情はどこから漏れ出るのか、しかしいろんなところに知れ渡っていた。スマホだのＳＮＳだののせいなんだろうか。ともかく同じ学校の他のスポーツ部や他校のバスケ部なんかも悪口をよく言っていたみたいだ。もちろん不良集団相手なので、陰口だけど。ただよそにどう言われようと内実、塩山先生は愛されていたんだなと思う。

　それが何な故ぜかと言えば、たぶん他のどの教師にも負けない熱意があったからだ。あの人はどうしようもなく不器用だったが、生徒を教えようという気持ちは強くて、練習には嫌な顔一つせずしっかり付き合ってくれた。

　俺が思っていたのと似たような話をぽつぽつと断片的に語り始めた小野木先輩。その時、また扉が不意に開かれた。

「お前なんでこんな場所にいんだよ、蓮れん」

　そう声をかけたのは同じく二年でバスケ部の小こ杉すぎ先輩と矢や山やま先輩二人だった。

「お前ら、勝手に練習サボって来てんじゃねぇよ」

　小野木先輩が言うと、小杉先輩は笑った。

「そりゃ蓮も一緒だろ」




　二人は小野木先輩を捜しに来たようだが、事情を説明すると、二人も協力したいと言い出してここに残ることになった。そして長机の椅子にかけることになって、二人は俺に軽く会え釈しやくする。

「と、遠葉くん、今回はよろしくな」

「あ、あぁ、遠葉くん。今日はよろしくお願いします」

　俺を虐いじめてたかつてのバスケ部の先輩たちだが、過去のあの堂々とした姿は今はなく、俺を見るにつけ相当萎縮していた。

「あの、普通に前と同じ呼び捨てで大丈夫ですから」

　小野木先輩からバスケ部の中で俺はどんな風に言われたんだろうか。知りたくもあり、いやでも知りたくもないような……。




　奇妙な展開になったが、総勢五人で内容を考えることになったわけだが、その後のやり取りはなかなか紛糾した。

「夏練習の話はもっとしっかり入れるべきだろ」

「もうこれ以上詰め込むと話が長くなりすぎんだろ。お前校長みたいなクソ長ぇ話、最後に聞きたいと思うか？　びしっと短くまとめなきゃいけねぇんだよ、こういうのは」

「って言っても、押さえるとこは押さえねぇと締まらねぇべ？」

「んじゃあ最初のとこから書き換えねぇといけなくなんだろうが！」

「いやでも俺、夏の大会は忘れられねぇし」

「あん時も一回戦負けだったなー」

「なーんで勝てないんだろうなぁ、俺たちは」

「別に練習サボってるわけでもねぇんだけどなぁ」

「くじ運だろ」

「なるほど、そうか」

「で、どうすんの。書き換えんのか？」

「ああ面倒くせぇ。……遠葉はどう思うんだよ！」

　小野木先輩に勢いよく聞かれて困ってしまう。

「い、いや……どうですかね、俺その時いなかったですし……」




　ふざけあったり、思い出話をしたりしたせいで、作業完了までそこから二時間弱かかってしまった。

「とりあえず……出来たぞ。お前ら見てくれ」

　時計を見たらもう強制下校時刻のギリギリだ。そんなタイミングで出来上がった原稿が小野木先輩の手から俺たちの方に回された。

　その中身だが、なんだかんだで俺たちはあまり手を貸していなかった。方向性を指揮することはしたものの、結局ほとんどは三人が自力で作った感じになった。あとは聞かれたら都度アドバイスに答えただけ。つまり応援部としての実質の作業は多少の校正を請け負ったくらいのことだろうか。

「いいんじゃないですか。これなら先生も喜んでくれると思います」

　と微ほほ笑えむ吉野さん。俺も中を覗のぞいた。少し乱暴な内容だったし、言葉遣いの正誤も少し怪しかったが、それでもバスケ部らしい中身になっていた。

「俺もいいと思います」

　それを聞いた三人は原稿に納得したようだった。

「じゃあこれでいくぞ」




　その日はそんなこんなでスピーチづくりが難航したせいで帰宅時間も相当遅くなり、俺と吉野さんは一緒に帰ることになった。

　一緒に下校、というのはこの応援部参加から初めての展開で、俺はにわかに興奮していた。あの吉野さんと帰り道を一緒に歩くなんて、前は夢見るくらいしか出来なかったようなことが、今は現実に目の前にある。

　住宅街の細い道をゆっくりと俺たちは進んでいた。

「いやー、今日はすごく賑にぎやかだったね」

　と吉野さん。

「そ、そうだね」

　賑にぎやかというのは実に吉野さんらしい温かみのある表現だと思う。俺みたいな一般人からするとあれは「うるさい」とか「やかましい」とかそういう感じの説明になるだろう。

「あのね、一つ訊きいておかなきゃいけないと思ったんだけど、遠葉くんってバスケ部ともめてたんだよね？」

　もめてたという表現は俺に最大限配慮した言い方だ。

「そうなるかな」

「今はどうして一緒に手伝ってあげてるの？　もしかして私が巻き込んだせい？　辛つらかったりしない？」

　吉野さんは心配そうに俺をのぞき込んでいた。何も言わなかったせいで不安にさせてしまったのなら申し訳ないなと思った。

「別に平気だよ。それに塩山先生がいなくなるの、俺も少し寂しいから」

「仲よかったの？　先生と」

「いや、そこまでは」

「なのに寂しいの？」

　立て続けに質問されて、俺は少し口ごもった。何か言外の意図があるように感じたから。

「近くにいた人がいなくなったら誰でも寂しいよ」

　俺の話を黙って聞いていた、吉野さんが急に立ち止まる。慌てて俺も足を止めた。

「……ねぇ遠葉くん」

　俺は振り返り、吉野さんと向き合う。

「少し寄り道しない？」




　吉野さんに誘われて、途中で電車を降りて向かったのは例のコスモスが咲く百ひやく分ぶん公園だ。

　しかしどういう風の吹き回しだろうか。電車を途中駅で降りてまで公園に行こうって誘われるとは。

　こういう状況に巡りあってはつい邪推をしてしまう。つまり特別好意的なイベントが待っていたりいなかったり。いやでもあの難攻不落の吉野さんがまさかな。

　しかし常識的に考えて、そもそも快く思ってない相手は寄り道に誘わないよなぁ、たぶん。……ってことは、どういうことなんだ？　などと、ついごちゃごちゃ複雑に妄想してしまう。

『これ、いい雰囲気に出来そうだしチャンスよ。なんとかものにしなさい』

『む、無茶言うなよっ』

　相変わらずダリアの命令は雑だし無謀だ。こんなのまともに聞いていられない。

　俺たちは同じベンチの端っこと端っこに座る。微妙に開いたこの隙間が俺たちの心の距離なんだろうか。

「付き合わせてごめんね、こんなとこまで」

「い、いや別に、全然大丈夫だから」

『あのね。俺も少し寄り道したい気分だったから、くらいのこと言いなさいよ、あんた』

　と、ダリアは遠巻きから監視しつつケチを付けてくる。うるさいやつだ。

「まだ秋コス桜モス咲いてるね」

　吉野さんは公園の中央部に咲いている秋コス桜モスを眺めていた。秋の終わりがけになって、それでもなお秋コス桜モスは頑張ってその花を開き保っている。

「あと少し経たったらもう見れなくなるのかな」

　吉野さんは感情を抑えた、平へい坦たんな声でそんなことを続けて言った。

「たぶんそうだね」

　秋の終わり、暗い夜空の下、街灯の明かりに照らされた吉野さんの顔は切なげで。近づくだけでもろく崩れそうな危うさをはらんでいた。

「もしだけど……」

　ぽつりと小さな呟つぶやきが響いた。

「遠葉くんがもし、みんなとお別れしようって言うときにね、遠葉くんは別れを惜しんでもらいたい？」

　不吉な語り口に俺は思わず目を大きく見開いた。

「えっ？」

「私はね、何も言わずに消えてみんなに忘れてもらいたいなって思う。だって誰も悲しませたくないもん」

　俺には吉野さんが泣いているように見えた。でも俺が動揺したのを察知したのか、吉野さんはその影の一面をすぐに引っ込めた。

「なーんてね」

　あっという間にいつもの吉野さんが帰ってきていた。

「今日のバスケ部の人たちの話を聞いてたらセンチメンタルな気分になっちゃったんだよねー。恩師とお別れなんて辛つらいよね。そしてそういうときはふらーっと、ここに来たくなっちゃうという。本日は遠葉くんにもお付き合いいただいてますけど」

　冗談めかして笑みを浮かべる吉野さん。

　彼女は深い何かを抱えているんだろうか。志し倉くらさんが前にそんなようなことを言っていた。

　でもこの子はいつもこんなに明るくて、楽しげで、笑顔で、不満一つも言わず、優しい。だけど、いやだからこそと言うべきか、深い鬱屈が、懊おう悩のうがあるんだろうか。

　そして俺はそれを訊たずねて掘り出して、受け止められるだけの度量があるんだろうか。

　しばし会話のない静かな時間が流れた。沈黙が辛つらくなって俺は口を開く。

「応援部ってさ、なんか不思議な名前だよね」

　そんな話題の切り替えに吉野さんも楽しげに乗ってくれた。

「そうだね。こんな名前の部活聞いたことないし、面食らっちゃうよね。実際小野木先輩はワケわかんないって言ってたし」

　言いながら吉野さんは苦笑していた。

「前に、吉野さんは俺に訊きいたよね。なんで応援部に入ろうと思ったかって」

「そうだね」

「じゃあ吉野さんはどうして応援部を立ち上げたの？」

　その質問に僅かに考え込む様子を見せたが、あまり大きくない声で吉野さんは答えた。

「応援っていうのは、最後の一歩を踏み出すための勇気を出させてあげることだから、かな？」

「どういう意味？」

「うーん。私はね、やらなかった後悔ほど人生を蝕むしばむものはないって思ってるんだ」

「蝕むしばむ、かあ」

「やっぱりやってその上での後悔と、やらなくてあとでやっとけばよかったなあっていう後悔だと、きっと後者の方が重いと思うの」

「そうかもね」

「だからその後悔を無くすためにお手伝いしようかなって思ったのが最初。でも、結局ただの便利屋さん状態になってるんだけど」

　吉野さんはそう言ってまた苦笑いを浮かべていた。今日の吉野さんは影が濃い。俺に何か出来ることはないんだろうか。彼女にしてあげられることはないんだろうか。

「私たちってすごく一緒にいるような気がするのに、本当にまだまだお互いのこと全然知らないね」

　このときの俺の精神状態は後になっても自分でよくわからなかった。

　ただなんとなく、その吉野さんの言葉に寂しげな響きを感じていた気がする。

「今、思い出したんだけど。前のゲームの続き、終わってないよね」

「えっ？」

　突然のセリフに吉野さんは驚いていた。

「前にも同じこと訊きいたけど……吉野さんは、さ。俺のことどう思ってるの？」

　その問いかけに、街灯の頼りない明かりで照らされた彼女の顔がかあっと赤らんでいく。

　俺を見て、一度目線をそらして、しばらくしてもう一度顔を上げてから口を開いた。

「……同じ部員で、特別なクラスメイト、かな？」

　特別という単語に過剰反応してしまうのは男子高校生の性さがなんだろうか。どう受け止めていいか迷っているさなかに、吉野さんが続いて言う。

「次は私の番だよね？」

　言われて俺は息が詰まった。何を聞かれるのか、この会話の行く先がまるで想像できない。

「遠葉くんには気になる人っているの？」

　小さめの声で訊たずねられて、答えに窮した。

「気になるって、それは……」

「それは？」

「いや……その……」

　しばらくの沈黙の後、吉野さんの目がふっと乾いたものに変わる。

「……ふーん。私にも秘密なんだ。でもしょうがないよね。だって私たち所詮ただのクラスメイトで部員同士でしかないもん」

　明らかに拗すねた感じの態度を見て、焦じらされた。ただ覚悟がやっぱり決まらない。

「……俺が……」

　途切れた、掠かすれた俺の声を吉野さんは遮るように言った。

「いいよ、気にしないで。別に遠葉くんのこと、そこまで興味があるわけじゃないし」

「俺が気になる人は今、目の前にいるよ、……うな……」

　俺が紡つむぎ出したのは、どうにも中ちゆう途と半はん端ぱすぎる答えだ。

　はっとして吉野さんは背けていた顔を俺に向けた。ただ最後まで俺の言葉を聞いた後にはその表情に苦笑が混じった。

「……何それ。曖昧だなぁ」

「そっちこそ曖昧じゃんか」

「……だね」

　果たして吉野さんは俺になんて答えてほしかったんだろう。その正答が常識的な当たり前の考察で導き出せるような内容でも、しかしそれがあまりにも出来すぎた未来に繫つながっている気がして。

　だから臆病すぎる俺には何もかもが疑うたぐり深くて、結局その日はそれ以上のことは何もなかった。




　公園での吉野さんとのそのくだりがあってからの夜、ちょうど寝る前のことだ。寝巻に着替えて、冷蔵庫でコップ一杯水を飲んで、さあ寝ようというところ。

　そこでダイニングルームで漫画を読んでいたダリアに引き留められた。

「ちょうどいいわ。ちょっと話があるからそこに直りなさい」

　剣けん吞のんな出だしに俺は少し身構えた。

「な、何のだよ」

「今日のことよ」

　ここでそう言われて思いつくのは一つだ。

「もしかして公園の？」

「そう。正直あんたにしてはよくやるじゃない──」

　珍しく褒められるのかと思って感動していたわけだが。

「と、思ってたわ途中まではね。その後は一瞬でもあんたを褒めようと思った自分を呪いたくなったけど」

「あのう、それは誇張表現じゃない？」

「ああ、失礼。言葉を誤ったわ。自分の愚かさを恨み憎み呪い殺したくなった、の間違いね」

「悪化してるんだけど」

「あんた、あんな滅多にない機会も上う手まく活いかせないってどういうことなの？　あそこまでいい感じになっておいてしくじるって何？　恋愛反面教師でも目指してる？　あえて自分に縛りを課してるの？」

「い、いいだろ。別に進まなかったわけじゃない。何事も一歩ずつでゆっくりといけばいいんだよ、千里の道も一歩から……」

「それじゃあ一生このままの関係で停滞してていいと思ってんの？」

　ぴしゃりと言われて俺は口をつぐまされた。

「……それはさぁ、進展があったほうが嬉うれしいけど」

「だったらなにか動くしかないわけ。わかる？」

「はい」

　とまあ、あっさり俺は言いくるめられていた。

「やっぱりヘタレの中のヘタレのあんたには、明確な目先の目標がないと何もできないみたいね」

「そんなことはない！　……とは言い切れない……」

　俺のような優柔不断な人間には、そういうはっきりしたことが必要なのかもしれない。

「ならね、デートにでも誘いなさいよ」

「いきなり無茶だろ。ハードルが高すぎて俺には無理だって」

「出来るでしょ」

「出来ない」

「だから、出来ないっ！　わけがっ！　ないのっ！　私がいるんだからっ！」
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「でもさぁ断られたらさぁ……どうすんだよ」

「あの空気で失敗するとでも？」

「この世界はどんな可能性も否定されない」

「あんたは石橋を叩たたいてる間に石橋の上でくたばるような男ね」

「あぁ、まぁ、そうなのかもなぁ……」

「罵倒されてんだから否定ぐらいしろ間抜けバカっ。とにかくね、ネガティブなことは終わった後に考えなさい。……あっ。うーん、でもデートの口実はどうしよう」

「ちょっと。当事者の俺を置き去りにしていきなり一人で考え始めるのやめてくれる」

　しかし俺の指摘もむなしく、またもダリアはもう猪ちよ突とつ猛進モードに入っていた。

「そうね。『花降る夜』って小説あったでしょ。あの実写映画に誘いなさいよ。確かあの子も読んでたのよね？」

「読んでるけど。実写映画がやってるとか、やけに情報通だなぁ」

「だから何？」

「まぁ、いいけど…………いや、やっぱりよくない！　こういうのはもう少し後のタイミングで機会を選んで、それに適した瞬間を厳選して……」

　俺の心変わりは当然ダリアには受け入れられなかった。

「明日やるわよ」

「はい？」

「そういうことで。じゃ、おやすみなさい、さようなら。明日をお楽しみに」

　ぱたんと漫画を閉じて、本棚にしまうとさっさと彼女の寝室に行ってしまう。その強引な計画に対してろくに反論の機会もないまま、俺は翌日を迎えることになった。




　放課後、授業が終了してすぐ俺たち応援部とバスケ部の昨日の三人で集まっていた。

　今日、塩山先生の最後の指導が行われる。その際に花を贈ることになっているのだが、その保管場所として応援部を使うことになっていた。

　そして時間になったところで俺たちが花を持っていく、そういう算段だ。

「悪いな、ロッカーみたいな使い方して」

　小野木先輩に謝られてつい恐縮してしまう。

「そ、それは全然」

　しかし一回ケンカで勝っただけで関係性というのはこうも変わるもんなんだろうか。不思議なことだ。俺が両手に抱えるように花を持ち、そして吉野さんがカギを開ける。奇くしくも前日と似たような構図。

「あれ、カギがまた開いてる」

　そこも同じなんだ、ということは。

　俺と吉野さんが先に入ってみて、やはりいた。藤田先輩。そして部室は昨日プリントでぐちゃぐちゃ散らかっていたはずなのに、完璧に整頓されていた。

「お、来たな。昨日とこの前の詫わびとして昼休みに来たときに掃除しておいたよ。この部室にしては珍しく汚れていたのでな」

「すみません。ありがとうございます」

　吉野さんが謝罪と感謝を告げる。

「しかしなんだその花は」

「これは──」

　俺が説明しようとしたその時、それを遮って吉野さんが叫んでいた。

「待ってください！　ここに置いてあったプリント、挨拶の原稿はどこへやりましたか？」

　その言葉を言うのとほぼ同時に、残りの三人が入室してくる。バスケ部の強こわ面もてたち三人がやってきて藤田先輩は一気にすくみ上っていた。

「掃除したんだ。つまり捨てたということだが……。もしかして何か捨ててはまずいものがあったのか？　落書きのようなものばかりだったから、よく見ずに捨ててしまったのだが」

「まずい……」

　俺が呟つぶやき、吉野さんが訊たずねる。

「どこに捨てたんですか？」

「もうゴミはまとめて業者が持って行ったはずだ。今日はゴミ収集業者が来てくれる日だから、せっかくならと掃除した、ん、だが……」

　事情をすべて理解した小杉先輩が青筋を立てて、まるで殴りかからんばかりに勢いで言う。

「お前っ！」

「も、申し訳な、……ひぃっ」

　だがその怒りを小野木先輩が制する。

「終わったことはもうどうでもいいから、お前さっさと失うせろ」

　まさに蛇にらみという感じで、震えながら藤田先輩は部屋を出ていこうとする。だがその前に俺たちの近くに寄った。

「……す、すまない。本当に」

　小声で謝られてしまった。その悲痛な姿が見ていていたたまれなくなる。

「先輩は善意でやってくれただけのことですから。全然気にしないでください。あとはこっちで何とかします」

「ああ。自分はもう邪魔みたいだから行かせてもらうが、本当に、悪かった……」

「いいんですよ」

　別に悪意があったわけじゃない。強いて言うなら巡りが上う手まくいかなかった。それだけのことだ。




　藤田先輩が出て行ったあと、室内には深い嘆息が充満した。

「問題はこっからどうするかだ。お前ら内容覚えてるか？」

「いまいちだな。騒ぎながら作ってたし」

「俺も」

「時間もないしな」

「今日だけは参加したいよな練習」

「ああ」

　簡単には解決策は出てこない。各おの々おのがぽつぽつと自分の意見を言うと、すぐに沈黙してしまう。壁に据え付けられた時計を見れば、もう練習開始時間までわずかだった。

　そんな折、吉野さんに服の裾を引っ張られた。

「ちょっと遠葉くん、いいかな」

　そう耳打ちされて、部屋の外に誘導された。

「どうしたの急に」

　聞かれたくない話なのだろうから、廊下でも小声でしゃべっていた。

「一応ね、私が作ってた原稿があるの」

「吉野さんが作ったのが？」

「こういうの書くのは多少慣れてたし、小野木先輩たちが使うテンプレートになればいいかなと思って。でも最後まで必要なくて鞄かばんの中にしまってたんだけど」

　そういえば吉野さんも並行して何か書き物をしていたが、あれかと思い当たった。

「じゃあそれを貸してあげれば」

　そんな抜群の解決策があって、これの何が問題なのだろう。というか俺は何を問われているのだろう。

「……そうなんだけどね。これでいいのかなって」

「えっ？　なんで？」

　思わず上ずった声で問い返していた。

「これを読むのなら、それは私の言葉を伝えるだけになるよ。形だけ取り繕って、それっぽい言葉を並べて。そんなのを塩山先生は望んでるのかな」

　その意見には確かに賛同できる部分がある。俺は返す言葉に詰まってしまった。




「先輩、よかったらこれを使ってください」

　部屋に戻ってきて、吉野さんは自分の学校鞄かばんから原稿を取り出して、小野木先輩に手渡した。

「何だよこれ」

「今日までにうまくまとまらなかった場合のために、一応同時並行で私が作ってた原稿です」

　三人はそれぞれの手に原稿を回しながら、感想を呟つぶやいていた。

「へぇ」

「いい感じじゃん」

「ま、普通はこういうもんだよな」

　なんというか諦めに似た感情のこもった声音が俺にはとても印象的だった。

「……時間もないしこれで行くか」

　小野木先輩のその鶴の一声で、結局そう決まった。




　俺たちは部室でちらちら時間を確認しながら、予定された時刻より少し前に動き始めた。

　そして体育館に到着したタイミングで、すでに練習は終わりとなっていたらしく、部員たちが円陣を組んでその周囲に集まっていた。

「吉野さん」

「うん」

　俺たちは頷うなずきあって駆け足で体育館に上がり込んだ。

「お前らなんで勝手に入って来てる」

　塩山先生の怒りの声が飛んだ。どう釈明しようかと思ったが、代わりに答えたのが小野木先輩だ。

「いいんだよ、俺が呼んだんだ」

「最後の日まで勝手にしやがって」

　部外者の参加を先生は嫌がっているようだが、あそこまで関係しておいて最後はなるようになれと放っておくのもおかしな話。俺たちはどうしてもここに参加したくて事前に小野木先輩には許可を取ってあった。

「おい、あれ持ってきてくれ」

　小野木先輩が頼んだので、俺は後ろ手に隠していた花束を前面に晒さらして、先輩に渡す。

「ちっ、そんなもんいらねぇんだよ。いちいち」

　花を目の前に先生はそんな憎まれ口をたたいていた。

「黙って持ってけよ」

　花束はまず小野木先輩にわたり、そして一歩前に出た先輩から塩山先生が受け取る。そのまま花を片手に抱え、先生は無言で去っていこうとする。

「最後に挨拶させてくれ」

　その言葉に先生はゆっくりと小野木先輩たちの方を向く。そして先輩は吉野さんが手渡した原稿を読み上げ始めた。

「──塩山先生。二年間私たちをご指導くださり本当にありがとうございました。日々の練習をいつも温かく見守っていただいたことが部員一同にとって励みとなり、──」

　吉野さんが書いた原稿は彼女らしい品行方正な文面で、それが小野木先輩の低い男声で淡々と読み上げられていく。

「また常日頃から丁寧なご指導を賜れたことに深く感謝しております。塩山先生のご指導のおかげで私たちは一層バスケットボールを愛する──」

「もういい」

　突如、何の前触れもなく塩山先生が呻うめくような声で言い、小野木先輩は原稿を下ろして読み上げるのをやめた。空気が凍りついていくのを感じた。

「……なんて言ったよジジイ」

「もうやめろ。それ、お前が書いたもんじゃないだろ」

　その一触即発の空気に、俺も含めその場の全員が二人のやり取りを固唾を吞のんで見守っていた。

「俺はな、誰か知らん人様の書いた行儀のいいスピーチなんぞ聞きたいとは思わん。こんな日にまでな」

　つまらなそうに告げられたその言葉で小野木先輩の怒りに火が付いたみたいだった。

「ンだと？」

　だがその怒気もまるで意に介さず、そそくさと歩き去ろうとする。その姿に向けて小野木先輩は怒声をぶつけていた。

「おい待て、ジジイ！」

　襲いかからんばかりの勢いの小野木先輩を他の二年の先輩たちが羽交い締めにして必死に押さえつける。

　このまま行けば最悪の別れだ。塩山先生だってバスケ部のことを思っているはずなのに、バスケ部だってもちろん先生のことを思っているはずなのに。

　お互いに少しずつ不器用なせいでこんな風に失敗する。俺は言葉を失っていた。

「ろくにこっちのこともわかろうとしない、頑固老人が！　さっさと出てけよ、あんたは結局最後まで俺達と本気で向き合わずに消えるんだろ？　結構だよ、あんたみたいな雑ざ魚こ監督はここには必要ねぇんだよ！」

　どんな煽あおり文句を受けても塩山先生は歩を緩めなかった。そしてもう体育館の出入り口というところまで行ってしまう。




　別にこのまま放っておいたって正直何ら問題はない。だってこのバスケ部は俺を好き放題いたぶってくれた敵だ。因縁の相手だ。それがちょっとしたボタンの掛け違いのような出来事で仲たがいする、結構なことだ。ざまあみろ、だ。俺を虐いじめた罰が当たったんだ。適当に苦しんでくれていい気味だ。

　──なんて割り切れれば楽なのにな。

　でも俺は見てしまった。小野木先輩たちが普通の生徒として部員として、先生のことを語る姿を、思う姿を。それを見たら過去の俺たちの関係なんて、捨ておいた方がいい。

　だって、出来なかった後悔は人生を蝕むしばむ──そして、それをさせないための、応援部なんだろ。




『ダリア、頼みがあるんだ』

『何よ』

　状況を静観していたダリアが応える。

『俺が文面を考えるから、ダリアはそれっぽく俺に演技させるよう手伝ってくれ。セリフはこんな感じだ──』

　俺が内容を告げると、ダリアは絶句していた。

『本当にそんなセリフ言っていいの？　当然だけどこれは私が言うんじゃない。あんたがあんた自身の口でそれを言うことになるのよ。嫌われるのが怖くて誰とも友達を作れなかったようなあんたが』

　念押しされて一瞬怯ひるみかけたが、覚悟は変わらなかった。

『かまわない。どうせ最初から疎うとまれてるんだし、バスケ部の評判なんて気にならない。先生ももうお別れだしね』

『思ってもないこと言うのね』

　全部察しがついているみたいにダリアは冷たい声で言う。

『けどわかった。あんたがそう言うなら、やるわ』




　自分の行動が切きつ欠かけで今のような事態を生み出した、吉野さんはそんな後悔を包んだ悲痛な表情をしていた。

　でも俺はその顔に向けて一瞬視線を向けてサインを送る。彼女はどういうことか判じかねていたみたいだが、その間にも俺はダリアの代役の力で一歩踏み出していた。

「「あぁ、小野木先輩も同じようなこと思ってたんですね」」

　大声でそう言うと全員動きを止めて、俺に注目が集まった。塩山先生も俺が演説を始めるとは思っていなかったからか、驚きで足が止まっていた。

「「だってそうじゃないですか。塩山先生のやらせる練習は前時代的だし、話すのは大体決まって精神論根性論。勝つための戦術や戦略は二の次で、うちのチームは頑張ってるのに大会は一回戦負けもざら。どうしようもない空回り。練習試合もろくに勝てないこの無様な弱小部活を作り上げたのは、他ならぬ塩山先生ですよね」」

　あまりにも残酷な言い様に全員が呆あつ気けにとられているのを俺自身感じた。

「「それで結局何の成果も残せないのが怖くて、批難されるのが恐ろしくて、それでこのままおめおめ逃げ出すんでしょ。誰より何より無様なのは塩山先生だ。監督失格だと思いますよ」」

　その言葉に明らかにバスケ部の非難の目が向けられ、次の瞬間には俺に向けて罵ば詈り雑言が飛び交っていた。

「おい黙って聞いてりゃお前──ッ！」

　今度は小野木先輩は俺に向かって激げつ昂こうしていた。

「「いいですよ。またやりますか？　ケンカ」」

「上等だ、今度こそぶん殴ってやる！」

　今にも本気で殴り合いが始まる、そんな状況だった。

「全くだ」

　それを止めたのは塩山先生の一言だった。その言葉で騒ぎは一気に収まった。

「遠葉お前の全部言うとおりだよ。だから辞めるんだ。俺はここに必要ない。お前らの重荷になるだけだ。俺以外の誰がここに来ても、俺より良いい指導をするだろ。だからもういいんだ」

　疲れた声で先生は語る。

「ふざけんなッ！」

　そう吠ほえたのは小野木先輩だ。

「今まで俺たちにさんざ教えといて今更全部間違ってましたってか？　勝手なこと言うなよ、クソジジイ！」

「だが事実なんだろ、遠葉も言ってる。引率先で他校の先生にも色々教わったが、全然付いていけなかった。……俺くらいの歳としにもなるとなぁ、情けないが、もう新しいことが覚えれんのよ」

　今までずっと弱みを見せず、その年齢に見合わない猛たけ々だけしさで自分を隠していた塩山先生が、今ようやくその仮面の下に隠していた内面を晒さらした気がした。

「……悪いなぁ、お前らを全然勝たせてやれなかった」

　掠かすれ声で塩山先生は小さく言う。だがそれに反するように、小野木先輩の熱のある大声がぶつかった。

「うるせぇんだよ！　誰があんたにその〝良いい指導〟ってのを頼んだんだよ！　勝負だからな、勝ち負けが大事なのは確かだよ」

　その言葉を先生は食い入るように聞き入っていた。

「でもな毎日毎日、朝練から何からいちいち見に来て、ごちゃごちゃとやかましく教えてよ。休みの日も引率して、必死な顔して試合を見守って、負けたらあんた一人でこそこそ泣いてたろ。そんな人間を俺らが憎んだり、恨んだりしてるわけねぇだろうが……！」

　いつもあれだけ厳いかめしかった小野木先輩も実際はこれだけ繊細な思いを抱えていた。本当に人の心なんてわからないなと、そう思った。

「ここには、あんたを嫌いな奴やつなんていねぇよ……一人もいねぇ」

　バスケ部全員の視線が塩山先生の目を捉えていた。それを見た先生は、僅かに口の端を緩め、微ほほ笑えんだ。

「お前たちの気持ちを疑って悪かった」

　わずかに涙ぐんだ後、それを見せたくなかったのか、先生は背を向けた。

「楽しかったよ、お前たちといれて……。今までありがとうな」

　そう残して先生は去っていった。

　後には重く湿った空気だけが残り、誰も声を上げない。もう俺たちはここにいるべきじゃないと悟った。

「行こう、吉野さん」

「……う、うん」

　頷うなずき、吉野さんは俺の後をついてくる。さらにその後ろからついてくる人物の声が聞こえた。

『あんたにしては珍しく冴さえてたわね』

　皮肉でもなんでもなく、珍しく本当に俺を褒めているらしかった。

『あの人たちはみんな不器用なんだよ、いろいろと。俺はそれを知ってたから。だから素直になれるようにしてあげただけだ』




　廊下まで出たところで、バタバタと走ってくる音が聞こえて振り向いた。

「待てよ遠葉！」

　バッシュのままユニフォームのまま、そこに小野木先輩が立っていた。

「……なんですか？」

　息を整えながら、小野木先輩は言う。

「キザな、余計なことしやがって。全部目もく論ろ見み通りって面つらで出てってんじゃねぇよ」

「いろいろすみません。本来請け負ったのと違うことをしたような気がします」

　それを聞いて、先輩は眉根を寄せて渋面を作り、その後穏やかな表情に変わる。

「お前たちのお陰で助かった、ありがとう」

　初めて聞いた感謝の言葉は、でもすごく心地よかった。

「俺がしたの、悪口を言ったくらいですよ」




　部室に戻ってから、吉野さんに言われた。

「また遠葉くんに助けられちゃった」

「小野木先輩にも言ったけど俺は何もしてないよ」

　しかももしアレが助けたというのでも、やったのはほとんどダリアなわけだし。俺が感謝されると申し訳なく感じてしまう。

「でもやっぱり遠葉くんって普段と変わるときがあるよね」

「え、そ、そうかな？」

　口先で誤魔化すのもそろそろ限界かもしれない。とはいえ真実を話すわけにもいかないが。というかまず信じてもらえないだろうし。

「うん。なんか時々力強くなるというか、勇ましくなるというか」

「わかんないけど、火事場の馬鹿力的なアレ……かも」

　俺の思考力ではこんな苦しい言い訳しか思いつかない。

「けど今日は本当にありがとう」

「うん。本当にあのやり方でよかったのかはよくわからないけど」

　なおも俺が自信なさそうにしていると、吉野さんはニコッと笑った。

「あのね。遠葉君は〝最低に〟いい人だったよ」

「それなんかおかしいよ」

　その日はいい時間だったしそれで部活終了。吉野さんは日報を作るなど事務作業があるということで残り、俺は部室を去った。そしてダリアも後ろからついてくるのだが……。




『──っていい雰囲気で終わらせてたけど、なんか忘れてるわよね』

『えっ？』

『デ・ー・ト・の・約・束！』

　うん。完全に忘れていた。











五章






　映画の約束が決まった後には、現地で待ち合わせたりする都合上電話番号を交換しておいた。

　まさかこんなことが起こるなんてと俺は感動しきりだった。さっきまではあんなにダリアの指令にぶつくさ文句を垂れていたくせに、今は逆にダリアに感謝でいっぱいだった。

「あんた今日はいつもの馬ば鹿か面づらがより一層悲惨で壊滅的な状況になってるわよ。そんなに嬉うれしかったわけ？」

　帰り道あまりに俺が浮かれ気分だったからか、ダリアの悪口もどこ吹く風で通り抜けていく。俺はスマホで、何回目かわからない『吉よし野の楓かえで』の画面を覗のぞきながら返す。

「一日中この名前を見てたいくらい嬉うれしいね」

「あっそ。帰ったらガムテープ貸しなさい。あんたの顔面にそれ括くくり付けてあげるから」

「頼むからやめてくれ」

　解放されたいダリアからすれば嬉うれしい進展のはずなのに素っ気なく、悪口もどこか空虚な響きがあった気がした。

「ま、ともかくようやく上う手まくいき始めたわね」

「こっからどうなるかわかんないけどなぁ。出来すぎの偶然は終わって、もうそろそろ吉野さんに愛あい想そを尽かされるかも」

「相変わらずの小心者。少なくともいい方向に進み始めてるのは事実でしょ？」

「それはそうなのかな」

　俺の言葉を聞いて、ダリアはもう飽きたとばかりに大きく背伸びをしていた。

「んー、で、今日は夕ご飯どうするの？」

　そう訊たずねられて少し考えてしまう。普段は大体コンビニだったり、出前で済ますけど、今日は気分がいいしちょっとした節目だし、美お味いしいものを食べてもいいかもしれない。

「……悩む」

「優柔不断ね。それくらい即答しなさいよ」

「ちょっとくらい考えたっていいだろ別に」

　相変わらずダリアの指摘は理不尽というかなんというか。こういった際の食事も外食が出来れば簡単なのだが、ダリアが一緒だとそれもできない縛りがあって結構キツイ。

　というのも他人の目に映らないダリアが人前で食事をするというのは異常な状況を作ってしまうからだ。俺の立場からはいまいちわからないが、たぶん食器が浮いたりしているように見えるんじゃないだろうか。何にせよ以前ダリアからは可能な限りこの世界に余計な影響を与えたくないというような話を聞いているし、軽々にそういうことはできないわけだ。

「でもダリアも一緒にどこかで食べれればいいのにな」

　一応この辺のレストランなんかは入学して以後、適当に巡ったりしていて、多少は詳しい。そのうちの美お味いしかったところにダリアを案内出来たらいいんだけども。

「別に私はそんなにたくさん食べる必要ないし、あんたがそれについて気を使う必要ないから」

「それ前に言ってたな。でもなんで平気なんだよ」

「私たちはもっと違うものをエネルギーにして生きてるから、ってとこ？　わかりやすく言うならね」

「ダリアってエルフ、……なんだもんなぁ」

　するとダリアが半目になって睨にらんできた。

「あんた未いまだに疑ってるの？　ここまでやって来て。ねぇ、バカなの？　それも救いようのないレベルの」

「だってさぁ」

「ま、ともかく。食べるのは欲求を解消するためだけのことなの。だから食費が気になるんなら別に私の分は抜きでいいわ」

「いや別にいいよ、そんなのダリアが気にしなくても」

「そっ」

「代わりにってわけじゃないけど、もう少しエルフのこと聞かせてくれないか？　思えば俺はダリアのこと、ろくにわかってないから」

「ネチャネチャしたキモイこと言わないでよ。鳥肌立ちそうだから」

「いいだろ、気になるんだから」

　俺が再度言うと、仕方なくという体でダリアは話し始めた。

「私はほとんど生まれて物心がついてからすぐにこの世界に居ついてる。そこで人間の生き方とか風習や文化を理解していく。そうした上で人々を応援するの」

「へぇー」

「私たちの寿命はこっちの時間単位で言うと二百年以上みたいだから、かなり色々見聞きすることになるわね」

「故郷はどんな感じなの？」

「そうね、本当に森に棲すんでるだけって感じ？　ものすごく深くて、高い背の木々が生えたつまんなそうな森よ。ま、さっきも言った通り、私はほとんどこっち住みだから故郷のことはあんまりわからないけどね」

「帰らなくても寂しくないのか？」

「別に。ただ今回はちょっといろんな事情があって行き来したけど。それも大変だからそうそうはできないし」

　事情という言葉を使って、ダリアが何かを濁したのは俺も感じた。たぶん他にも秘密を複数抱えている気がする。でもそれを追求しようとは思わない。人間隠し事の一つや二つあるのは当然で（エルフだけど）、それを根掘り葉掘り聞きだしたくはない。

「そうなんだ。じゃあさ……ダリアには両親っているのか？」

　身辺調査のごとく続けざまに訊きくとダリアはいかにも不愉快そうだった。

「ねぇ、何これ。インタビューか何かなわけ？　面倒くさい質問攻めで。週刊誌にでも売り出すつもり？　いい加減答えるのもアホらしくなってきたんだけど」

　でももし本当にインタビューとして記事にまとめても、だれにも見向きもされないだろうな。荒唐無稽すぎて。話しながらそんなことを思っていた。

「これが最後だって」

　俺が言うと、ダリアはため息をついてから答えた。

「私の両親についてはよく知らない。ってか、私たちはあんたたちと増え方が違うから。子供の頃、右も左もわからないままこっちに来て、世界も広いしたった一人であちこち彷徨さまよって……」

　僅かに弱った雰囲気を醸かもした瞬間、すぐに話題を切り替えた。

「感謝しなさいよね。幸運にもこういう慈悲深く優しいエルフ様がいるおかげで、あんたみたいのが日の目を浴びてるんだから」

「もう感謝してるって」

「ふうん」

　俺の言葉を信じているのかいないのかわからないような答え方だ。

「で、これ取材費出るんでしょうね？」

「いや、俺に出せるのなんて大したものないけど」

「エンタッキーのヒレカツサンドでいいわよ」

「そんなもんでいいのかよ」

「そんなもんでって、エンタッキーに失礼すぎ。あの美お味いしさが理解できないの？　カリッとしたパンにマヨネーズとジューシーなチキンの絡からみ方にレタスのシャキシャキした食感。比較したらあんたの方がよっぽど〝そんなもん〟よ」

　やたらと味について力説された。そんなことを言うなら俺だって普通に好きなんだけど。

「……この前初めて食べたばっかのくせに偉そうに」

「とにかくさっさと行くわよ」

　ダリアは前を歩き始め、俺もそれに遅れないようについていく。

「わかったよ」




　そしてそれは翌日の放課後、六時過ぎのことだ。

　俺とダリアは体育館の中、それもど真ん中にいた。その経緯としては応援部での活動の後、適当なことを言ってダリアをここまで連れてきたという塩あん梅ばいだ。

　明かりこそ天井のライトが煌こう々こうと輝いているが、人気はなく静寂に支配されていて、いるのは正真正銘俺とダリアだけ。バスケ部も他の運動部も誰もいない。

「で、こんなところに連れ出して何？　つまらない用件ならすぐ帰るわよ」

　理由も告げずにここまで連れてきたせいか、いつにも増してイライラしているダリアだ。たぶん俺に状況をコントロールされているのが気に食わないんだろう。

　対する俺は体操着に着替えて準備万端という感じで、倉庫から持ってきた一番具合のよさそうなバスケットボールを片腕で抱くようにしている。当然だが、ダリアの不審そうな眼まな差ざしは俺の服装とボールに向いていた。

「バスケしよう」

　俺がそんな宣言をすると、ダリアはことさら驚いていた。

「は？　何言ってんの？　あんた正気なの？」

　ばかばかしいとばかりに、ダリアは提案を蹴る気満々の様子。

「俺はマジだよ」

　だが俺は冗談っ気一切なしの真剣な表情で語る。しかしダリアはその誘いを微み塵じんも受け取ろうとしない。

「帰るわ」

　言ってさっさと抜け出そうとするダリアの手首を摑つかんだ。それに反応してダリアはすぐに立ち止まり、こっちを向く。

「帰らせない」

「何言って──」

「俺は本気だよ」

　再び同じことを言った。だが今度はようやくダリアにも俺の気持ちが伝わったのか、苛いら立だちと挑発が混じった笑みを浮かべた。

「いいわ。そこまで言うなら付き合ってあげる。本当に仕方なくね。しょうがなく。不承不承で。渋々。嫌々。やむを得ず」

「そこまで言うか……」

「で、何をどうするの？　私この遊びの詳細を知らないんだけど。あんたの無様な言語能力で説明されて私がちゃんと理解できるかどうか心配だわ」

「別に、簡単だよ。攻撃側はボールを持って、あのゴールを目指して進む」

　俺が指さしたゴールの方にダリアの顔が向いた。

「ただしボールを手で抱えたりして持ったらダメで、基本的にこうしてボールを床につきながら進む。で、最後にあのゴールにどうにかしてボールを放り込んだら勝ち」

　身振り手振りを交えた解説をダリアは黙って聞いていた。

「守りは？」

「守りはもっと簡単で、相手が進まないように進路を妨害して、ボールを手ではじいたりキャッチしたら勝ち」

「つまり、こういうこと？」

「あ」

　一瞬の隙を突いて、ダリアは俺のボールを奪っていた。

「ヘタクソ」

　ダリアはすでに勝ち誇った様子だ。

「じゃあ攻めは私からってことね」

「譲ってやるよ、ハンデで」

「譲ってもらったんじゃない。奪い取ったの」

「うっさい。ならさっさと攻めてこいよ」

「はん。生意気言うじゃない」

　という流れで試合が始まった。しかし完全に初プレイなのだろうダリアは全てがぎこちない。見み様よう見み真ま似ねという感じでドリブルのやり方も全然おぼつかなく、そこを守りの俺が突く形になった。

「やりっ」

　俺の手があっさりダリアのボールを弾はじき飛ばした。

「やってくれるじゃないの」

「次、俺の攻撃な」

　言いながら軽くボールをつくと、ダリアは腰を低く落として構える。

「なんかちょっと燃えてきたわ」

「俺も」

　正直な話、ダリアはすごい才能があった。最初はバスケのやり方を知らなかったから不器用な動きだっただけらしい。しかも老ろう獪かいだったのが、とりあえず一戦分ほとんど守らず、俺を泳がせて、どうやってドリブルするかとか、シュートのやり方とかを見極めていたみたいだった。

　そこからはもうダリアはすぐに技術を習得して、ドリブルやらレイアップシュートやらをバンバン決めてきた。




「はい、これで五対二ね」

　きっちりシュートを決めた後、着地してダリアはどや顔で言う。

「お、覚えが早いな……」

　俺はかなり息が上がってしまっていた。対するダリアは軽く汗をかいてるくらいだ。人間とエルフの差なのか、俺という人間が運動能力低すぎなのか。できれば前者であってほしい。

「こんなのボールバンバン叩たたきながら進んで、あそこに入れるだけなんだから、別に簡単でしょ」

　いかにも天才みたいなことを言いやがるな、このエルフ娘。

「俺はそれもまともに出来なかったんだよっ」

「ふふっ、じゃあ今から頑張りなさいよ。頑張って私に勝ってみなさい」

「まだ勝敗は決まってないだろ。はやくボール渡せよっ。俺の番だろ」

　膝に手をついているところから立ち上がりながら言った。

「はいはい」

　そしてボールを貰もらって、再びドリブルを始める。あんまり勝てる気はしないけど、中学の三年間と高校の二分の一年の経験値がある以上、なんとしても勝たねば。そうは思うものの……。




「もう終わりなの？」

　力尽きた俺はダリアの傍かたわらで倒れてしまっていた。

「ごめん、バテた。相変わらず体力ないな俺」

　結果は十一対三という悲劇的な結末。俺も結構頑張ったつもりが全然及ばなかった。というか今の男子バスケ部でも上位の実力なんじゃないだろうか。思えば俺を操って小お野の木ぎ先輩をケンカ勝負で撃退した件もあったし、運動の才能があるのかもしれない。

「ま、走りっぱなしだったから、そこそこなんじゃない」

　そうは言うものの、ダリアはまだまだ全然余裕そうだった。




　その後は水分補給のために、いつもの自販機の前に来て俺はスポーツドリンク、ダリアは水を買ってそれぞれ飲んでいた。

　甘くさわやかな喉越しに身体からだが生き返る。一気に半分くらい飲んだ後、ふと隣のダリアが視界に入った。

　ダリアはこくこくと上品にペットボトルの水を飲んでいた。というか、こいつ今更だけどすごい美人だなと思う。近くの心もとない灯あかりに照らされて、輝いて見える。運動の後で色っぽく乱れた金色の髪に、透き通るような白い肌、小さな顔、桃色の唇、そしてそれっぽいとがった耳。

　寝てる部屋は違えど、こんな美人と同居しながらよく俺は自分を抑えていられるなと、自分をほめてやりたくなった。

　だがまあ、そんな俺の自画自賛する思考の流れなんかはもちろんダリアに理解できるわけがなく、俺を怪け訝げんそうに横目で見ていた。

「何？」

「何でもないよ」

　俺の感情がバレるのが嫌ですぐに顔はそらした。

「なんかあんた変よ。このバスケのこともそうだけど。どうしたの？　救えないバカが救えなかったバカにでもなったの？」

　こ、この女……。

　いつも冷凍庫に大切そうにしまっている高価なコーヒー豆を、スーパーの捨て値同然に投げ売りされてる激安コーヒー豆とそのうち入れ替えておいてやろう。

「それに答える前にさ、先に俺に聞かせてくれよ」

「……」

「あのさ、今日楽しかった？」

「……え？」

　水を飲み終わったダリアが訊たずね返してくる。

「俺さ、昨日話聞いてもさ、ダリアが何をしたいか全然わかんなかったんだよ」

　ダリアは俺の言葉を聞いても、きょとんとしていた。

「だから俺の貧しい思考力で一応考えたんだ。ダリアの生い立ちとかさ、一人でずっといてさみしかったんじゃないかと思って」

「……」

「で、なんか一緒にやれることはないかなと思って。それで一緒に楽しいことって言ったら、バスケしか思いつかなかった」

「何それ」

　ダリアはぶっきらぼうな態度でつぶやく。

　別に体育館を借りることは難しくなかった。小野木先輩に放課後の最後の三十分を借りれないかというお願いをしたら快く引き受けてくれた。「借りがあるから」と言って。

　ダリアに噓うそを吐つくことも案外簡単だった。噓うそを吐ついて距離を置かないと驚きがないし、小野木先輩と交渉する瞬間もあまりダリアには見せたくなかったし。

　難しかったのはダリアが何をしてあげれば喜んでくれるか、楽しんでくれるか、それを考えることだ。一応一晩しっかり寝不足になるくらい考えて、それで出した答えがこれだから、俺の発想は貧困だ。

「私はエルフなの。この世界の人々の願いを叶かなえる、その助けをする使命を負った存在。だから別に誰かに何かをしてもらったり、楽しませてもらったりする必要はない」

　毅き然ぜんとして言い放つダリア。責任感ありそうな彼女らしい言葉だ。でも。

「でもさ、願いを叶かなえてくれるエルフも、たまには誰かに願いを叶かなえてもらえる時があってもいいんじゃないかと思って」

「──っ」

　ダリアは目を見開いたあと、すぐに顔をそらした。

「……そういう恥ずかしいセリフをよく真顔で言えるわね」

　ダリアにしては珍しく絞ったような小さな声だった。

「俺、コミュ障だからそういうのもあんまりわかんないんだよな」

　自分で苦笑しながら話していた。

「……一つ言えるのはあんた女心が何一つわかってない、どうしようもない三流ってこと。本当使えないわ」

　またしても自信のなさそうな、小さくて低い声でダリアは言う。

「ごめん。次はもっと想像力を働かせてみる」

「ばかっ！」

「ん？　なんで𠮟られたんだ今」




　そうしてドリンクを飲み終わり、ごみを捨て、自販機置き場を去ろうとしたとき。俺だけ先に歩いて、ダリアは立ち止まっていて、ふと後ろから声がかかった。

「ちょっと、待ってよ」

　ダリアの消え入りそうな声が聞こえて、振り返る。

「？」

「……あの、っ」

　うつむいた様子でダリアは顔を見せない。

「なんだよ」

　促すと、やっとダリアは顔を上げた。その顔色は赤く染まっていた。

「き、今日は……色々ありがとう香こう一いち、…………あと死ねっ！」
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「そんな感謝の仕方があるか」

「ありがとう」のすぐ後に「死ね」が来る会話をするのは初めてだ。ただあんな拙いもてなしでもダリアはありがたがってくれたってことでいいんだろう。

「でもちょっとだけかもしれないけど、ダリアが喜んでくれる姿が見れてよかった」

「だからそのキモイセリフやめろって言ってるのっ！」

「ごめんごめん」

　そういえばダリアに初めて名前を呼ばれたような気がする。そのことについて何か言いたかったのだけど、機会を失ってそのままになってしまった。




　その日の帰り道、ようやく俺のマンションが見えかけたところで、ふとダリアが言った。

「……ねぇ、私にも何かさせなさいよ」

「ん？　あぁ、バスケのこと？　俺だって楽しかったし別に──」

　言葉の途中でダリアが口をはさんできた。

「いいからっ。あんたに施されたままってのが気に食わない」

「でもダリアには普段から応援してもらってるしな」

「あれは契約なの。言うなれば仕事。別にあんたのためにやってあげてるわけじゃないし」

「うーん、そう言われると気分的に少し微妙になる……」

「別にあんたのためを思ってやってないわけじゃない、っていうかこんなこといちいち言わせないでっ。本当察しが悪い男ねっ」

　何か今日はいつもよりダリアのぷんすか度合いが高い気がする。

「とにかく何かさせなさい。じゃないとなんか腹立つの」

「何でもいいの？」

「別に何でもいいわ」

　女の子から何でもいいと言われてしまうとついつい変なことを考えたくなってしまうが、今反射的に思い浮かんだことを素直に口から出せばどうなることかわからない。

　それに何かしてくれるというのなら、やって欲しいことが実は前から一つあった。

「出来ないならいいんだけど──」

　そう切り出すと、ダリアは俺のお願いを承諾してくれた。




　翌日、そしてデートの前日でもある金曜日の夕ゆう餉げ。一足先に帰っていたダリアがダイニングと廊下をつなぐ扉で俺を出迎えてくれた。

「遅いっ。リュウゼツランの開花周期くらい遅いっ！」

「リュウゼツラン……は知らないけど、遅くはないだろ？　これでも結構急いで帰ってきたのに」

　今日は吉野さんがバイトでいなかったので、急いで投書箱の確認とか、依頼された書類整理の手伝いとかを頑張ってフルスピードで終え。それで帰路も走って行って電車もベストタイミングでつかまえて。それで家に到着した時間は十八時半という感じ。早くはないが、少なくともダリアに𠮟られるほどの時間ではないと思う。

「私が遅いと言ったら、ごめんなさいと言うの」

「ごめんなさい」

「ふん。じゃあ入りなさいよ」

　ワガママ娘に促され、入った中のダイニングテーブルにはずらっと料理が並んでいた。まずは普通のご飯に味み噌そ汁しる、鯖さばの塩焼きに、筑ちく前ぜん煮と小松菜のごま和あえという献立だ。

　和洋中で言えば和オンリー。ダリアの見かけは明らかに西洋人っぽいのに、こうして見事に和食を作り上げたことにちょっと奇妙な感じがした。でもそれ以上に、俺は感動していた。

「すごいじゃんダリア。こんな料理作れたんだ」

「……ま、見み様よう見み真ま似ねよ。せっかくこういう世界にいるんだから美お味いしいものを作るってのも悪くないしね」

　つまらなそうに言っているが、こんなのちょっと練習してすぐ出来るようなことじゃない。いや、あるいはエルフなら一朝一夕にマスターできるのかもしれないけど、何にしても俺からすれば驚くような特技だ。

「いや本当にすごいって。そんな謙遜することないだろ」

「もういいからさっさと座りなさいよ、ごちゃごちゃうるさいわよあんた」

「はいはい。でもダリアの分は？」

「私はいいの。作る間に味見したし。何よりこれはあんたに言われて作った、あんたのための食事なんだから」

「そういうもんなのか」

　理屈はいまいちわからなかったが、流儀みたいなもんだろうか。ともかく俺はダリアの向かいに腰掛け、早速食べてみた。

「めちゃくちゃ美う味まいじゃん」

　お世辞でも何でもなく味は抜群だった。見かけも普通に料理店で出てきてもおかしくないくらいのクオリティだったが、味もそれに伴っている。

　特に筑ちく前ぜん煮はしっかり煮汁が染しみこんでいて、今まで食べてきた料理の中でも随一だった。

「バカバカしいわね。いちいち大げさなのよ」

　俺が話している間もダリアは顎肘をつきながら、ずっとそっぽを向いていた。

「いや俺には絶対作れないしすごい才能だって」

「はぁ。こんなの大したことないでしょ。あんたよっぽど美お味いしい料理に恵まれてこなかったのね、哀れだわ」

「別になんて言われたっていいよ。美お味いしいんだから」

「……全く」

　嘆息混じりにそんな風に呟つぶやいていた。そこからは話すことなく俺も食事に集中し始め、ダリアは向かいに座りながら正面に向き直り俺を覗のぞいていた。

　そんなダリアの表情が印象的だった。目を細めて笑う、優しげな姿。初めて見る新しい一面だった。

「ダリアはいっつもそんな風に笑ってたら可か愛わいいのにな」

　あまり考えもせずに、頭の中に浮かんだことをそのまま口に出した瞬間、ダリアがびっくりするくらい真っ赤になって立ち上がった。

「はぁ？」

　そのセリフは皮切りで、次々にダリアの口から言葉が飛び出した。

「キモイ、きしょい、うざい！　何、あんた私を口説いてるの!?」

「そんなわけないだろ……」

「香一のくせに生意気ね。一丁前にこんなセリフを言えるようになりましたって成長アピール？」

「そんなわけないだろ……」

　勢いよくダリアは座り直して、イライラしながら話す。

「さっさと食べ終えてよ。あんたの間抜け面づらを見るのもいい加減飽きてきたからっ」

「ひっどい言い草だなぁ……ま、美お味いしいからいいけどさ」

「黙って食べて！」

　怒るダリアの顔はまだ赤かった。




　その日の夜。とりあえず宿題も終わって、明日のデートコースの確認も終えて、もうそろそろ寝ようという頃合いだ。何の前触れもなくばぁんと部屋の扉が開いた。

「今日は暖房の調子が悪いからこっちで寝るわ」

「ちょっとちょっと！」

　俺が抗議を入れる暇もなく、ずいずいとダリアは部屋の中を進む。

「あんたは床で這はいつくばって床にかじりつきながら寝なさい」

　そして俺に投げつけられたのはバスタオルだ。あまりにもひどすぎる。とはいえもうダリアは俺のベッドに寝転んでいるし、この冬に暖房の調子が悪い部屋で寝るのもなんだかなという気分になった。そういうわけでやむなく布ふ団とんを敷いて、床で寝ることになった。明日は吉野さんとの念願のデートということで、どうしてもちゃんと眠っておきたい。

　でもこんな異常事態でゆっくり眠れるわけがない。なんとなくダリアの方から甘いいい匂いがするし、こいつとは何回も能力の関係で強制的にキスする羽目になっているが、男性が百人いたら百人とも美人と答えるようなそんな女の子なわけで。それが一緒の部屋で寝ているというのだから、心穏やかにいられるわけがない。しかも今日は色々あったし余計に眠れない。

「ダリア、起きてる？」

「何？　眠いんだから手短にしてよ」

　一応一緒に部屋にいることになっているんだから、多少は打ち解けたのかなと解釈していたが、相変わらずアタリがキツい。

「……俺さ」

「何よ」

「親が早くに離婚して、片親で母親だけだったんだ」

　何も返答はなかったがダリアが黙って聞いてくれているのは分かったので、話を続けた。

「ここまで育ててもらったわけだし悪く言うつもりもないんだけど……ちょっと変な人でさ。だから一人でここで住んでるんだ」

「……それで？」

「母さん自分では一回も食事を作ってくれなかったんだよ。包丁で手を切ったりしたら怖いって言うんだ。だから毎回出前か外食で。こんな手料理食べるのは初めてだった。本当に嬉うれしかった。ありがとう、ダリア」

　俺の言葉にダリアが息を吞のんだのを感じた。

「……だからそういうのキモイし重いのよ、いちいち大げさだから」

「かもしれない。だから吉野さんともなかなかうまくいかなかったのかも」

　苦笑いしつつ言った。ダリアに指摘されるまでもなく、俺も分かってる。この深夜テンションじゃなきゃきっと話せなかったろう。

　会話は終わり、一度部屋の中は静寂に。もうそろそろ眠れそうだと、うっすら意識が消えかかってきたタイミングだった。

「ねぇ、明日……付いてく？」

　はっとした。どうするべきなんだろう。やっぱりデートの日くらいは自分一人でやるべきなんだろうか。

「……いや」

　と、そこまで言って思い直した。

「うん、でも頼む。ダリアがいないと俺、ダメだからさ」

「……本当あんたは私がいないと何にもできないのね」

「かもしれない」

　確かにその通りだと思って少し笑ってしまった。いつの間にか全部頼りっぱなしで。

「それでいいわよ。あんたを応援する──これが私のやるべきことなんだから」

　こんなにもダリアに任せきりで、本当にいいのだろうか。微睡まどろむ中でそんな疑問もあったが、程なくして俺の意識はその答えを見つける前に、眠りに溶けていった。




　翌朝。外へ出る前に玄関で俺はダリアに向けて言う。

「まず最初に宣言しとく。今日はできる限り俺一人で凌しのぐつもりだけど、ピンチの時はまた応援を頼むかも。そのときはよろしく」

「何ごちゃごちゃ偉そうに語ってるの。結局いつもと一緒じゃない。聞いて損したわ。口を開く前に自分の言葉の価値をよく吟味して私に聞かせなさい。あんたの無為で無駄な時間は自分でいくら溝に捨てようとも構わないけど、私のような高貴なエルフには一分一秒が貴重なの。お分かり？」

「と言いつつ、ダリアも家では随分暇そうにしてるよな」

　漫画を楽しんでるし。テレビもちょくちょく見てるし。

「あんたのぬるま湯につかるような怠惰と同じにしないでくれる？　私は疲れを癒やしてるの。日々の激務の疲れをね」

　まあ確かに俺が学校で授業を受けている間なんかはダリアは消えていたり、休日とかもダリアの姿を見かけない時間はそこそこあるんだが。なにかしてるようだ。

「……とりあえず方針はいつもと同じということで」

「はん」

　ダリアに鼻で笑われた。

「じゃあ行こう」

　俺の言葉に従ってダリアも外に出ようとしたのだが。その前にやるべきことがあるはずだ。それをダリアの側から切り出してくれないので、やむを得ず俺から言い出した。

「で、今日はアレしないでいいの？」

　アレとはもちろん代役の能力を使用する前にお約束となったあの行為だ。

「いいわけないでしょ？　基本的に代役の力の絆きずなは、何もしなくても最大一日で途切れるって前も言ったわよね。言語能力から記憶能力まで不良になった？」

「なんで怒ってるんだよ」

「怒ってないわ」

「なら、怒ってる風に見える」

「あんたの話を聞いてたら、今ちょうど怒れてきたわ」

「なんだよそれ」

　ダリアが不機嫌なのはいつものことだが、なんとなく今日の不機嫌さは普段と微妙にニュアンスが異なる気がした。あくまで気のせいレベルの話だが。

「とにかくキスしたいならあんたからみっともなく頭こうべを垂れて、いえ、頭を床にこすりつけてお願いしなさい」

「今日に限って面倒な……」

「別に私はどっちでもいいんだけど」

　確かにダリアにとって契約を完了させなければ元の世界に戻れないし、エルフとしての使命で俺の願いを叶かなえる助けをしなきゃいけないんだろう。でもあくまで主体は俺だ。俺が俺のための願いを叶かなえるために今日は吉野さんとデートするのだ。そう考えると俺が頼み込むのが筋ではある。ということで素直に頭を下げた。

「お願いします。代役の力のためにキスさせてください」

「ふん。いいわ。そうまで言うならね」

　やっぱりというか、下手に出てもダリアは偉そうだった。

　そしていつも通りお互いに顔を寄せ合い、唇を重ねる。その一瞬の後、ダリアに肩を押されてはじき飛ばされた。

「長いっ！」

　とは言うが、正直俺の体感では普段と何の違いも感じない。むしろ短いくらいな気がしたけども。

「い、いつも通りだろ？」

「私に口答えしないで。もう遅れるからさっさと行きなさいよ、ポンコツ」

「ポンコツって……まぁいいけど」

　何か釈然としない気持ちを抱えつつ、俺たちは外に出た。




　天気予報で昨日からわかっていたことだが、やはり空はあいにくの曇り空で、いつ一雨来てもおかしくない雰囲気。お待ちかねのデートなのだが、幸さい先さきは微妙かもしれない。

　そう思っていたら、もっと気が重くなる展開に遭遇する。待ち合わせ場所に決めていた駅前広場。そこには私服姿の吉野さんがいる。長い髪を後ろでまとめたポニーテールに、群ぐん青じようのニットと濃いグリーンのスカート。清せい楚そな雰囲気と可か愛わいさを併せ持った、俺の好みドストライクな私服姿だ。

　でもそんな姿さえも遠ざかってしまうような出来事。植えられた街路樹の陰で佇たたずむ吉野さんに声をかけている男がいたのだ。

　しかもかなりのイケメンだ。最近よくテレビに映るアイドルグループの一人に似ている気がする。とにかく俺なんかとは比べ物にもならないような顔。吉野さんと二人並ぶとまさにお似合いの美男美女という感じ。テレビとかで報道される俳優同士のカップルみたいな。そう思うと正直気後れした。俺みたいなのよりああいうイケメンと一緒に街を歩くほうが断然楽しいはずだ。

　俺は吉野さんに向かう歩みを止めてしまい、少し遠巻きから二人の様子をうかがった。

「どうしたの？　こんなところで一人で。友達と待ち合わせ？」

　男がそう言うと吉野さんはいつものような穏やかな表情で返す。

「そんなところです」

「ふーん。そうなんだ。でももしかして待ちぼうけしてるとか？」

「いえ、私が約束の時間より少し前に来ちゃってるだけですから」

　吉野さんに言われて、イケメンはすぐに切り返す。

「なるほどね。んじゃあさ、その友達と一緒にちょっとカフェでもいかない？　かなりオシャレなとこ見つけてさ。豆にこだわってるとかなんとか。外観もなんか欧風って感じで。すげー気になってたんだけど、やっぱ男一人じゃ入りづらくてさ」

　勉強になる。こういう感じで話を膨らませていけば女性は喜ぶのか。他ひ人と事ごとのようにそんなことを思っていた。

「あっ」

　そんなぼうっとした瞬間に、俺を見つけた吉野さんが声を上げた。そして小走りで駆け寄ってくる。

「おはよう遠とお葉ばくん」

「お、おはよう、吉野さん。……あの人、よかったの？」

「うん。全然大丈夫。ちょっと声かけられただけだから」

　明るく答えた後、吉野さんは後ろにいたイケメンの方に向き直った。

「そういうことなんです。でも声をかけてくれてありがとうございました」

　置き去りにされたイケメンも呆ぼう然ぜんとしていたが、俺も正直あっけにとられていた。

「さ、行こう？」

「う、うん」

　少しだけ戸惑いながら、とにかく俺たちは駅の方に向けて歩き始めた。




　電車の中は結構人も多くて、俺と吉野さんは立ちながら隣り合っていた。そしてダリアは少し離れた位置で待機。楽しげに話す吉野さんの言葉に相あい槌づちを打ちながら、でも俺はまだ緊張しきりだった。

　俺ももうそろそろ吉野さんの近くにいられることには慣れてきたが、今日はそういうのとはまたひと味違う。だってこれは流石さすがにデートのはず。俺たちは応援部の部員同士で、部活動以外で多少親交があってもおかしくはない。さりとて同じ部員同士だからという理由で男女で休日、一緒に外出なんてしないだろう。それにさっきのこともある。あのハンサムより俺を優先してくれた。

　だったらじゃあ俺たちは今、どういう関係にあるんだろうか。他の人が、例えば同級生たちが偶然俺たちを見かけたとして、どう感じるだろう？　あまりの釣り合わなさに部活動の一環と見るんだろうか。そして当の本人である吉野さんはどう思ってるんだろう。

「今日楽しみだね〜。でも『花降る夜』ってもうだいぶ前の映画だから、上映終了してるのかと思ってたな」

　と、吉野さんの言葉に、意識が考え事から現実に移る。

「あんまりやってるところは多くないかな。この辺だと今行くところくらいしかやってないね、しかも一日の上映回数も少ないし……」

「そうなんだ。わざわざ調べてくれてありがとうね、遠葉くん」

「い、いや全然……」

『お世辞にいちいち照れんなっ』

　とのご指摘が不意に心の中に響いた。

『茶々入れるなよ』

　せっかく気分良くなってたのに。

『今日の予定、ちゃんと考えてきてるんでしょうね？』

『あ、当たり前だろ。こっからまず映画観みた後、近くのレストランで昼食して、その後晴れてたら海浜公園でもちょっと散歩して、それで終わりだよ』

『ふーん、ま、いいわ。……頑張んなさいよ、今日は私遠巻きから見てるつもりだから』

『うん、いつもありがとう』

『だから、そういうのがいちいちキモイのよっ』




　最も寄より駅えきに到着して、そこからは徒歩で目的地まで移動する。それほど遠くはないのでバスなんかを使う必要もない。目的地である映画館はショッピングモールに併設されたものだ。時間が余ったりしたらウィンドウショッピングでもして時間をつぶす事も出来るし、悪くない選択だと思う。

　ただどんなことにも裏目はある。

　もうこの歩いている途中から違和感はあった。そしてその違和感は建物に近づいていくにつれてどんどんと強まっていき、いよいよその敷しき地ち内に入って正体がはっきりとした。入り口の前の大きなガラス張りの自動扉は真っ暗で、そこにはデカデカとした貼り紙がくっついていた。

『本日施設設備改装のため休業いたします。誠に申し訳ありません』

　途中からまさかとは思いつつも、だが実際にその案内を見て、俺は吐き気がするくらいに気が動転した。映画の情報が出ているサイトは一応確認していたが、急きゆう遽きよ改装になったのだろうか。

「ご、ごめん。俺、全然知らなくてその……」

　不安に震えながら俺は言う。

　初めてのデートでこの失態、しかもここまで吉野さんを歩かせた挙句のこれ。取り返しようのない失点に感じた。

「しょうがないよ。ここって確かほとんど年中無休で営業してるはずなのに、珍しい日に偶然当たっちゃったね」

　微ほほ笑えむ吉野さんは変わらない優しげな空気を保っていたが、俺の気分はかなり暗あん澹たんとしていた。そもそも本日のメインである映画をなくしたら、この後俺はどうしたらいいんだ。気が急せいて考えることすらままならない。そこに来た助け船は俺を見守るダリアの心の声だった。

『あんた慌てすぎ。一回落ち着きなさい。予定があるなら順番を変えたらいいだけでしょ。ご飯はまだ早いから公園でも回って時間稼ぎすればいい。その間に先を考えなさいよ』

『……そ、そうだな』

　ダリアのアシストで俺はぎりぎり気を取り直した。

「映画は観みれないけど……。この近くに海浜公園があるみたいだから、そっちを回ってみない？」

「そうなんだ。うん、是非ご一緒させてください」

　急な予定変更にも嫌な顔一つせず、吉野さんは頷うなずいてくれた。




　海浜公園はそこから歩いて十五分くらいの場所にあった。木々が茂った緑地のゾーンや、海が展望出来る場所にはベンチなどもある割と規模も大きめの公園だ。そしてその全体を貫いた遊歩道も存在していて、俺はそこをゆっくり歩くのを予定していた。

「今日は人、あんまりいないね」

　吉野さんの言うとおり、土曜日というのに人出は少なく、その理由はおそらく空にある。俺たちが歩いている間にもどんどん雲が重なっていき、まだ昼前だというのに、かなり薄暗くなっている。あの雨の日特有の湿気の強いにおいもあった。それでも、頼むからこのまま持ってくれと祈った。朝見た降水確率は三十パーセントだったはず。もう初っぱなから不運の洗礼を浴びているのに、この上三割の悲劇くらいは回避したい。そう強く願っていた。

　なのに無情にもぽつぽつと雫しずくが肩をぬらし始めた。初めは緩やかに小こ雨さめ程度だったが、次第に雨脚は強まり、もう散歩なんて暢のん気きなことは言えないくらいの状況になってしまっていた。慌てて俺たちは走って近くにあった東あずま屋やに入った。

「遂ついに降って来ちゃったね。降水確率三十パーセントだって朝見たのになぁ」

　困った風にそう言う。吉野さんも同じ天気予報見てたんだなと、ぼんやりと思っていた。

「これよかったら使って？」

　吉野さんが差しだしてくれたのはパステルブルーのハンカチだ。俺は手を伸ばそうとして、でも途中で断念した。自分が情けなさ過ぎた。全部が全部俺のせいってわけじゃない。でも前から約束して始まったデート、それをこんな呆あつ気けなく失敗させたのも事実。

　俺はこんなこともまともに出来ない。そんな失意に支配されていたせいで、ハンカチを受け取ることも出来なかった。

「……本当にごめん、俺一緒に遊ぶこともまともに出来ないや」

　かろうじてはき出せた、潰れた声が激しい雨音の中に小さく響く。

　吉野さんは黙って俺を見つめていた。彼女が何を思っているのかはわからない。きっと吉野さんは俺を咎とがめる気持ちなんて少しもないんだろう。そんな当たり前の事実はわかっている。でも、それでも尚なお、今の俺は彼女の真まっ直すぐな視線に非難の意図を感じてしまう。

　低気圧のせいなのか。湿気のせいなのか。じっとりとした時間が流れた。ダリアは今の俺をどんな気分で眺めているんだろうか。

　うつむいた俺の近くに吉野さんが近づく足音が聞こえた。そして柔らかな手のひらが俺の頭の上に触れ、撫なでてくれていた。

「ありがとう。一生懸命今日のこと考えてきてくれて」

「……うん」

　あまり経験のない感覚だった。悲しいような、嬉うれしいような、寂しいような。いずれにしても感極まっていた俺はそれ以上何も言えなかった。

「こんな雨雲じゃ空は見えないね」

　吉野さんは立ち上がって東あずま屋やの中から外を、空を見つめる。

「一つ質問します。……遠葉くんは星空は好きですか？」

「えっ　なに？」

「映画も観みたかったけど、実はねプラネタリウムも気になってて、ですね」

「プラネタリウム？」

「うん。ここからは少し離れてるんだけど、博物館に併設されてるんだ。よかったら、どうかな？」

「俺も見てみたい、プラネタリウム」

「ありがとう、嬉うれしい」

　吉野さんは無邪気に喜んでいた。ただ問題はこの空模様だ。

「でも駅までどうしよう、この雨」

　これからプラネタリウムに行くというのにずぶ濡ぬれになってしまうわけにはいかない。しかし傘の一本くらい持ってきておけばよかった。映画を観みたりする際に邪魔になるのを億おつ劫くうがるべきじゃなかった。こうなったら多少の濡ぬれは覚悟して、俺が走ってコンビニ辺りまで行ってビニール傘を二つ買ってくるのがいいだろうか。

「ふふーん、大丈夫。こんなこともあろうかと、実はこういうものを持ってきてまして」

　言いながら、吉野さんが鞄かばんから取り出したのは青色の折りたたみ傘だ。

「一緒に入ろう？　ちょっと狭くて申し訳ないけど」

　確かに人が二人入るのはなかなか難しそうな大きさだ。持ち主である吉野さんを濡ぬらしてしまうのは申し訳ない。でもこれは彼女から言い出してくれたことで、無下にも出来ない。

「じゃあ傘は俺に持たせてくれない？」

「わかった。お願いします」

　渡された傘を開き中空に掲げる。すると吉野さんが俺の右腕のすぐ近くにまで寄る。ふわりと甘い匂いが舞った。

「雨やまないね」

　吉野さんもこのシチュエーションに思うところがあるんだろうか。僅かに声から少し緊張を感じた。

「……そうだね、やまないね」

　そう答えて、俺達はゆっくりと、そして少しだけ遠回りして駅まで向かった。




　俺は地元の人間ではなく、高校からこの辺に引っ越してきた人間だから地理にはあまり詳しくない。

　だから吉野さんに連れられてきたその博物館のかなりこぢんまりとした建物を見るのもほとんど初見だった。それも当然というか、郊外の辺へん鄙ぴな場所にあり、周囲はその博物館だけ。人通りもほとんどない。中に入ってもその寂れた印象は変わらなかった。土曜でもほとんど入場者を見かけない。

「ここね、もうずっと昔、私が物心もつかない頃にお母さんに連れてきてもらったような覚えがあるの」

　地元に縁のある展示品の並ぶ通りを進みながら、吉野さんはぽつりと言った。

「だからまたいつか来たいなって思ってたんだ」

　そういえば吉野さんの様子が少し違うように感じたのはそういう郷愁の感じる場所だからだろうか。

「友達とかとは来なかったの？」

「うん。来るのが怖かったんだ。……でも今日なら大丈夫かなって」

　吉野さんは俺のことをどう思ってくれて、今みたいに言ったんだろうか。訊たずねたかったが、そのセリフの真意を問いただす前に、三階のプラネタリウムの受付前に到着してしまった。

　上映スケジュールが貼付けされていたが、一日に何度もない上映タイミングがちょうど近づいている。不幸続きの今日、初めてのラッキーかもしれない。

　背を向けていた吉野さんがそのままの立ち姿で顔を横に向ける。

「じゃあ、入ろっか」

　肩越しに見えた吉野さんの頰が少しだけ紅潮しているように見えた。




　まあわかっていたことだが、中に入っても観客はゼロに等しかった。薄暗い空間の中央に円形の投射機があって、その周囲に座席が並んでいるが、入り口から見渡してもいるのは眠っている様子のサラリーマンだけ。こんな場所で仕事をサボっているんだろうか。

「ほとんど貸し切りだね」

　小声で吉野さんがつぶやく。俺たちはそのまま入り口反対の外縁部の座席に腰掛けた。

　そこからは俺たちは何も喋しやべらなかった。でも別にそれは痛々しい沈黙というものじゃなかった。何せプラネタリウム。人は少なかろうが、どことなく静せい謐ひつな空気がある。

　だからある種それは自然なことで、今日一番穏やかで、そして言葉は交わさずとも一番心の距離が近づいている瞬間に思えた。

　しばらくしてアナウンスが入る。程なく上映が始まることを伝える内容だった。

　そのいよいよというタイミングだ。

「……私、ずっと気になってたんだけど」

　不意に吉野さんが口を開いた。

「これってデートなのかな」

　うっ、と息が詰まった。同時に吉野さんも同じようなことを考えているんだと思って、親近感が湧いた。

「いや、うん。そうなのかな、どうなんだろう」

　ここで言葉を濁してしまうのが俺だ。ただ珍しく、吉野さんはまだ食い下がった。

「デートなの？」

　こう言われたら、いくら根性なしの俺でも返答が決まった。

「たぶん、客観的な判断ではそうなると思う」

「だったら……」

　吉野さんが席から背をわずかに離して、俺の方を真まっ直すぐ見た。

「えっ？」

「……」

　吉野さんの長いまつげがはっきりわかる。大きな潤んだ瞳がゆらゆら揺らいで、俺の視線と交錯する。それがどれほどの時間だったのかはわからない。数えることなんて全然出来なかった。心拍数が上がり、思考能力を完璧に奪われていた。

　そしてそのまま吉野さんは何をも言うことなく視線を切って、怒ったように少し荒々しく姿勢を戻した。

「もういいですっ。なんでもないから吉野楓のことは全部忘れてくださいっ」

　いつもは大人びている吉野さんが、苛いら立だったような口調を見せたのが新鮮だった。

「……」

　相変わらず俺は察しが悪い。悪すぎる。色々と反省しながら、じゃあ今からどうすればいいかを考える。焦あせりの中で、肘置きの下にあった吉野さんの白い手が俺の目に印象的に映った。

　自分のしようとしたことに自分で一瞬ためらいつつ、それでも俺は彼女の手を取った。柔らかくて温かくて、微かすかな緊張を感じる手のひら。だがその緊張は程なく解けて、次の瞬間には吉野さんの指先が俺の指先と絡からまった。

　ドキッとした次の瞬間、吉野さんが再びこちらに顔を向けてくれた。

「ごめんね。私って実は結構わがまま」

　そのはにかんだ恥ずかしそうな顔がしばらく脳裏から離れなかった。そして上映中もずっと手を重ね続けて、だから当然天球に映し出された星の輝きもろくに目に入らず、その感触を、幸せな時間を嚙かみ締しめていた。




　プラネタリウムを見終わった後は食事をとることにして、近くの小さな個人経営のレストランに入った。ランチがいくつかのメニューから選べて、吉野さんはデミグラスソースのオムライス。俺はナポリタンを頼んでいた。

　待ち時間、窓まど際ぎわの小さなテーブル席に向かい合って俺たちは座っていた。ダリアはたぶん外で待ってくれている。それがちょっと申し訳ない気持ちになった。

「結構よかったね、プラネタリウム」

　吉野さんは言葉通り満足げな様子だった。

「なんだか新鮮だったかな」

　特殊シチュエーションのせいで内容は頭にあんまり入っていなかったが、でもいろいろな理由から映画よりこっちのほうがよかったかもしれない。真っ暗な世界の中、神こう々ごうしいような宇宙が映されるっていうのはかなり雰囲気がよかったし。

「今まで星の事なんて全然考えたことなかったけど、昔の人ってすごいよね、牛飼いとか白鳥とか。あんなこじつけみたいなこと、たくさん考えるんだもん」

「こじつけって」

　吉野さんの結構酷ひどい言い草で俺は笑ってしまった。それに吉野さんもつられて笑う。

「言い過ぎたかな？　でも絶対そうは見えないのばっかりだったよ」

「確かに。俺も全然思いつけないと思う。夏の大三角とかそういうのならまだしも」

「ずっと夜空を見上げてたら私も見つけられるかな、新しい星座」

「もう考えられ尽くされてるかもね」




　話しているうちに料理が出てきた。気のよさそうな中年男性の店長さんが並べていって、いざ食べ始める。

「うーん。卵がふわふわで、デミグラスソースも濃厚で美お味いしい。そっちはどう？」

　子供っぽく喜んでいる吉野さんは少し新鮮だった。俺もナポリタンに手を付けると、これが結構な美味だった。俺が手製で作ったりすると、何となく酸すっぱくてイマイチな味になるけど、ここのナポリタンはそういう嫌みがなく、具材の大きさや量も適当。偶然入ったにしてはかなり当たりのお店だけど、でもダリアのあの夕飯には劣るな、なんて思いが微かすかに頭をよぎってしまう。

「美お味いしいよ、すごく」

　いろいろ感想が頭に思い浮かんでるのに、うまく口には出せないあたりが俺だ。

「そうなんだ？　あ、よかったら遠葉くん私のも一口食べる？」

　その提案に俺はちょっと衝撃を受けていた。これはいわゆるあれなのでは。デート中のお約束、料理シェア的な一幕なのでは……。

「い、いや、いいよ」

「私のと一口交換して欲しいなって思って、ダメ？」

　別に嫌じゃないけど、こう何か気持ち的なハードルがあった。だってあの吉野さん相手にこんなイチャイチャが……。しかし吉野さんからこう言われてしまえば断る気もしない。

「そんなことはないけど」

「よかった。じゃあもらうね。遠葉くんもどうぞ」

　お互いに取り皿に分けてそれぞれ食べる。

「ナポリタンもいいなあ」

　と、吉野さんは頰に手を当てながら喜んでいた。

「本当にふわふわだね、卵」

　それに加えてデミグラスソースも酸味があったり甘味があったり、すごく複雑な色彩を感じる味で面白い。

「初めてのデートが、遠葉くんと一緒で良かった」

　唐突にそんなことを言われて思わずスプーンを取りこぼしそうになった。

「あ、ありがとう」

「また次に来たら今度はナポリタンにしようかな？」

　微ほほ笑えみながら言って、そして何事もなかったように吉野さんは食べるのを再開していた。




　食事を平らげた後はお互いに食後のコーヒーを飲みながら話していた。

「このあとはどうしよっか？」

　吉野さんに聞かれて、俺は窓ガラスから外を覗のぞく。さっきまでのあの曇天はどこへいったのか、明るくなった外は晴れとまでは言わずとも、雲間から陽の光が漏れるくらいになっている。

「外、雨やんできたね」

「本来は七割セーフの日なんだもんねー」

　ここでダリアがいればどういうセリフを言うべきか聞けるのに。なんて答えればいいんだろう。ここからどういう提案をするのが正解なんだろう。少しだけ迷って、俺は言った。

「じゃあ、最後にちょっと歩かない？」

「うん。そうしよっか」

　吉野さんは快くうなずいてくれてホッとした。たぶん俺の選択は正解の範囲に入ってると思う。そうと決まればお店を出ようと立ち上がろうとしたところで、吉野さんが言った。

「あとね。今がいいタイミングだから、先に渡しとこうかな」

　そう話しながら吉野さんは鞄かばんから中身を取り出した。




『──まだニヤニヤしてんの？　本当いちいち反応がべっとりしててキモイわね、あんた』

　ご機嫌の俺を揶や揄ゆするダリアの口調はいつも以上に冷ややかだった。

　俺と吉野さんは店を出て、そしてダリアと合流。その後は吉野さんの希望で海浜公園に戻ることになった。その遊歩道を歩いている途中、吉野さんがお手洗いに行くということで俺とダリアが取り残される形になっていた。

『うるさいんだよ……っ。いいだろ、喜んでも。俺の勝手だろ』

　俺の斜めがけの鞄かばんの中身はさっきより少し重くなっている。

『あんた尻尾振りすぎなのよ。飼い馴ならされた座ざ敷しき犬ね、まるで。次はお手してみなさい。ご褒ほう美びにはフリスビーをあげるから』

『そこまで言うか………』

「お待たせ。ごめんね、行こ」

　帰ってきた吉野さんを迎えて再び歩き始めた。




　程なく夜を迎えようという時間帯だ。雨が降り始めそうな気配はないが、もう歩くのには心もとなく、等間隔に設置された街灯の光が頼もしく感じる。

　そしてようやく小道を抜けると、欄干に区切られてその先に海が見える広場までやって来た。人は他に誰もいない。打ち寄せるさざ波の音が大きく聞こえ、その後から追いついてくるようにダリアの足音がした。

『いい雰囲気の場所じゃない』

『……うん』

　俺は努めて緊張を隠しながらダリアに答える。

『チャンスなんじゃないの？』

『な、何のだよ』

『ここが決める好機だって言ってんの』

　確かにダリアの主張もわかる。でも俺はまだ迷っていた。吉野さんは俺に好意的な言動を取ってくれている気がする。ある程度、俺が彼女にとって特別性を帯びているのは感じる。

　でもだとしても、それはイコール俺を受け止めてくれるというわけではなく。そもそも俺という価値のない存在を吉野さんに受け止めさせることを俺自身が容認できるのか──

「遠葉くんは夜の海って好き？」

　考え事のさなかに、吉野さんが口を開いた。言われて俺ははっとして、欄干の奥に控える広大な暗い海を見やった。

「あんまり考えたことなかったけど、綺き麗れいかもしれない」

　どんよりと闇をたたえた空間には光一つもなく、何も見えず、吸い込まれそうなくらいに無だった。

　その単純かつ明快な黒はある種の趣がある。

「この見渡す限りどこまでも真っ暗なところ、神秘的だと思わない？　全然見えないけど、その間にはものすごい距離が隠されてて。でも何も見えなくて……」

「今日のプラネタリウムの話と似てるね」

「普段の私ならこの海の方を美しく感じたのかな」

　吉野さんは振り返り、俺と向き合った。

「ようやく気づけたんだ。私が私に優しくなれる瞬間にはいつも遠葉くんがいるって」

「それって、どういうこと？」

「どういうことなんだろうね」

　吉野さんははぐらかすように言う。

「ねぇ遠葉くん。あの時の栞しおり、まだ持ってくれてる？」

「栞しおり？　あぁ、うん。今日も持ってきてるよ」

　あの栞しおりは吉野さんと会うときは欠かさず持ち運んでいた。明らかに何か彼女にとって大切そうなものだったし、すぐに返せるようにしておきたかったから。だからって常に持ち運ぶなんてことをしているのは、ダリアにまたキモイと言われそうだ。実際結構変だと自分でも思う。

「今更こんなこと言うのも恥ずかしいんだけどね、よかったら返して欲しいんだ」

　そのセリフにやっぱりという気を抱きつつも、しかし突然のその翻意の理由が気になった。

「全然構わないけど、どうして？」

「あれ、実は親から貰もらった物だったんだ」

　親絡がらみとは、やはり大切なものだったようだ。

「ついこの前まではね、あれを贈ってくれた両親が嫌いだったんだ。だから両親に復ふく讐しゆうするつもりで捨ててやろうって思って学校に持ってきてたの。だって……自分の家だとなんか捨てがたくて」

　吉野さんは俺に背中を向け、ずっと海を眺めていた。地平線は微かすかに赤みを残して、でもそれはもう今にも消えゆきそうな小さな光だった。

「でも結局ずっと踏ん切りがつけられなくて捨てられずに持ったままで、それで遠葉くんの前で落として無くなって。迷惑だったかもしれないけど、でも私はちょうどよかったと思ったんだ」

「ちょうどよかった？」

　その言葉の真意をはかりかねた。

「遠葉くんが捨てててくれるなら私にとって持つべきものじゃないし、逆に遠葉くんが預かってくれてるなら、また私が持つべきものなのかもしれない……みたいなね？　人任せだけど。運命みたいな」

　あんな偶然で拾っただけなのに、責任重大だ。まあ吉野さんの話を聞いて事の次第を考えるなら、自分では捨てられないから俺が拾ってそれを捨ててくれるならちょうどいい、みたいな考えだったんじゃないかと想像した。

「俺みたいなのに託してよかったの？」

「俺みたいなの、がよかったんです」

　そんなセリフを言われて、ついドキッとしてしまう。

「でも今日まで遠葉くんと一緒に応援部で色々あって。一緒にデートして。そんな今ならね、持ってられる気がするんだ」

「わかったよ。ちょっと待ってて」

　俺は自分のかけ鞄かばんからファイルを取り出し、その間に挟んで保存していた栞しおりを吉野さんに差し出す。
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「はい」

　彼女はおずおずと手を伸ばし、それを摑つかもうとする。

「──ありがとう」

　そう言って受け取った瞬間、吉野さんは何かもの凄すごく驚いたような表情をした。そしてそのすぐ後に、何か苦しむような表情に変わる。だがそれらの変化もほんの一瞬だった。まるで映画のサブリミナル効果みたいに、自分の見間違いと感じるくらいにあっという間に、消えてなくなった。

「どうかした？」

「ううん、なんでも」

　だから平然とした吉野さんからそう言われれば、俺はその先を追及する気も起きなかった。でもダリアも何かを感じたのだろうか。

『今、この子……』

　何かに気づいたような口調だった。

『なんだよダリア？』

『いや、別に気にしないで』

　ダリアも似たようなことを言ってはぐらかしてきた。気にはなったが、目の前の吉野さんが優先だ。またあとで聞き出そうと思ってその場は流した。




　その後も別段変わりなく進行した。変わりなく、っていうのはつまり順調っていう意味だ。海沿いを歩いて、もう完全に夜のとばりが下りたところで、そろそろとなって駅へ向かう帰り道。

　始まりこそ文字通り暗雲が立ちこめていたわけだけど、その後は吉野さんの助けもあって、楽しい時間が過ごせた。出来れば俺だけでなく吉野さんも喜んでくれていれば良いいんだけど、ひとまず上首尾だったんじゃないだろうか。

『あー、今日のデート上う手まくいったなぁーとかなんとか吞のん気きに間抜け面づらで思ってそうね、今』

『ず、図星……』

『あのね。何、もう終わった気になってんのよ』

『え？』

　そう言われても流石さすがにこれ以上はもう何もないと思うのだけれども。

『さっき決められなかった分、ちゃんと次の約束を取り付けときなさい、今日観みれなかった映画が観みたいとか、何でもいいから』

　それはまあ的確なアドバイスだろう。今後吉野さんをうまい具合に誘える口実が見つかるかもわからないし、タイミング的な問題もある。

　比べて具体的なところまでは詰めずとも、ある程度今日約束をしておければ次回の確実性はより高まる。

『あんた好きなんでしょ？　あの子のこと』

　そう語るダリアの口調がすこしだけ寂しげに感じたのは俺の勘違いだろうか。

『うん。間違いなく』

　俺はきっぱりと返すと、ダリアは言う。

『だったら次の約束、しときなさいよ』

　だが電車に揺られる間の待ち時間も、結局俺は全然言い出せなかった。




　やがて電車を降りて、俺たちが朝に集合した駅前広場へと帰ってきた。帰宅途中のサラリーマンや部活帰りの学生などがちらほらいるが、そこまで人通りは多くない。

「今日はありがとう。遠葉くんと一緒に遊べて楽しかったよ」

　吉野さんの言葉を聞いている間にも俺は物もの凄すごい圧迫感と緊張があった。

「俺もすごく楽しかった」

　微ほほ笑えみながらこくりと小さくうなずき吉野さんは手を振る。このままじゃ行ってしまう。

「それじゃあね、ばいばい」

　そしてその去り際だ。

「……あの、さ」

　後ろ側に向こうとしていた吉野さんは俺の前に再び向き直った。

「なに？」

「き、今日はさ、映画観みれなかったよね。これ……俺のせいみたいなものなんだけど」

　吉野さんはじっと黙って俺の話を聞いていた。

「だからさ、ま、た今度……」

「……また今度、何かな？」

「また……」

　先を促された。俺は自分の中のありったけの勇気を振り絞って、声を出そうとした。でも嗄かれてしまったように言葉が出ない。きっと大丈夫、そう思う。でももしここまでの全部が俺の勘違いだったら？　そんな不安はどうしても俺の心の中にあった。

　だってそうだろ。よくよく考えてみて、俺たちはまだ三ヶ月くらいの付き合いで、しかも立場としては吉野さんはクラスの中で輝く太陽みたいな存在で。俺はすっぽん以下の何のとりえもない陰キャだ。今回だってダリアの助けがなかったら、こんなデートに漕こぎつけていたわけがない。

　冗談みたいに色々うまく行きすぎだ。

　好事魔多しと言うけど、俺には漠然とした不安感があった。

　そして思ったのは、ここが俺の人生の中で、最も吉野さんと近づけた瞬間なんじゃないかということ。あまりに出来すぎの今日までとこの一日だからこそ、今はここで終わらせるべきなんじゃないか。

　石橋を叩たたいて渡るどころか、石橋を叩たたき割わるくらいの心配を抱くのはバカみたいだ。またダリアに笑われる。でも俺は元からそういう生粋のネガティブ人間だった。

　自ら引き留めたくせに俺が先のセリフを言わないせいで、吉野さんは不審そうにしている。

　だから早く言うんだ早く言え、自らにそう念じて、念じるほど気持ちが空回りしていく。

　もうダメだ。これ以上の沈黙が生まれるくらいなら──そう思った。

『……ダリア』

　今日は出来るだけ自分だけの力で過ごそうと、そう考えていたのに、窮地にあってはそんな理想も簡単に吹き飛んだ。

『わかってるわよ。続きでしょ』

『……頼む』

　即座に感覚が切り替わって、そして次の瞬間には俺の意思に関係なく、口が動いていた。

「「また今度、俺と一緒にどこかに出かけてくれる？」」

　がくりと膝をつくような気分になっていた。せっかくここまで自力で戦っていたのに、結局最後の最後でダリアの力を借りてしまった。

　でもそんな後悔も一瞬で過ぎ去った。そんなことはもう構わない。それより吉野さんがどう答えてくれるかだ。了承してくれたら全部帳消しだ。結果よければ過程は関係ない。

　ほんの少し心配しつつも、でも言い切った後は清すが々すがしい気持ちになっていて、俺の中ではきっとうまくいくはずだという自信がみなぎっていた。

　だってここまでのデートの雰囲気は俺が最初に想像していた以上に上う手まくいっていて。そして吉野さんはこんな俺に対してもいつでも優しくて。

　普段は悲観的な俺も、きっと大丈夫、いや絶対に頷うなずいてくれる。そう思うくらいにはこのお誘いに自信を持っていた。

　だから──

　吉野さんは俺を真っ正面から見据えて、言った。




「ごめんなさい、お断りします」




　──その一言を聞いた瞬間、天地が揺らぐような目め眩まいがした。











六章






　秋の初めの日暮れはまだゆっくりだ。ずぶ濡ぬれになりながら歩くと、なおさら時間の歩みが遅くなっている気がする。おまけに体調も鈍く、酷ひどい。まるで全世界の大気が俺の体の上にのしかかっているような、そんな錯覚さえ覚える。

　見てくれも、今もズボンから水が滴したたり落ちていて、酷ひどい有あり様さまだ。おかげで電車にも乗れないし、長い道のりを歩いて帰るしかない。しかしその徒歩での帰路も周囲の目が痛い。

　夏でさえそんな奴やつはいないのに、秋にジャージ姿のまま好んで水をかぶるような人はいないわけで。俺は身を隠すように体を縮こませながら、出来るだけ人気が少ないところを歩いていた。

　生きていると反省することばかりだ。どうしてこの学校に入ろうと思ったんだ、とか。自分はバスケ部に入部したんだろう、とか。そんな自問自答をしてみてもろくな答えが見つからない。

　バスケ部に来たのは単に中学からの延長、とかそんな理由になるんだろうか。それで結局は先輩たちに虐いじめられて退部届を出したら、バケツで水を浴びせられ。

　そして現在に至っている。ベタベタしたシャツに秋の空気が入り込み、冷たくて気持ち悪い。このままいくと風邪をひきそうだ。

　とにかくどこかで一旦休みたい。そう思った俺はとある公園に迷い込んだ。川沿いにある堤防の公園。そこのベンチの端っこに深く座りこんだ。そして目を閉じたら、一緒に心も閉じていくような錯覚に襲われた。このまま消えてなくなりたいと思った。どうしてここにいるんだろう、なんで自分は生まれてきてしまったんだろう。もう消えてしまいたい。

「──秋コス桜モスが微ほほ笑えんでる」

　唐突な言葉に驚いた。近くに人がいることにも全然気づけていなかった。はっとして目を開けて声の方を向くと、隣のベンチに女の子がいた。さらさらの長い黒髪に、こちらを見つめる柔和そうな表情。長い睫まつ毛げに大きな瞳。見つめられると動けなくなってしまうような美人だ。俺の状況と照らし合わせて、何か幻想を見ているかのようなそんな錯覚すらあった。

　だから俺は彼女が発したその言葉の意味については何も考えられないまま、呆ぼう然ぜんとしていた。その間に、彼女は言葉を続けた。

「なーんて。私もたまにここにきてぼんやり秋コス桜モスを眺めるんだ。綺き麗れいだよね。こんなにたくさん」

　彼女に言われるまで俺は秋コス桜モスの存在に気づけていなかった。視線を動かすと確かにあった。綺き麗れいなコスモス畑だ。紫やピンク色の花々が勢いよく咲き誇って、こんなにも雄弁に、力強く自己主張している。なのに俺は自分のことでいっぱいになりすぎて、何も見えていなかった。

「あ、私のこと覚えてくれてるかな？　吉よし野の楓かえでだよ。同じクラスの」

「多少は……知ってるよ」

　そりゃあ知ってる。一度見たら簡単には忘れられないような美人だ。しかもそんな子と同じ教室の中で半年以上過ごしているというのだから尚なお更さらだ。

「ならよかった。あ、それと実はね、私の名前も秋コス桜モスなんだよ。言葉は反対なんだけど」

　そのセリフを聞いて俺は数秒黙り込んだ後、まるで意味が分からなかったし、それに深く疲れていたから適当に話を返した。

「へえ……やっぱり。最初見たときからそうだと思ってた」

「そ、それはすごい勘だね」

　たぶん今お互いにこう思っているだろう。『何を言ってるんだこの人』と。お互いに強敵と出会ったことで慄おののいたのか、妙な沈黙が生まれた。

「でもね、私もちゃんと君の名前、憶おぼえてるから。遠とお葉ば香こう一いちくんだよね？」

　少しだけ驚いた。俺みたいな影の薄い人間の名前を、俺とは正反対の太陽みたいな存在である吉野さんが名前を記憶してくれていたことに。

「俺みたいなのの名前を覚えてくれてるんだ」

「そんなこと言わないでよ。私、誰かと一緒にこの景色を眺めたかったんだ。でもここまで友達つれてくるのもちょっと気が引けちゃって。だからこうして遠葉くんと見れてラッキーって喜んでるんだよ？」

　あまりに優しい言葉だったが、正直今はその取ってつけたような優しさは逆にうっとうしくて煙たいだけだった。

「そうなんだ」

　そっけない態度であしらうつもりだったが、吉野さんは俺のそんな様子を微み塵じんも気に留めていない様子で微ほほ笑えんでいた。

「秋にここに来るとね、嫌なこともいろいろ忘れられるんだよ。こんなに鮮やかに元気に咲かれると、あーなんで私こんなことで悩んでたんだろうって思っちゃうから」

「俺は別に……忘れられないよ」

「そういう人が普通だよ。私が天然で変なだけかも」

　吉野さんは無邪気そうな表情を浮かべていた。

「ただ今日は何と、遠葉くんの隣に聞き上手な秋コス桜モスが一輪咲いていたり」

「聞き上手って自分で言っちゃうんだ」

「聞き上手な美しい一輪の秋コス桜モスが咲いていたり」

「美しいとも言っちゃうんだ」

　まあ実際美しいんだけども。

「ふふっ、ごめんね。つい楽しくなって調子に乗っちゃった。でも知ってるかな、私は実は応援部って部活の部長をしてるんだ。大したことはしてないんだけど、でも仕事柄いろいろ聞くのはこう見えても手て馴なれてるんだよ。顧客満足度も結構高いかもしれないよ？」

　この冗談めかした言動は、きっと俺の緊張をほぐすためだったんだろう。でも確かにこのおかしな会話の流れのせいで、ちょっと話しただけなのに吉野さんを身近な人物に感じてしまった。勝手に親近感が湧いてしまった。

「だからよかったら話してみない？」

　自分の情けない部分を、いきなりみっともなく晒さらすことなんてできない。そんな風に思っていたんだけどなぁ。彼女の優しさにあっという間に絆ほだされてしまったんだろうか。

　俺は途中どもったり、言い詰まったりしたけれど、それを急せかすこともなく、ただ少しずつ相あい槌づちを打ちながらゆっくり聞いてくれた。

　そして全てを聞き終えて、吉野さんは柔らかな眼まな差ざしでこちらを見つめる。

「すごいね。そんなに辛つらい部活に何ヶ月も耐えてきて」

　吉野さんはそう言ってくれたが、俺はそんな風に前向きにはとらえられなかった。

「大したことないよ。それに結局途中で逃げ出したんだから一緒だよ」

　情けなくそんな言葉を漏らすと、吉野さんはそれに力強い口調で反論してきた。

「違うよ。そんなことない」

　俺は目を丸くしながら吉野さんの顔を見つめた。

「ちゃんと遠葉くんは頑張って戦ったんだよ。それは初めに逃げ出した人と全然違うから」

「……そうなのかな」

「そうだよ。辛つらいのにその場にとどまって今まで頑張ったんだもん。立派だよ」

「ありがとう」

「ううん、こちらこそ。こんな偶然公園に居合わせただけなのに色々聞いちゃってごめんね」

　そんな風に謝られて尚なお更さら申し訳なくなった。

「あ、そうだ」

　不意にそう言って吉野さんは自分の鞄かばんを手元に引き寄せた。そしてその中から新品のチョコレートの入った小袋を取り出す。

「はい、これ」

　小袋を差し出されて思わず手に取る。

「チョコレート……」

　苦手なのに、と言い出す暇もなかった。

「嫌いだった？」

「う、ううん」

「ならよかった」

　この空気で嫌いなんて言い出せない。それに何な故ぜか今日は苦手な甘い物も食べられるんじゃないかと、そんな予感がしていた。

　小袋を開いて中身を取り出し、真っ黒なそれを一口かじった。そして咀そ嚼しやくして、吞のみ込む。

「──美お味いしい」

　お世辞ではなく本心からそう思った。生まれて初めてそんな風に感じた。濃厚な甘さとサクサクした食感が、疲れ切った頭の渇きを癒やしてくれるようなそんな感覚だ。あっという間に食べきってしまった。

「安心したー。嫌いなのに私が勧めたから無理に食べてくれたのかと思っちゃったから」

　それは図星なんだけど。吉野さんも隣で同じくチョコレートの袋を開けて、あっという間に食べ終えていた。

「うーん、美お味いしかった」

　吉野さんは無邪気そうにそんな感想を言った。屈託のない雰囲気、彼女が学校内でやたら人気なのは単純に容姿だけが理由じゃない気がした。

「生きるって辛つらいことばっかりだよね」

　誰だって悩みを抱えている、痛みがある。きっと吉野さんだってそれは変わらないんだろう。

「うん」

「でもそんな辛つらい人生の中にも、たまにこんなチョコレートの包みが埋まってるんじゃないかな？」

　それは発見という意味なんだろうか。あるいは俺が今みたいに新しく小さな幸せを見つけたみたいな。

「……なんてね、それくらい思わないとやっていけないよね」

　言いながら吉野さんはチョコレートの包みを振っていた。

「あの、さ。一つ訊ききたいんだけど」

「なにかな？」

「秋コス桜モスが微ほほ笑えんでるって、何だったの？」

　そのことを訊たずねると、吉野さんは頰を赤くしていた。

「うぅ、それはっ……」

　そこで吉野さんは言葉が詰まって、口をつぐむ。その時、風が吹いて、並んだ秋コス桜モスたちが小さく揺れた。ゆらゆらと優しく、柔らかく。

「うん。でも微ほほ笑えんでるかな、秋コス桜モス」

　そんなことを言うと、吉野さんが俺の方を向いた。

「そうでしょ？」

　その俺に向けられた笑顔が、ずっと脳裏から離れなかった。

　彼女がその場を去った後も、家に帰ってからも、シャワーを浴びていても、ベッドで横になっても、ずっと。

　それが別に劇的ってわけでもない、でも俺にとっては人生の転換点になったような、吉野楓という女性に恋をした日だった。




　コンコンというノックの音の後、扉が開いた。朝方まで全然眠れなかったせいか、頭の中のモヤが酷ひどい。頭が痛い。ついでに身体からだも痛くて重い。久々に辛つらい朝だった。

「あんたまだ寝てるの？　もう朝よ、しかも月曜の」

　朝から隙の無い鋭いダリアの声が耳に届く。

「ああ、そうだっけ……ごめん」

「とにかく朝食くらい食べたら？」

　言われてみれば微かすかに朝食の、トーストの匂いがする。あまり食欲は無いけど、せっかく作ってくれたものを粗末には出来ない。

「ありがとう」

　俺はよろよろと立ち上がってダリアの後をついていった。

　きっとダリアがいなかったら今日は学校をサボってたはずだ。ダリアの存在に感謝しつつ、その背中を追うようにダイニングの方へと歩いて行った。

　俺はあの吉野さんとのデートの日から何をするにも頭がぼんやりとして、注意力散漫になってしまっていた。帰って早々に寝込んだし、日曜日も全く何もせずにずっとベットの上で過ごした覚えがある。覚えがあるというのはもう意識も薄うつすらとしていて、ろくに記憶も無いからだ。今食べ終わったトーストの味も、目玉焼きの味も、コーヒーの味も、何も覚えてない。

　そんな俺の呆ほうけた様子を見かねたのか、キッチン側で食器を洗っているダリアが言う。

「あんた学校行くんでしょ。しゃっきりしなさいよ」

「うん、ごめん」

「あんたね、この前からごめんとありがとうばっかりじゃないのよ。二十年使い古したラジオでもまだもう少しまともに働くと思うけど」

「ごめん」

「……バカ。もういいからさっさと着替えときなさいよ。ちゃんと顔も洗って。寝癖も直しなさいよ。学校間に合わなくなるから」

「うん」

　学校に、行きたくない。だって吉野さんに会ったら、どんな風に話せば良いいんだろう。どんな風に接すれば良いいんだろう。俺には何も分からなかった。

　そもそもあの時の答えの理由すら分かってないのに。

　でもそんなことさえ些さ末まつに思えるくらいの現実が、俺を待ち受けていた。




　ぼんやりしたままの状態で何とか学校へ到着した。始業ギリギリの時間だったが、吉野さんは来ていないらしく空席だった。やっぱり向こうも顔を合わせづらいんだろうか。それとも偶然に風邪を引いたとか？　いやそれはあまりに都合が良すぎるか。なんて、そんな益やく体たいもないことを授業が始まってもずっと考えっぱなしだった。よそ事ばかりに思考がいくせいで数学の小テストもさんざんな目に遭った。

　それにしても不思議なのは、あれだけクラスの中心的存在の吉野さんのことについて誰も気にかけていなかったことだ。というか吉野さんは入学して同じクラスで過ごしていて、ずっと皆勤賞だったと記憶している。

　そんな子がいきなり何の脈絡もなく、しかも担任から説明もなく休んだら、多少は気になるんじゃなかろうか。特に吉野さんと仲良くしていた志し倉くらさん辺りは。あるいは吉野さんが休んだ事情や理由を知っているから何も言わないのかもしれない。そう思った俺は、志倉さんから何か聞き出せないかと思い彼女の席に近づいた。

　いつもの彼女は吉野さんと大抵昼食を一緒にしているが、本日は別の友人と仲良く話しながら食事している。お邪魔するのは気が引けたが声をかけた。

「あのう。吉野さんって今日、休みなの、かな？　部活のことで少し話したかったんだけど……」

　そう訊たずねると、二人は変にきょとんとした感じで俺を見上げていた。そして。

「……吉野さんって、誰のこと？」

　志倉さんがそんなことを口走って、寒気がした。

「瑞みず葉はは分かる？」

　志倉さんが隣にいた七なな瀬せ瑞葉さんに声をかけると、七瀬さんも怪け訝げんそうに小首をかしげた。

「え、知らないよ、誰それ。二年とかの先輩？」

　愕がく然ぜんとした。自分はこういうのにも慣れているが、まさか吉野さんを無視するイジメを始めているとか？　それも本人のいないところで。しかし志倉さんがそんな邪悪なことをするタイプにはどうしても思えないし、彼女たちの口調は真実みがあって、わざとそんな風に口裏を合わせている感じではなかった。

　だから俺は慄然としながら訊きいた。

「じゃあ、そこの席は誰の席だと思ってるの」

　指さしたのは隣の吉野さんの席だ。当然だが今日は誰も座っていない。

「変なこと言わないでよ。ここは最初から空席だったでしょ」

　志倉さんは俺を気味悪がるように言っていた。でも怖かったのは俺の方だ。

「本気で言ってるの？　それ」

「遠葉くんこそ今日、変だよ。どうしたの？」

　言い返されて言葉を失っていると、しかし志倉さんは不意に顔を歪ゆがめた。

「ちょっと待って、でも」

「何か思い出したの？」

　この説明の不能の現状が俺の勘違いであって欲しい。そんな救いを求めるような眼まな差ざしで志倉さんを見つめる。

「わからない。でもすごく何か嫌な感じがする、すごく大事なものが足りないみたいな。……欠けたような、そんな感じが」

　息を吞のんで彼女を見守る。

「……ううん、やっぱり何でもない」

　でも結局それっきりで。隣の七瀬さんに至っては何一つピンとくるものもないらしく。絶望的な気分になりながら、俺はすごすごと退散した。

　信じられないことだ。でも誰に訊きいても吉野さんを覚えている人はいなかった。担任に訊きいても、他のクラスの人に訊きいても、誰に訊きいても俺が頭のおかしな変人と見られるだけ。

　人の記憶が当てにならないというのなら、俺は書類などの物を探ってみることにした。例えば試験の順位表。廊下の掲示板に貼り出されていたそれの、上の方に吉野さんの名前があったと記憶していた。

　上から順に、総勢百四名を全て辿たどっていくが、どこにも吉野楓の名前はない。こうなってくると俺自身が今まで夢を見ていたような気分になる。それでもあの穏やかな声音や、艶っぽい黒髪や、柔らかな笑みが、俺の記憶の間違いだとは思えない。あまりにも鮮烈に頭の中に残っている。

　続いて俺は応援部の部室に。日報の写しがファイルされているものがあるので、それを開いた。だが。

「……」

　どこにも吉野楓という名前が見つからなかった。部活動の日報も露骨な空白があり、俺の名前しか見当たらない。吉野さんが記述した部分も空白だ。

「なんだよ、これ」

　呆ぼう然ぜんとしていたところに、ダリアがいつの間にかやって来ていた。

「結局こうなっちゃったのね」

　寂しげに、だが訳知り顔でダリアが語る。

「なんだよ、それどういう意味なんだ」

「きっとあの子が選んだのよ」

「ダリアは、何か知ってるのか？　教えてくれよ！」

　するとダリアは観念したようにため息をついた。

「……分かってる。もう隠してても意味が無いからね。話すわ、全部。私が今ここにいる理由も含めてね」

　そして目をすがめてダリアは俺を見定めるように睨にらんだ。

「最初から変だと思ってたのよ。普通の人間に私が見えるはずが無いのに、あっさりあんたに見つかって。霊感が強い人間には見られることもあったけど、かなり希少なケースなの。それにあんたはそういうタイプじゃない、どちらかと言わずとも鈍感な方だわ」

「じゃあどうして俺はダリアが見れたんだ？　というか、それが吉野さんがいなくなったのとどういう関係が……」

「全てはあの栞しおりなの、あれをあんたが持ってたせいで私が見えるようになった」

　いきなり出てきた『栞しおり』という単語に俺は少なからず驚いていた。

「は？　何だそれ」

　怪け訝げんになって乾いた声で反応すると、ダリアが言う。

「つまり、あの吉野楓って子はね半分エルフの血を継いでるのよ」




　──あれからというもの、吉野さんは一向に学校に現れなかった。ただ依然として彼女の存在は忘れられたままで、戻ってきてもどうしようもないという節はある。

　というより吉野さんが戻ってきたくないからこそ、みんな忘れたままになっているのだろうか。そういう前後関係は分からない。ただこのままじっと待っていても状況が好転しないことは明らかだ。

　だからといって何をどうすれば現状が解決するのかもわからない上に、今はダリアとも距離を取っている。あまり一緒にいるとケンカになりそうで怖かった。お互いの合意もあって、今日はダリアは家で留守番している。

　その日の昼休み、俺は応援部の部室に来ていた。理由は単純明快で、俺だけが吉野さんがいないと感じている教室は居心地が悪かったからだ。それでも応援部に来れば尚なおのこと違和感を覚えてしまう。本来なら俺がここにいるときは大抵彼女もいた。だからこうしてぽつりと椅子に座っていると、どうしても喪失感を覚えてしまう。結局、学校にはどこにでも吉野さんの痕跡があって、なのにそれは俺の目にしか映らない。全てが噓うその、偽りの記録だったように。

「遠葉、いたのか」

　そんな挨拶と共に勢いよく扉が開いた。現れたのは小お野の木ぎ先輩だった。

「小野木先輩、今日はどうしたんですか」

「用が無きゃ来ちゃマズイか？」

　なんか彼女みたいなことを言うなあと思う。

「いや、別に構わないですけど……」

　俺がそう返すと、手近なパイプ椅子に腰掛けた。それを見るに付け、なんていうか現金な人だなと感じた。俺も小野木先輩たちに色々と酷ひどい目に遭わされたけど、それでもこうなるとその過去を引きずる気にもならなかった。むしろこうしてわだかまりなしに一緒にいられることに変な楽しさすら感じる。特に今みたいなタイミングだと尚なお更さらだ。

「そういやお前トチ狂って校舎で大声あげて告白したらしいな」

　顎が外れそうになった。

「最近ぶっ飛んでるじゃねぇかよ。昔ウチにいた頃は本性隠してたのか？」

「い、いやそういうわけじゃないんですけど、……こう色々とありまして」

「ま、お前が何考えてようが、どうでもいいけどな」

　そして小野木先輩は自分の鞄かばんから取り出した煎せん餅べいの袋を開け始めた。市販品のヤツだ。小分けした袋に入っている、醬しよう油ゆ味で海の苔りの巻いてあるあれ。

「もしかしてそれがお昼ご飯なんですか？」

　訊たずねると、ぎろっと睨にらまれた。

「だったら何だ？」

「い、いえ別に……」

　俺も萎縮して口をつぐんだ。そして微妙な沈黙が生まれる。

「あー……お前も喰くうか？」

　その沈黙に気を使ってくれたのか、先輩が一つ小分けの袋を差し出してくれた。だがそれでまた思い出してしまう。吉野さんとのやり取り。この小さな学校の中で、彼女との思い出は本当にどこにでも転がっていて、見つけてしまう度に躓つまずいてしまう。俺はそのフラッシュバックに思わず身体からだが硬直していた。

「いらねぇのか」

　小野木先輩のその声で現実に引き戻された。

「いえ、一つもらいます」

　そう答えて分けてもらった。その後、部屋は煎せん餅べいをかじるときのぱりっという音に支配された。自分でも思う。これは輪をかけておかしな状況だな、と。苦笑いがこぼれるくらいに。

「小野木先輩」

　緊張が解けてきて、俺は思わず声をかけていた。すると先輩は顔を上げた。

「今日はどうしてここに？」

「……ここは人がいねぇからな。教室のがちゃついてやかましいのが嫌なんだよ。まあ、今日はお前がいたけどな」

「そうですか、すみません」

　俺がそう答えると、先輩はつまらなそうに鼻を鳴らした。そして俺は会話が一応出来たことで調子に乗って、また声をかけた。

「あの、この応援部って最初から俺一人、でしたよね」

　その質問に対して、ものすごく奇っ怪な表情で小野木先輩は俺を睨にらんだ。

「はぁ？　何言ってンだお前」

　先輩は面食らっていたようだが、俺が真剣な眼まな差ざしで黙って見つめ返すと、俺が冗談を言っているのではないのだと感じたようだ。それで渋々といった様子で返した。

「そりゃそうだろ」

「……ですよね」

　俺が露骨に落胆した雰囲気を見せたからか、先輩は俺を案じてくれたらしい。

「お前なんかおかしいぞ、どうかしたか？」

「いや、別に何も」

　すぐに取り繕ったが、さすがに色々バレたらしい。

「あのな。お前は前から隠し事出来る人間じゃねぇんだよ」

　そう言われた。仰おつしやるとおり俺は隠し事に向いてないタイプだ。しかしそんな風に促されても困ってしまう。

　話したくても話せないから。こんな素っ頓狂な話を聞いて誰が信じられるだろうか。人一人の存在が今、この世界から消えようとしていて。そしてその人物の片方の親がエルフだった、なんてくだらない話。ホラ話にしてもおとぎ話にしても。出来が悪すぎる。でも俺は確かに聞いた、聞いてしまった。この物語の生き証人から。




「──エルフの血を継いでるって……どういうことだよ」

　俺はワケが分からなくて、ただダリアの言った台詞セリフを復唱するくらいしか出来なくなっていた。

「分かりやすく言えばエルフが混ざってるってこと。あんたにも何となく思い当たる節があるんじゃないの？」

「それは……」

　吉野さんの不思議な雰囲気は、正直浮き世離れしているなと感じるときが度々あった。そして稀まれにだが、クラスメイトから吉野さんのことを気味悪がるような言葉を聞くときもあった。

　勘が良すぎる、だとか、こっちの気持ちを読んでるみたいな時があった、とか。そんな陰口だ。それがイコールエルフであるということに繫つながるわけじゃない。でも、吉野さんの存在が何か普通では無いことの裏付けにはなるのかもしれない。

「最初にも言ったけど、私はねエルフとしての応援という使命の他にもう一つ役目を帯びてここに来てたの」

「役目？」

「あの子が十六歳になる日、人としてこの世界で生きるか、エルフとしてこの世界から離れるか、どちらの生き方を選ぶか見届ける──同胞を導く役目よ」

　啞あ然ぜんとした。そう、ダリアは確かに言っていた。自分には役目がある、だから面倒はさっさと終わらせたい、と。その役目が『吉野さんを見届けること』だって？

「じゃあ今の現状は吉野さんが自分の意志でこの世界を去ろうとしてる、ダリアの世界に渡ろうとしてるから起きてるってこと、なのか？」

　あまりにも理解しがたい情報が流れ込んできて、頭の中が濁流の渦に吞のみ込まれたような、そんな混乱に支配されていた。

「そうね」

　なおも淡々としているダリアが憎たらしかった。

「……吉野さんはもうすぐいなくなるのか？」

「そうよ。あの子はこの世界から忘れられることになる」

　冷静に言って、そんな与太話を信じられるわけが無い。しかし与太話というのであればそもそもエルフという存在自体が無茶苦茶で、そして代役だのなんだのとそういった超能力も無茶苦茶だ。

　だがそれらの全てはダリアの言うとおりに起きて、少なくとも俺の知る範囲では矛盾無くここまで来ているのだ。それはそのまま今のダリアの話の信しん憑ぴよう性にも繫つながること。

「でもどうしてこのタイミングで」

「わからないけど、きっと栞しおりのせい」

「栞しおり？」

「あんたが返したアレよ。アレは『花型』って言ってね、私たちの世界の性質を持った物なの。だからそれを偶然にでも手にしたあんたは私が見えたし、持ち主の元に返って、その力を発揮してる」

　栞しおりといっても確かに上等そうな品だったが、それでも別段何か特別な力を持っている風には見えなかった。

「あの栞しおりにどんな価値があるんだ」

「あの子はたぶん気づいてなかったけど、花型は私たちとの世界を繫つなぐ物なの。より正確に言うなら、その接点を繫つなぎ止める物って言い方の方が正しいかもね」

　そんな詳細は俺にとってどうでもいいことだ。重要なのは吉野さんの今後についてだ。彼女がどうなるかだ。

「結局、吉野さんはいなくなるのか？　みんな忘れてしまって、消えちゃうのか？」

　その問いかけにダリアは少し目を伏せて、躊躇ためらいがちに言った。

「……今のままなら、きっとそうなるわ」

　あまりにも無慈悲な宣告を受けて、その瞬間、俺の頭の中で火花が散った。

「……なんでだよ！　なんで最初に全部話してくれなかったんだよ！」

　摑つかみかからんばかりの勢いだったが、ダリアもその言葉に強く反論した。

「言えるわけないでしょ!?　あの子はこの世界を去るかどうするかもまだ決めあぐねている様子だった。それにあの子の個人的な事情を私が勝手に話せると思う？」

　その言い分は確かにその通りだ。吉野さんのルーツに関する情報を、その許可無く俺に話して良いいはずがない。正論を言われて、一気に俺は勢いを削そがれた。

「……ごめん、ダリアに当たった」

「別にいいわ。この話をするときは揉もめると思ってたから」

　俺はあらためてダリアの表情を見上げた。

「なぁ、ダリア……」

「なに？」

「俺はどうしたらいいんだと思う」

　すがるような言葉に対し、だがダリアはそれを拒むがごとく、冷然と言った。

「それは私が決めることじゃないわ。ただ一つ言えるのは、後悔のない選択をしなさいってことよ。あとはあんたが考えて決めるの」




　──小野木先輩と向き合う中、俺は前々から訊きこうと思っていたことを問うてみた。

「先輩は塩しお山やま先生にどうしてお別れを言おうと思ったんですか？」

「さっきから思ってたけどな。お前、今日はいつもよりさらに頭おかしいな」

「いや、そうですね。確かにそうかも」

　自虐気味に言うと、小野木先輩は苛いら立だった様子を見せた。

「……ったく、あー、なんでこんなのに真面目に答えなきゃいけねぇんだよ」

　不愉快そうに小野木先輩は頭を搔かきむしっていた。

「言えるタイミングだったからだよ！　あのジジイ、徳とく山やままで行くらしいからな。こっから徳山って何キロだ？　知らねえけどよ、たぶんもう二度と会えねぇくらいの距離だ」

「いや、そんなことは無いと思いますけど」

　真剣に答えてくれているのはわかったのだけども、ついついツッコんでしまって、それになおのこと小野木先輩は怒ったみたいだった。

「うるせぇ。とにかくな、もう会えねぇと思ったんだよ。だからいろいろ今言うしかねぇだろ、今しか会えねえんだからよ」

「確かにそれならそうかもしれないです」

「これで満足か？　なぁ？」

「あ、はい、満足しました」

「もう二度と面倒くせぇ質問すんなよ」

　残りの煎せん餅べいをかじった後、先輩は肩を怒らせながら出て行った。こんなに怒りつつも真面目に答えてくれるというのは、なんというかすごくチャーミングな性格をしているな、と思った。多少わかったつもりが、実際のところ俺はどうやら小野木先輩のことをまだまだ知らなかったらしい。

　先輩の忌き憚たんない回答に感謝しつつ、ようやく自分の中で割り切れた。

　来ないのなら、自分から会いに行くしかない。そして吉野さんがこの世界を去ろうという前に、全部を訊きくしかない。




　吉野さんの家はアパートのようだった。彼女の家の住所についての情報は、反則かもしれないがダリアから聞いた。これはもう俺の手には負えないことだったからだ。何せ誰も知らない覚えていない人物の住所を訊きくことは出来ないし、調べることも出来ない。

　以前危惧していたとおりに俺は紛まがうことなく最低のストーカー野郎に堕してしまっていた。でも、それでも俺は吉野さんと話したかった。仮に彼女がこの世界を去るというのなら、その最後の言葉は誰かが聞かなきゃいけないはずだ。いくらなんでもこの世界に未練ゼロってことはないはずだから。ある種の使命感にも似た気持ちが俺の中にあった。

　階段を上がり、二階の奥まった部分、そこには表札も無くインターホンだけがくっついたこぢんまりとした一室があった。ダリア曰いわく、ここが吉野さんの住む部屋だそうだ。

　不安と緊張でいっぱいになりながらもインターホンに手を伸ばし、チャイムを鳴らすが全く返答はない。聞こえなかったのかと不安になってもう一度鳴らす。

　それでも応答はなく、俺は困り果てていた。じっとしていると、インターホン越しに声が聞こえた。

「開いてるから、入りたかったら勝手に入ってきて」

　数日ぶりに聞いた、それは間違いなく吉野さんの声だった。




　入った部屋には常夜灯の光しか無く、暗かった。中は殺風景で、テーブルとクローゼット、本棚と物入れのような生活必需品しかない。

　その中でも質素なベッドの上に座り、眼鏡をかけ、枕を抱きながら壁に身体からだを預ける姿勢で吉野さんがいた。初めて見る青色のパジャマ姿は普段のきっちりしたあの見た目からかけ離れていて、ギャップがあった。

　有り体に言えばすごく可か愛わいい、けれど、そんなことすら感じさせないような重苦しい雰囲気を纏まとっていた。

「わざわざここに何しに来たの？」

　第一声に、今まで聞いたことのないような冷めた言葉を浴びて背筋が凍る思いがした。

「……吉野さんこそ、今までなんで学校に来なかったの」

　恐る恐る訊たずね返すと、吉野さんは無感情に答えた。

「分かるでしょ？　もう行く意味が無いから」

「……じゃあ、なんで消えようと思ったの？　別の世界へ行こうって思ったの？」

「君は生きてる意味を考えたことある？　なんで生きてるかって」

　哲学的な問いかけだったが、あいにくと俺はそんな深遠な自問をしたことなんてほとんどなかった。たまに憂鬱なときに少しは思ったりもするけど、その程度だ。

「いや……ないけど」

「ならこの世界から消えることに理由も意味も無いことくらいわかるでしょ？」

　ものすごい極論に感じたが、彼女が単なる言葉遊びでそういったことを言っているとは思えなかった。詰まるところ、彼女は全くの本心でそう言っているのだとわかった。

「勝手なこと言わないでよ。部活は、応援部はどうするんだよ」

「元々部活なんて別にやる気無かったから」

　苦々しく、吉野さんはそう吐き捨てる。

「家族とか友達とか、みんな吉野さんを忘れていくんだよ。それでもいいの？」

「問題ないよ。だってみんな私のことを忘れるなら最初からいなかったのと同じでしょ？」

　吉野さんが話す様子を見ていると、彼女自身のことについて話しているはずなのに、まるで他ひ人と事ごとのような響きがあることに気づく。

「志倉さんと話したよ。志倉さんも忘れてたよ吉野さんのこと。でも何か胸の中に嫌な空白があるって苦しんでた」

　それまで立て板に水で話していた吉野さんだが、しかし志倉さんの話はいくらか効いたのか押し黙った。こんな付け焼き刃の説得でどうにかなるかはわからないが、とにかく喋しやべるしか彼女を引き留める方法は無い。

「家族だってそうなんじゃないの？　吉野さんの両親や兄きよう妹だいは──」

　だが家族の話になると一転して、鋭い語調で反論してきた。

「家族はいないから。それに友達だっていなかった。私は周囲に求められた役を演じていただけの機械みたいな人間だから」

「そんなこと……」

　なんと言えばいいのかわからなかった。ただ当たり前だが、誰にでも人に見せない隠した側面があって、吉野さんもその例外では無かったと言うこと。あるいは普通の人たちよりもずっと巧妙に、別の自分を覆い隠してきたのかもしれない。

「こんなの一生誰にも話すつもり無かったけど、どうせ君もそのうち忘れるんだから話していいかもね」

　悲しげに、あるいはつまらなそうにそう呟つぶやいた後、吉野さんは淡々と自分の来歴について話し始めた。




「私の由来は君も知ってるでしょ。あのエルフの女の人が近くにいたんだから」

「血筋が半分エルフなんだよね」

「父がそうだったみたい。私とはほとんど顔を合わせなかったけど、父はあの栞しおりを置いて消えたんだって。私が幼い頃、母が話してくれた」

「じゃあお母さんは？」

「病気で亡なくなったわ。私が五歳の頃に」

　その語り口からは悲しみなどの感情はすでに抜けきっていて、単なる歴史を説明するだけのような乾きがあった。

「だからそこからは私は叔母の家に預けられることになった」

　その過去を思い出すかのように、吉野さんは目を閉じていた。

「でも私のことを叔母はすごく嫌がったの。そもそも父はエルフだとかワケの分からない話は知るはずもなくて。だから父親に蒸発されて、それで心も身体からだも病んで亡なくなったようにしか見えなかったんでしょうね。叔母はそんな私の両親を軽蔑してたし、その軽蔑は私にも向いてた」

　想像していたよりも重苦しい吉野さんの過去に足を踏み入れていくことが、少し怖かった。

「何より私はエルフの力、みたいなのを受け継いでた。……共感覚って知ってる？」

　俺は頷うなずいて答えた。共感覚というのは例えば音を聞いただけなのに、それに伴って視覚的なイメージ（刺とげ々とげしいとか、堅いとか）を感じるというような、そんな認識のことだったと思う。

「私はその共感覚みたいに人の気持ちが色のように映って見えたの。自分でも変な女だって思う。当然叔母たち一家も私のことを相当気味悪がったの。妙に物わかりが良すぎる子供だったからね」

　エルフは人の魂を見通せると言っていた。吉野さんに起きていたのもたぶんそれに近いことなんだろう。

「叔母の家では色々あったな。友達と遊んで帰りがちょっと遅くなったら家に鍵がかかってて入れなかったり。私の分だけ夕食がなくて、それで五百円渡されて追い出されたり」

　俺だって普通の家庭環境に生まれたというわけじゃない。父親はおらず、母親だけ。その母親とも今もまだあまり上う手まくいっていない。でも、聞いているだけで息苦しくなってくるような、こんな酷ひどい家庭環境では無かった。

「別に不幸自慢したかったわけじゃないの。これくらいの人生を歩んでる子なんて他にもたくさんいるだろうし。ただね、私はずっと思ってた。本当の自分は一体どこにいるんだろう、って」

　吉野さんは小さくため息をついた後、言葉を続けた。

「私は相手が求めてる、他人が求める反応を繰り返してただけの機械。本当の私はいつも君が見てた吉野楓とは違うの。私の本性は誰も知らなくて、誰も求めてない」

　俺が今まで見てきたあの優等生然とした、吉野さんの優しい姿は、彼女自身が偽ったもの。そういうことなんだろうか。

「この世界には悩んだり苦しんだりしてる人が大勢いる。私にはその感情が騒音のように感じる。それが嫌だったから多少手助けしてあげようと思っただけ。テレビの音量を下げるみたいなことなの。応援部も誰のためでもない、全部自分のためなの」

　流石さすがにその言葉は俺にも少し刺さった。全部が本当とは思えないけど、でも全部が噓うそとも思えない。

「私は誰よりも打算的な自分が嫌いだった。人に裏表なく誠実に接することの出来ない自分が嫌いだった。残酷な自分が嫌いだった。相手のことを本気で思ってあげられないくせに、偽善で手を差し伸べる自分が嫌いだった。……だから私はずっと消え去りたかった」

　あまりにも重すぎる述懐だった。聞いているだけの俺が今にも膝から崩れ落ちそうになるくらいに、暗く、重かった。

「でもね、君と会ってからは少しだけ変わったの」

「えっ……」

　思いもかけない言葉にまぬけな反応が漏れてしまった。

「君がどういう気持ちを持って近づいてきてたのかは当然最初から分かってた。君が私の仮面を好きになってるって。だから私は君の求める私を演じ続けた。そうすることが私の役目だから。最初はそれだけだった」

　その話をする吉野さんはそこまでで一番楽しそうで、同時に寂しげでもあった。

「君はものすごく純朴で隠し事が出来ないタイプなのに、たまに変に言動がころころ変わったりして面白くて、私には持てない本当の優しさを持ってて憧れて。それでいつの間にか一緒にいるのが当たり前になって、それがちょっと嬉うれしくて。デートに誘ってくれてもっと嬉うれしくなって」

　この言葉も噓うそかもしれない、そこはわからない。でもそれを額面通りに受け取るなら、俺は少しでも吉野さんの助けになれていて、喜ばせることが出来ていたんだ、と光栄に感じた。次の言葉を聞くまでは。

「だからびっくりしたんだ。あのデートの日、栞しおりを返してもらったとき、君の後ろにエルフの子がいるのに気づいて。なぁーんだ、そういうことだったんだって思っちゃった」

　やっとわかった。あの時、吉野さんが俺の伸ばした手を払った理由──あの時、栞しおりを渡して、それでダリアが見えるようになったから。俺の裏切りが露呈したから。

「遠葉くんって案外噓うそが上う手まいんだね。すっかり騙だまされちゃった」

「違うよ！　俺は騙だますなんて……」

「でも私にかけてくれてた言葉はあの子に言わせてもらってたんでしょ？　思えば明らかにおかしいような変化を何回も見てたのに、こんなの全然想像できてなかった。自分も神秘の世界に片足が入ってるのに。本当バカだよね」

　自嘲的に浮かぶ吉野さんのほんの微かすかな笑みがあまりに悲痛だった。

「私にはどこからどこまでがそうだったのかはわからない。でも今はもう君の言葉は何も信じられない」

　今更「騙だますつもりはなかった」なんて虫が良すぎる。自分で発して、この言葉さえも噓うそだと自分で気づいてしまった。

「だから、そこからはもう全部いいやって思えたの。そうしたら今みたいになった」

『言えるわけないでしょ!?　あの子はこの世界を去るかどうするかもまだ決めあぐねている様子だった──』と、ダリアは言っていた。確かに吉野さんは悩んでいたんだ。こちらに留まるか、全てを捨てて向こうへ行くか。なのに俺が不誠実な選択をしていたせいで、吉野さんを追い詰めてしまった。彼女の最後の二択を選ばせる手伝いをしてしまった。そのことに気づいた。

「俺は……」

　自分の行動に後悔が溢あふれてきて、思考が線を結ばない。

「もういいの。最初からもう全部決めてたから。お別れするって決めてたから。予定通りになっただけだから」

「違うんだよ。俺はずっと吉野さんが……」

　その続きを言う前に、吉野さんが先に口を開いた。

「うん。だったら最後にキスしてあげようか？　嬉うれしいでしょ？　私のこと大好きな遠葉くんは」











七章






　帰り道、ぽつりぽつりと雨が降り出し始めていた。傘は持ってきていなかったから、それを甘んじて浴びる。歩くたびに雨脚が強まっていき、項うなじから背中にまで雨が入り込んでいく。そして一緒に冬の容赦ない冷気が身体からだにしみこんでいく。走ったり物陰に入ったり、そんな抵抗をする気も起きない。

　途中、路地に入ったところで勢いよく走っていく車が水たまりをはねて、また水を浴びる。泥まみれになった。あまりの無様な格好に自分で笑ってしまうくらいだった。

　そして長い道のりの末、家に帰って扉を開くと、ダリアがすぐにやって来て出迎えてくれた。

「……お帰り。あんた雨降ってるなら傘くらい差しなさいよ、バカ」

　同情と慈いつくしみを含んだ表情のまま、そんな軽口を叩たたかれたその時、今まで押さえ込んでいた全てがどうしようもなくあふれ出した。

「俺、吉よし野のさんを傷つけてたんだ……好きだったのに、俺が、一番傷つけたかもしれない……」

　ボロボロと涙を流していた俺を見てダリアは優しく俺の頭の上に手を置き、撫なでてくれた。

「もういいから黙ってなさいよ」

　そして俺の姿勢が崩れかけて、水浸しの体を受け止めて抱きしめてくれた。




　吉野さんの後ろ向きな決断の、その最後の一歩を押す手伝いをした。

　俺が騙だましたから。ずっとダリアの手助けを受けて、吉野さんと接していたから。

　自分と相手だけだったと思っていたプライベートな空間にもう一人いて、そのもう一人があまつさえ自分との会話を指南していたと知ったら、たぶん俺だってどうしようもなく失望しただろうな。

　きっと許せないと思っただろうな。許せない裏切りだって、感じたろうな。そんなことを繰り返し繰り返し頭の中で考えていた。




　冬休み前の最後の日、俺は学校を休んでしまった。これにダリアは何も言わなかった。俺の様子を見て気に病んだのだと思う。家でもずっとぼんやりしていたが、家に居続けるのも辛つらくて昼から俺は外へ出ていた。といっても出て来たのは俺のマンションに併設された小さな広場のような場所だ。

　目と鼻の先のような位置にある、そのベンチに座るだけが今の俺にとっての外出だった。

　冬の低い日差しが眩まぶしい。辺りには小さな子どもたちの元気な掛け声がこだましていた。

　上に厚めのダウンジャケットとセーターを着込んでいるのにまだ寒さが襲ってくる。こんなことなら外に出なければよかったという後悔と、でも家に戻るために動き出すのも面倒で億おつ劫くうな気持ちで、その場に釘くぎ付づけにされていた。

　俺は近くにおいてあった自分の鞄かばんを手繰り寄せる。

　中から出したのはあのとき、吉野さんからもらったチョコレートと同じものだ。少しだけお腹なかが空すいたような気がしたから手にとってみた。自分の食欲に対する感度も今は曖昧だ。

　俺は包装を破いて現れた黒色のそれを頰張った。そして嚙かみ砕くだき、吞のみ込んだ後、尚なおの事体が重くなったような気がした。




「時間が来たわ」

　俺が眠るベッドの傍そばに、いつの間にかダリアが立っていた。

　そしてダリアは俺が横たわりながらも話を聞いているのを確認したのだろう、言葉を続けた。

「あの子は今日の午前零時に向こうに渡るわ。あの子の魂が開花すると同時に門が開くから、そこを通っていく。門が開く場所は──」

「……いいんだ」

　途中で俺はダリアの話を制した。最後まで聞くのが苦痛だった。

「本当にいいの？　最後に一目会わなくて」

「いいんだよ。俺はずっと吉野さんを裏切って傷つけてた。俺は何も分かってなかった」

　普段のダリアなら泣き言を言うなと一蹴していたのだろうけれど、今だけは黙って聞いてくれていた。

「ダリアが言ってたことを何も考えなかった。願いってのは自分で叶かなえることなんだって。そう言ってくれてたのに、俺はあのデートの日の最後までダリアに頼った」

「それは私も同罪でしょ」

「違うんだよ。代役は俺の意思だ、そうだろ？　ダリアは俺を助けてくれただけだ」

　背中越しにでもダリアが困ったように口を噤つぐむ様子が感じ取れた。

「……だから、俺は吉野さんに顔を合わせる資格がないんだ。最後まで自分の言葉で語らなかった俺には」

　俺の意思を聞き終えてから、ダリアは改めて言った。

「わかった。じゃあもう行くわ。あんたの願いを叶かなえてなくて契約はまだ続くから、私は戻ってくるけどね」

「……うん」

　すたすたとフローリングの上を歩く音が聞こえて、ダリアがきっと部屋の扉の前まで動いたのを感じた。

「じゃあね」

　その一言を残してダリアは部屋からいなくなった。

　俺だけが残った暗い部屋の中で、重い気持ちだけが身体からだに充満していくのを感じた。

「……吉野さん、ごめん」

　誰にも聞こえていない謝罪が部屋の中に小さく響いた。




　どれだけ気持ちがふさぎ込んでも、何もしたくなくなっても、喉は渇く。ずっと乾燥した室内に閉じこもっていたせいだろうか。

　一歩も動きたくないのにどうして。人間の体はほとほと不便だなと思う。思いつつも、仕方なく俺はベッドから起き上がった。キッチンへ行くためだ。

　しかし久しぶりに立ち上がると身体からだがふらつく。ただそんなこともどうでもよかった。むしろ自分の身体からだを傷つけたいくらいの気持ちだ。何にでも当たって、アザでも傷でも作れば良い。そんな無鉄砲な気分で扉へ向かって歩く道中、膝がかくつき足が勉強机に当たる。そこまではよかった、でもうっかりしていた。身体からだがぶつかれば机の上に載っていた物もぐらつく。

　危うく床に落ちそうになる、それを見てはっとした。

　絶対に落としちゃダメだ──そう反射的に感じて身体からだが懸命に反応した。しかし慌てたせいで体勢を崩し、挙句ひどく尻もちをついた。

　したたかに打ったお尻の辺りに加えて、変な体勢で崩れたせいで腰も少し痛めたかもしれない。痛んだ部分をもう片方の手で押さえながら、それでも何とか物を割らずに済んでほっとした。

　これは……だって。

　あの日に出来た思い出そのものだから。




「──遠とお葉ばくん誕生日おめでとう！　私より一歩先に年を越されちゃった。これからは敬語でしゃべった方がいいかな？」

　小包を差し出し冗談を言いながら、嬉うれしそうに吉野さんは笑っていた。対する俺はすごく驚いていて、きっとかなりみっともない締まりの無い表情を浮かべていたと思う。

「えっ、なんで俺の誕生日、知ってるの？」

「だってあの質問ゲームのときに話してくれたでしょ？」

　そういえばそんなこともあったかもしれない。自分ですら忘れてしまうような些さ細さいなことだというのに。

「わざわざ覚えててくれたんだ、そんなときのこと」

「実は覚えちゃってました」

「ごめん、別にお祝いして欲しくて、この日を選んだわけじゃないんだよ、なんかごめんね」

　デートの日にあえて自分の誕生日を選んだっぽくなってしまったのが少し申し訳なく思えた。でも俺のその縮こまった様子を吹き飛ばすみたいに吉野さんは屈託なく笑ってくれていた。

「全然。そんなこと少しも思ってないし、偶然でもむしろ当日にお祝いできる日を選んでくれて私は嬉うれしいよ？」

　そして俺は小包を受け取った。可か愛わいらしい包装紙で覆われた両手に収まるくらいのサイズの品だ。

「これ、開けてもいい？」

「どうぞ。中身、遠葉くんが気に入ってくれるかは分からないけど。うーん、ちょっと不安だなぁ」

　言って吉野さんは苦笑いしていた。俺は包装紙を取り外した。中から出てきたのはフラスコのような透明のボトルとそれに入ったコスモスの花と液体。

「これは……」

「コスモスのハーバリウムだよ」

「ハーバリウム？」

　聞いたことのない単語だった。

「専用に加工されたお花をオイルに漬けて保存したもののこと。だからずっと枯れない綺き麗れいに咲いた花が見られるの。こんなので喜んで貰もらえるか分からないけど」

　ハーバリウムの容器は雲間から漏れた陽の光を反射して、きらきらと輝き、中に入った秋コス桜モスは微ほほ笑えんでいた。

「すごいよこれ。ありがとう。めちゃくちゃ嬉うれしいよ」

　そうやって感謝を伝えると、吉野さんは笑った。

「そう？　喜んでもらえたならよかったな」

　そして珍しく恥ずかしそうに顔をそらしながら、吉野さんは言う。

「あのね、私、ずっと一人で応援部をやってて、でも一人だからたまにものすごく孤独に感じて。だけど迷惑かけたり巻き込みたくなくて、なし崩しで一人を続けてて……。だからまたもう一回、諦めずに遠葉くんが入部したいって言ってくれてすごく嬉うれしかったんだ」

　そこで言葉を区切って、吉野さんは俺を見つめた。

「そのお礼の気持ちをずっと伝えたかったの。……ありがとう。それと誕生日おめでとう！」




　ほんの少し前くらいの出来事なのに、忘れていた。あまりにも多くのいろんなことがありすぎて。

　気づけば目の端から涙がこぼれていた。これだけいろんなものをもらっておいて、俺はまだ吉野さんに何も返せてない、思いを伝えられてない。

　吉野さんは今、俺のことをどう思っているかは分からない。俺が顔を見せたら、ひょっとしたら邪魔に思うかもしれない。そういう人間関係の力学なら俺だってよく分かってる。

　でも、このままは絶対に嫌だ。心のなかに強い意志が芽生えていた。どういう結末になるのだとしても、このまま雪が陽の光に消えてなくなるようなそんな温ぬるい幕引きはお断りだ。

　涙を袖で拭った後、立ち上がり、ハーバリウムの容器をそっと置いた。自分にはまだやるべきことがある。上着も着ないまま、外へ駆け出した。




　二人がいる場所はたぶん神社かどこかだろうと当たりをつけている。俺はエルフとか何とかの由来や出所は分からない。ただその存在がこの世界の神秘なのは分かる。だからその神秘に通じる場所と言えば、日本なら神社や寺しかないだろう。そしてこの街はそういうものに事欠かない。

　でもその可能性の中にこれぞというものはない。ともかく近いところから順に虱しらみ潰つぶしで当たっていくしか無い。あるいは花や植物に関連するものを優先したりして、一つずつ辿たどっていくしか無い。

　年の瀬も近づいたこの夜、寺社に向けて走り回る俺を道行く人はものすごく奇怪そうに気味悪がっていた。いつもならきっとそんな白い眼めに俺は怯ひるんでいただろうが、今はもう何一つ気にならなかった。ただ息が切れるまで、心臓が潰れるまで、足がすり切れるまで走るだけ。だって伝えなきゃいけないから。結果なんてどうでも良いい。でも伝えなきゃいけないんだ。俺の本当の自分の言葉を。




☆




　楓かえでが自室で動きやすい衣服に着替えて準備を終えたところで、きぃいという蝶ちよう番つがいの軋きしむ音と共にダリアが現れた。そしてそれが分かっていたことのように、楓は驚きもなく振り返る。

「私がここに来た理由は分かるわね」

　そうダリアが訊たずねると、楓は小さく頷うなずいた。

「はい」

「改めて訊きくけど、本当にいいのね？」

「構わないです。もう未練はありませんから」

　彼女の目元は腫れていて、姿も弱々しかったが、言葉に迷いはなかった。それであれば監視者として、あるいは案内人としてやって来たダリアにすればやることは一つだ。

「じゃあ案内するわ。門の開く場所に」

「お願いします」

　二人は揃そろって楓の部屋を出た。




　世界への名残など微み塵じんも感じさせない淡々とした歩調で、楓とダリアがたどり着いたのは暗い夜空の下にぽつりと存在する扉だ。夜陰の中に浮かび上がっている。

　その古びた両開きのドアはだが二人が手を触れずとも、近づくだけで独りでに開き、気づけば二人は秋コス桜モスが咲き乱れる空間にいた。

「ここから先へ渡っていくの。ここはあなたの世界と私たちの世界とが繫つながる、中間地点みたいな場所」

　楓はこの異様な風景に目を奪われていた。

「綺き麗れいね」

　ダリアがそう褒めると、楓はダリアの方へ振り向く。

「この空間はあなたの心を映してる、人によってこの場所の景色は違うの」

「そうなんですね」

　何かを諦めたような口調で楓は呟つぶやいた。

「……秋コス桜モスが好きなんだ？」

「私は──」

　そこまで言って、しかしその続きを語る必要はないと悟った。

「何でもないです。行きましょう」




☆




　──見つからない。持ってきた腕時計の長針はすでに十の辺りを指し示していて、もう残りの猶予は僅かだと報しらせている。頼みの綱だった、雨季にはアジサイが有名な神社にも吉野さんの影も形も無かった。

　ダリアは確かに言っていた。門があり、それが開くと。

　でも超常現象なのだからそれがどのように発生するのか判然としないし、その門とやらが実際の物体なのかさえ怪しい。精神的なものなのかもしれない。

　つまりこれはか細い糸を見つけ出して暗闇の中で手繰るような、そんな胡う乱ろんな話だ。




　めぼしいところとして最後、街角の小さなお寺に入り込み中を捜索したが、それらしい扉はまるで見つからない。

　身体からだももう限界だった。自慢じゃないが、ろくに運動も出来ない俺の身体からだはこの数時間の走りっぱなしの状況で、裂くような悲鳴を上げていた。

　足はまともに立つことも出来ないくらいにがくがくと震えていて、肺が壊れそうなほどに痛み、目め眩まいがして真まっ直すぐに進むことも難しい。そもそもが次のめぼしい場所すら思いつかない。ここ以外ならもう街の外に出るしかなく、その場合は確実に間に合わない。

　要するに詰みってことか──そんな言葉が頭をよぎった瞬間に、まず心の限界が来た。そして雪崩の如ごとく気力が溶け去った。がくりと膝をつき、半身が地面に沈むと身体からだを支えていた力が急に消え去って、糸の切れた人形のように砂利の地面に横たわった。結局最初から全部土台無理なことだった。諦めることはあまりに簡単すぎた。瞼まぶたがゆっくりと閉じていき、世界が真っ暗に溶けていく。

　このまま寝てしまったらどうなるんだろう。服は汗で濡ぬれているし、外気は泣けるくらいに凍いてついている。死んでもおかしくない。




　わずかな風の後、匂いがした。そして目を開けると、一枚の花弁がふわりと俺の前に横たわった。どこから来た物かと思って見上げると、そこにあったのは日本には自生していない品種〝皇帝ダリア〟だ。前にダリアにその名前について聞いたことがあった。曰いわく、エルフたちの命名にはこちらの世界で現生する花か卉きの名を用いるそうだ。気になった俺はダリアに見られないところでこっそり、彼女の名前に使われた花について調べていた。

　由来は皇帝ダリア、主にメキシコなどを原産とする植物だ。放っておくと五メートル以上の背丈になるそうだが、世話の仕方次第ということらしい。

　花を付けるのは十一月下旬から十二月上旬であり、ずばり今くらいの季節ということ。そして何より、その花の形や色合いは、よく似ていた。あの花に。

　あまりメジャーでは無いこの植物をここに植えてくれた住職さんに感謝しつつ、ついつい自嘲気味の笑みがこぼれて、程なく身体からだに力がもう一度戻ってくるのを感じた。灯台下暗し、か。

　俺は震える膝に手を突き、ゆっくりと、だが確実に立ち上がった。

　行こう、あの場所ならまだ間に合うから。




　辿たどり着いた百ひやく分ぶん公園にはわかりやすくはっきりと扉があった。間違いなく吉野さんはここにいる。確信はあったが、ここからどうすればいいのだろう。そんな迷いは、しかし杞き憂ゆうに終わった。ノブに触れずとも、ただ近づくだけでひとりでに開き、中から甘やかな香りが流れ込んでくる。

　そして花びらが舞い散り、次の瞬間には俺は見も知らぬ場所にいた。




　そこは小さな丘とその脇に川が流れる幻想的な空間だった。そして何より印象的なのが周囲を埋め尽くすように咲き誇る秋コス桜モスの花々だ。

　せせらぎの音を聞きながら進むと、川向こうの丘に立った二人の人物を見つける。そして俺が見つけるのと同時に、二人も気づいたのだろう。人影がこちらを向いた。

「来ちゃったんだ」

　複雑な感情の入り混じったその声は、紛まがう方無く吉野さんの発したものだった。

「あんたどうしてここに……」

　そう驚きよう愕がくするダリアの声も聞いた。だが今はダリアのことは頭に入らず、顔を上げて吉野さんに向き直った。だがそれでも俺は躊躇ためらいがあって、まだ彼女の瞳を真まっ直すぐ捉えることは出来なかった。

「秋コス桜モスがこんなにも咲いてる」

　毒にも薬にもならないような、そんな言葉が口をついて出て、それに吉野さんは穏やかに語った。

「秋コス桜モスは、嫌いなの。どこででも咲いて、力強くて、綺き麗れいで、これから自分たちを傷つける冬の季節だっていうのに瑞みず々みずしく咲き誇る、私と正反対のこの花が──私は嫌いなの」

　諦めたように呟つぶやく吉野さんに、俺は訊たずねた。

「どうして嫌いなことばかり話すの？」

「だって遠葉くんが噓うそつきなんだもん」

　吉野さんはあのいつも見た、仮面の優しい笑顔を浮かべながら言っていた。

「……どうしてエルフの世界に行こうとするの？」

「この世界に飽きたから。それだけだよ」

　まるで最初から決めていたように淀よどみなく話されて俺は続く言葉を失った。

「もう言いたいことは終わり？　じゃあさよなら」

　そう話して背を向け歩き始めようとする吉野さんの姿がゆっくりに見えた。こんな世界の果てのような場所に来てまで俺はビビってる。彼女に自分の気持ちを伝えて、それで拒絶されることに。

　思えば最初から最後まで俺はずっとそうだった。吉野さんの気持ちを考えず、ただ自分のことばかり。怯おびえて何もせず、挙句苦しめた。そして今も覚悟を決めてきたつもりが、このザマだ。

　ずるずると引き下がっていってしまいそうな心を俺は自分で必死に奮い立たせていた。

　閉じていく喉を開くために息を吸いこみ、振りかぶって言葉を投げる。結果はどうなろうと知ったこっちゃない。ただせめて最後、伝えるために。思いを繫つなげるために。

「……ダリアの力は……代役の力なんだ。これってダリアの説明曰いわく、俺が本当に望んでいることしか俺にさせられないらしいんだけどさ。でも怪しいよね、実は全部俺の本心ってわけでもなくて、勝手にダリアが言わせたり、やらせたりしてたことなのかもしれない」

　突如始まった俺の脈絡のない話に吉野さんは訝いぶかしそうにしていた。

「……何が言いたいの？」

「吉野さんが自分で言ってたんだ。──応援っていうのは、最後の一歩を踏み出すための勇気を出させてあげることなんだって」

　俺の目が吉野さんの綺き麗れいな丸い瞳をとらえた。

「つまり、最後の一歩は自分で決断して歩かなきゃいけない、そういうことでしょ。だから誰の力も借りずに、俺が言うよ」

「何を言って──」

　吉野さんが全てを言い切る前に、俺が始めた。これを伝えるために俺はここまで来たんだから。

「聞いてくれ！　俺には他の誰でもない、吉野さんが必要なんだ」

「何それ。プロポーズみたい。暑苦しい。気持ち悪い」

「この世界が嫌いでも構わない、俺が好きにさせてやる」

「そんな言葉信じると思う？」

「信じられないなら信じられるまで一緒にいる！」

「……嫌」

　吉野さんは顔をそむけた。でもまだその場に立ち止まってくれている。だから俺は続けた。

「気づいてなかったのかもしれないけど、俺は吉野さんに救われたんだ。部活で虐いじめられてどうしようもないような気分でたどり着いた公園で、偶然吉野さんに会って、声をかけてくれて。もう死のうと思ってた。それくらい落ち込んでたのに、抱えてたことを打ち明けられて、踏ん切りがついて。だからこの先も生きていこうって思えた」

「覚えてないよ。そんなどうでもいいこと」

　感情を押し殺した声で吉野さんは言う。

「吉野さんにとっては取るに足らないことだったのかもしれないけど、でも俺は現に救われたんだよ。吉野さんが覚えてなかろうが、何も思ってなかろうが、俺には関係ない」

「それってただ私の偽善に騙だまされてただけじゃない」

「騙だまされてただけでもいいよ！　ただ俺はその分を返したい。嫌がっても俺が吉野さんを応援する。この世界にいるのが怖くても嫌でも、俺が応援する、ずっといたくなるように応援し続けるから！」

　自分でも気づかず、俺は走り始めていた。向かう川の深さはちょうど俺の腰くらいだ。それをかき分けるように進んでいく。

「勝手なこと……言わないでよ。噓うそつきのくせに、裏切り者のくせに！」

「そっちこそ寂しがり屋のくせに、孤独が怖いくせに、一人で格好付けようとするなよ！」

　川底に足を取られながら進み続け、二人のいる小さな丘のふもとにまで辿たどり着く。あと少しの距離が遠い。

「うるさい！　生意気！　絶対嫌だから。私、遠葉くんのこと本当に大嫌いなの！　もう顔も見たくないくらい！」

　これまで聞いたことのない、吉野さんの罵倒を浴びながら俺は丘を上がっていく。

「そんなの知ったこっちゃない！　一緒の部活なんだから顔を合わせるしかないんだよ！　合法的にストーカーしてやる！」

「この……っ」

　その時、やっと俺たちは間近で向き合っていた。吉野さんは泣いていた。

　今まで見たことがないむき出しの表情で、むき出しの感情で、俺と向かい合っていた。もちろん俺にだってもう何も打算はなかった。いつもの俺なら浮き輪みたいにしがみつく、保身の感情も、恐怖も、不安も、なにもない。

　振り返ってみれば、これまでの人生でここまで真まっ直すぐに自分の心を開こうとしたことはなかったかもしれない。俺の中にある意志は自分の願いを叶かなえるために一つに凝集していた。

　ただ伝えたい。

　自分と、自分を取り巻く全てを諦めた吉野さんに、俺の感じていることを、思いを、間違うことなく伝えきりたい。それだけだった。

「中身が偽にせ物ものとか機械とかさ、そんなの俺にはどうでもいいんだよ！」

「──っ」

　驚きや悲しみや喜びや。たぶんものすごく複雑な感情が吉野さんの瞳の中に渦巻いていた。

「俺のために残ってよ！　家族でも友達でもなくて俺のためだけにっ！」

　瞳からまた涙の粒をこぼしながら、吉野さんは絶え絶えに言う。

「さっきから、ずっと……ずっと、……こんなに、……嫌だって言ってるのに……聞こえてない、のっ……？」

「聞こえない！　だから、俺のために残れ！　楓！」

　そう叫ぶと、吉野さんは目を大きく見開いた。そして。

「もう、しょうがないなぁ……じゃあ、遠葉くんのために、残ってあげる、よ……っ」

　吉野さんの涙でくしゃくしゃになった顔が微ほほ笑えんだ。











エピローグ






　いい匂いがしたせいか、それとも最近寝てばかりだったせいか、休日の早朝にもかかわらずきっちりと目が覚めた。ダイニングを隔てる扉からはすでにトーストとコーヒーの香りが漏れ出している。中に入ると悠然と食事をするダリアがすぐ目に入った。

「おはよダリア」

　俺を見るとすぐに嫌そうに目をすがめた。

「なにそのみっともないボケた表情。朝からそんな締まらない顔見せられるこっちの身にもなってくれる？」

「ごめん」

　よくわからないがあの一件の後ということで顔が緩んでいたらしい。頑張って引き締めてダリアの向かいに座る。

「にしても、ついこの間まではずっと部屋にこもりきりで、まともに起きても来なかったくせにね。解決したらいきなりこれ？　起きてくるとは思わなかったから、あんたの分も用意してないし」

「ごめんって」

　言いつつダリアは手近にコップだけは置いてあったので、それにコーヒーを注いでくれて受け取った。

「ま、いいわ。それでもうあんたの願いは叶かなったってことでいいのよね？」

　いきなりそんなことを聞かれて俺のコップの傾きが止まった。ぎこちない手つきでテーブルにそれを置きなおす。

「いや、まだ……かも」

「はぁ？　あれで？」

「あれで……だよっ。だって何も本格的な、本質的な話はしてないし……」

　そんなふうに言葉を濁すと、ダリアは心底飽き飽きしたという様子でため息をつく。

「はぁぁ、最悪ね。こっからは間近でノロケを見せられるだけになりそうで気が重いわ」

「ノ、ノロケ？」

「なんか朝からまた眠くなってきた」

　心底つまらなそうにしながらダリアはトーストをかじっていた。

「それよりさ、吉よし野のさんに頼まれてることがあるんだけど」

「は？　何よ藪やぶから棒に。あ、私には突然妙なこと言わないでよ？　おれのためにのこれー、とかなんとか。寒気がするから。あんなの間近で聞かされたら鼓膜から体の芯まで凍りついて凍傷になりそう。あぁ、想像しただけでコーヒーも冷めてきた気がするわ」

「そこまで……言うかっ……」

　ダリアはあの一部始終の目撃者で、こういういじられ方をするのは予想通りだ。わかってても嫌だけど。

「ダリアと友達になりたいって言ってるんだよっ！」

　俺はポケットから取り出した携帯の画面をいじって、ダリアの方に向ける。そこに映っているのはメッセージアプリで、吉野さんからの言葉が載っている。

　しばしダリアは文字を読み進めた後、気だるげに言った。

「……あのねぇ」

　ただ続く何かを言われる前に俺が矢継ぎ早に話を進める。

「あと、当たり前だけど、一旦俺とダリアの関係は伏せといてくれよ。一緒にいる理由はなんか上う手まいことでっち上げて」

「あんた無茶苦茶言い過ぎだから！」

「だっていつも俺が言われてた側だからさ。たまにはやり返さないと」

　ニヤリと笑いながら言ってやった。するとダリアは再びため息を大きくついた後、目を閉じた。

「もう、……いいわよ」

「いいって？」

「あんたらの言うとおりにしてあげるってこと！」

「怒ってるの？」

「……怒ってない」

「やっぱり怒ってるよな」

「あんたにそう言われてちょうど怒れてきた」

「そのセリフ前にも聞いた覚えが」

「どうでもいいことだけちゃんと覚えてるのね」

　つまらなそうにダリアはコーヒーをすする。

「覚えてるって。ここまで全部ダリアが助けてくれたおかげだよ」

「……全く。なんか最近はこっちがあんたのペースに吞のまれてる気がするわ」

　わからないけど、でも当人のダリアが言う以上、もしかしたらそうなのかもしれない。




　そのまま昼頃に俺たちは家を出発した。そして再びあの駅前広場では、ばっちり私服を決めた吉野さんが待ってくれていた。

「おはよう香こう一いちくん」

「お、おはよう、吉野さん」

　あんなことがあってからの再会だと顔を見せて名前を呼ぶだけで恥ずかしい。これでも一応頑張って挨拶したのだけど、それでも吉野さんには不十分らしかった。

「……吉野さんって誰のこと？」

　素っ気ない態度が辛つらい。俺は自分の中の勇気を振り絞った。

「……楓かえでさん、おはよう」

「おはよう、香一くん」

　ようやく滞りなく挨拶が終わったところで、今度楓さんの興味は俺の隣の人物に移ったようだ。

「これからよろしくお願いします、ダリアさん」

　楓さんのキラキラした雰囲気にあてられているのか、ダリアはもうすでにたじたじな様子だった。

「あー、うん。適当によろしく……」

　一応挨拶くらいはここでもできたが、やはり誰にも見えないダリアという存在と会話するには駅前は不適だ。

　俺たちは場所を移すことにした。どこへ行くか予定は決めていない。たぶん友達同士でふらりと集まるときはこんな感じの適当さがちょうどいいと思うから。

　ダリアと楓さんの二人が仲良くなったらどんな風に変わっていくのか、ちょっと想像もつかない。けれど今はその不安も何な故ぜか心地よく感じる。

　三人で駅前の並木道を歩きながら、街路樹越しに感じる柔らかな冬の日差しが眩まぶしかった。
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チアエルフがあなたの恋こいを応おう援えんします！








石いす動るぎ 将しょう
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